
〔添付書類五〕 

（第十条-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

な お 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 取 り 扱 う 廃 棄 物 は 、 核 燃 料 物 質 で 汚 染 さ

れ た も の 等 で あ る が 、 核 燃 料 物 質 で 汚 染 さ れ た 廃 棄 物 は 固 体 廃 棄 物 の み で

あ り 、 次 の と お り 、 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の う ち の 固 体 廃 棄 物 中

の 容 器 あ た り の プ ル ト ニ ウ ム の 重 量 及 び 核 分 裂 性 物 質 の 重 量 を 制 限 し て い

る こ と か ら 、 臨 界 に 達 す る こ と は な い 。  

 

Ａ  廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 数 量  

a 種  類  

a) 処 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物  

液 体 廃 棄 物  

放 出 前 廃 液      ； Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ の 一 次 冷 却 水 、 実 験 系 廃 液 等  

液 体 廃 棄 物 Ａ     ； Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ の 一 次 冷 却 水 、 実 験 系 廃 液 等  

液 体 廃 棄 物 Ｂ     ； 除 染 廃 液 、 実 験 廃 液 等  

液 体 廃 棄 物 Ｃ     ； 実 験 廃 液 等  

固 体 廃 棄 物  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 廃 樹 脂 、 チ ャ コ ー ル フ

ィ ル タ 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ エ ア フ ィ ル タ 類 等 ）  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ セ ル 内 除 染 資 材 類 、 廃

樹 脂 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 照 射 キ ャ プ セ ル 解 体

片 、 照 射 試 験 片 等 ）  

α 固 体 廃 棄 物  

α 固 体 廃 棄 物 Ａ   ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ

等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ エ ア フ ィ ル タ 類 等 ）  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ   ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ セ ル 内 除 染 資 材 類 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 照 射 キ ャ プ セ ル 解 体

片 、 照 射 試 験 片 等 ）  

 

 

な お 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 取 り 扱 う 廃 棄 物 は 、 核 燃 料 物 質 で 汚 染 さ

れ た も の 等 で あ る が 、 核 燃 料 物 質 で 汚 染 さ れ た 廃 棄 物 は 固 体 廃 棄 物 の み で

あ り 、 次 の と お り 、 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の う ち の 固 体 廃 棄 物 中

の 容 器 あ た り の プ ル ト ニ ウ ム の 重 量 及 び 核 分 裂 性 物 質 の 重 量 を 制 限 し て い

る こ と か ら 、 臨 界 に 達 す る こ と は な い 。  

 

Ａ  廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 数 量  

a 種  類  

a) 処 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物  

液 体 廃 棄 物  

放 出 前 廃 液      ； Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ の 一 次 冷 却 水 、 実 験 系 廃 液 等  

液 体 廃 棄 物 Ａ     ； Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ の 一 次 冷 却 水 、 実 験 系 廃 液 等  

液 体 廃 棄 物 Ｂ     ； 除 染 廃 液 、 実 験 廃 液 等  

 

固 体 廃 棄 物  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 廃 樹 脂 、 チ ャ コ ー ル フ

ィ ル タ 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ エ ア フ ィ ル タ 類 等 ）  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ セ ル 内 除 染 資 材 類 、 廃

樹 脂 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 照 射 キ ャ プ セ ル 解 体

片 、 照 射 試 験 片 等 ）  

α 固 体 廃 棄 物  

α 固 体 廃 棄 物 Ａ   ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ

等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ エ ア フ ィ ル タ 類 等 ）  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ   ； 可 燃 性 雑 廃 棄 物 （ セ ル 内 除 染 資 材 類 等 ）  

不 燃 性 雑 廃 棄 物 （ 照 射 キ ャ プ セ ル 解 体

片 、 照 射 試 験 片 等 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液体廃棄物 Cの削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十条-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

b) 管理を行う廃棄体  

廃棄物パッケージ  

ドラム缶型廃棄物パッケージ  

ブロック型廃棄物パッケージ  

角型鋼製廃棄物パッケージ  

保管体  

 

b 数  量  

a) 最大受入れ数量  

液体廃棄物   ； 9,400m3／年  

固体廃棄物   ； 845m3／年  

b) 最大管理能力  

廃棄体     ； 8,559m3  

（ 200ﾘｯﾄﾙドラム缶換算 42,795 本相当）  

 

Ｂ  廃棄物管理を行う放射性廃棄物に含まれる放射性物質の種類ごと

の最大放射能濃度  

a 処理を行うために受け入れる放射性廃棄物に含まれる放射性物

質の種類ごとの最大放射能濃度は、以下のとおりである。  

液体廃棄物  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質 *1 

； 3.7×104 Bq／ cm3 

トリチウム              ； 3.7×105 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質 *2    ； 1×10- 2 Bq／ cm3 

注 )  *1：アルファ線を放出しない放射性物質とは、 *2に示すも

の以外のものをいう。  

*2：アルファ線を放出する放射性物質とは、超ウラン元

素 で あ っ て ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 核 種 を い う 。 (本

項及び次項 b において同  

b) 管理を行う廃棄体  

廃棄物パッケージ  

ドラム缶型廃棄物パッケージ  

ブロック型廃棄物パッケージ  

角型鋼製廃棄物パッケージ  

保管体  

 

b 数  量  

a) 最大受入れ数量  

液体廃棄物   ； 5,400m3／年  

固体廃棄物   ； 845m3／年  

b) 最大管理能力  

廃棄体     ； 8,559m3  

（ 200ﾘｯﾄﾙドラム缶換算 42,795 本相当）  

 

Ｂ  廃棄物管理を行う放射性廃棄物に含まれる放射性物質の種類ごと

の最大放射能濃度  

a 処理を行うために受け入れる放射性廃棄物に含まれる放射性物

質の種類ごとの最大放射能濃度は、以下のとおりである。  

液体廃棄物  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質 *1 

； 3.7×104 Bq／ cm3 

トリチウム              ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質 *2    ； 1×10- 2 Bq／ cm3 

注 )  *1：アルファ線を放出しない放射性物質とは、 *2に示すも

の以外のものをいう。  

*2：アルファ線を放出する放射性物質とは、超ウラン元

素 で あ っ て ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 核 種 を い う 。 (本

項及び次項 b において同  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用

の停止に伴う変更  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Cの 削 除

に伴う変更  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十条-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

じ。 ) 

液体廃棄物は、その性状、含まれる放射性物質の種類及び量

によって次に示す値未満となるように区分して受け入れる。  

放出前廃液  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×10- 1 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

液体廃棄物Ａ  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×101 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

液体廃棄物Ｂ  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×104 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

液体廃棄物Ｃ  

トリチウム                          ； 3.7×105 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

固体廃棄物  

アルファ線を放出しない放射性物質    ； 3.7×101 3 Bq／容

器 *3 

アルファ線を放出する放射性物質     ； 3.7×101 2 Bq／容

器 *3 

ただし、プルトニウム 1g／容器 *3、核分裂性物質 4g／容器 *3 

 

固体廃棄物は、その性状、含まれる放射性物質の種類及び

量、容器表面の線量率によって次に示す値未満 *4又は以下 *5とな

るように区分して受け入れる。  

β・γ固体廃棄物Ａ  

容器表面の線量率           ； 2mSv／ h 

じ。 ) 

液体廃棄物は、その性状、含まれる放射性物質の種類及び量

によって次に示す値未満となるように区分して受け入れる。  

放出前廃液  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×10- 1 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

液体廃棄物Ａ  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×101 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

液体廃棄物Ｂ  

トリチウムを除くアルファ線を放出しない放射性物質  

； 3.7×104 Bq／ cm3 

トリチウム                          ； 3.7×103 Bq／ cm3 

アルファ線を放出する放射性物質   ；  1×10- 2 Bq／ cm3 

 

 

 

固体廃棄物  

アルファ線を放出しない放射性物質    ； 3.7×101 3 Bq／容

器 *3 

アルファ線を放出する放射性物質     ； 3.7×101 2 Bq／容

器 *3 

ただし、プルトニウム 1g／容器 *3、核分裂性物質 4g／容器 *3 

 

固体廃棄物は、その性状、含まれる放射性物質の種類及び

量、容器表面の線量率によって次に示す値未満 *4又は以下 *5とな

るように区分して受け入れる。  

β・γ固体廃棄物Ａ  

容器表面の線量率           ； 2mSv／ h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液体廃棄物 Cの削除  

 

  



〔添付書類五〕 

（第十一条-2） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第２項について  

安全機能を有する施設を他の原子力施設と共用する設備としては商

用電源の受電設備、放送設備、またモニタリング設備のうち、モニタ

リングポスト及びモニタリングカーがある。廃棄物管理施設内では受

電設備及び予備電源を共用している。これらの共用施設で故障等が発

生した場合には、予備設備、代替設備及び代替機器により廃棄物管理

施設の安全性を損なわない設計とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

第３項について  

廃棄物管理施設の安全機能を有する施設は、当該施設の安全機能が

維持されることを確認するために、その機能の重要度に応じて、設備

の運転中又は停止中に定期的に試験又は検査ができる設計とし、施設

定期自主検査で確認することを保安規定で定め、遵守する。また、保

守及び修理を行えるよう設計する。  

 

第４項について  

当該廃棄物管理施設には、安全上重要な施設はないため、系統の多

重性は必要としない。  

 

添付書類五の下記項目参照  

安全設計の基本方針  （ 1.1 項）  

 

 

 

第２項について  

安全機能を有する施設を他の原子力施設と共用する設備としては、

商用系電源、放射線管理施設のうち固定モニタリング設備及び気象観

測設備、通信連絡設備のうち所内内線電話設備、加入電話設備（固定

電話、携帯電話、ファクシミリ、衛星携帯電話）及び構内一斉放送設

備、周辺監視区域用フェンスがある。  

このうち、安全機能を有する大洗研究所（北地区）原子炉施設に属

する放射線管理施設のうち固定モニタリング設備並びに通信連絡設備

のうち緊急時対策所に設置する加入電話設備（固定電話、携帯電話、

ファクシミリ、衛星携帯電話）及び構内一斉放送設備を、廃棄物管理

施設にて共用する。  

廃棄物管理施設内では受電設備及び予備電源を共用している。これ

らの共用施設で故障等が発生した場合には、予備設備、代替設備及び

代替機器により廃棄物管理施設の安全性を損なわない設計とする。  

 

第３項について  

廃棄物管理施設の安全機能を有する施設は、当該施設の安全機能が

維持されることを確認するために、その機能の重要度に応じて、設備

の運転中又は停止中に定期的に試験又は検査ができる設計とし、施設

管理実施計画に確認することを定め、遵守する。また、保守及び修理

を行えるよう設計する。  

 

第４項について  

当該廃棄物管理施設には、安全上重要な施設はないため、系統の多

重性は必要としない。  

 

添付書類五の下記項目参照  

安全設計の基本方針  （ 1.1 項）  

 

 

 

共 用 設 備 に 係 る 記 載

の見直し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直

し  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

①  直接的安全機能  

廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 放 射 性 物 質 又 は 放 射 線 の 放 出 を 直 接 的 に 防

止している遮蔽機能及び閉じ込め機能  

②  支援的安全機能  

直 接 的 安 全 機 能 が 地 震 及 び 津 波 を 含 む 外 部 か ら の 衝 撃 に よ り 損

なわれないよう支援する機能  

③  その他の安全機能  

①及び②以外の機能  

な お 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 の た め の 重 要 度 の 分 類 を 定 め 原 子 力

安 全 に 対 す る 重 要 性 に 応 じ て 、 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 要 求 事

項の適用程度についてグレード分けを行う。  

①  クラス１  

そ の 損 傷 又 は 故 障 に よ り 発 生 す る 事 象 に よ っ て 、 敷 地 外 へ の

著 し い 放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ の あ る 建 家 、 設 備 及 び 機 器 並

び に 敷 地 周 辺 公 衆 へ の 過 度 の 放 射 線 の 影 響 を 防 止 す る 建 家 、 設

備及び機器  

②  クラス２  

そ の 損 傷 又 は 故 障 に よ り 発 生 す る 事 象 に よ っ て 、 敷 地 外 へ の

過 度 の 放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ の あ る 建 家 、 設 備 及 び 機 器 並

び に 敷 地 周 辺 公 衆 へ の 放 射 線 の 影 響 を 十 分 小 さ く す る よ う に す

る建家、設備及び機器  

③  クラス３  

異 常 の 起 因 事 象 と な る も の 及 び 対 応 上 必 要 な も の で あ っ て 、

クラス１、クラス２以外の建家、設備及び機器  

廃棄物管理施設には、クラス１及びクラス２はない。  

廃棄物管理施設には、他の施設間と の共用施設として、商用系電

源、放射線管理施設のうち固定モニタリング設備、移動モニタリン

グ設備及び気象観測設備、通信連絡 設備のうち所内内線電話設備、

加 入 電 話 （ 固 定 電 話 、 携 帯 電 話 、 衛 星 電 話 ） 及 び 構 内 一 斉 放 送 設

備 、 周 辺 監 視 区 域 用 フ ェ ン ス が あ る が 、 こ れ ら の 機 能 喪 失 に よ っ

て、施設の安全性が損なわれることはない。また、  

①  直接的安全機能  

廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 放 射 性 物 質 又 は 放 射 線 の 放 出 を 直 接 的 に 防

止している遮蔽機能及び閉じ込め機能  

②  支援的安全機能  

直 接 的 安 全 機 能 が 地 震 及 び 津 波 を 含 む 外 部 か ら の 衝 撃 に よ り 損

なわれないよう支援する機能  

③  その他の安全機能  

①及び②以外の機能  

な お 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 の た め の 重 要 度 の 分 類 を 定 め 原 子 力

安 全 に 対 す る 重 要 性 に 応 じ て 、 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 要 求 事

項の適用程度についてグレード分けを行う。  

①  クラス１  

そ の 損 傷 又 は 故 障 に よ り 発 生 す る 事 象 に よ っ て 、 敷 地 外 へ の

著 し い 放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ の あ る 建 家 、 設 備 及 び 機 器 並

び に 敷 地 周 辺 公 衆 へ の 過 度 の 放 射 線 の 影 響 を 防 止 す る 建 家 、 設

備及び機器  

②  クラス２  

そ の 損 傷 又 は 故 障 に よ り 発 生 す る 事 象 に よ っ て 、 敷 地 外 へ の

過 度 の 放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ の あ る 建 家 、 設 備 及 び 機 器 並

び に 敷 地 周 辺 公 衆 へ の 放 射 線 の 影 響 を 十 分 小 さ く す る よ う に す

る建家、設備及び機器  

③  クラス３  

異 常 の 起 因 事 象 と な る も の 及 び 対 応 上 必 要 な も の で あ っ て 、

クラス１、クラス２以外の建家、設備及び機器  

廃棄物管理施設には、クラス１及びクラス２はない。  

廃棄物管理施設には、他の施設間との共用施設として、商用系電

源 、 放 射 線 管 理 施 設 の う ち 固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 気 象 観 測 設

備、通信連絡設備のうち所内内線電話設備、加入電話 設備（固定電

話、携帯電話、ファクシミリ、衛星携帯電話）及び構内一斉放送設

備 、 周 辺 監 視 区 域 用 フ ェ ン ス が あ る が 、 こ れ ら の 機 能 喪 失 に よ っ

て、施設の安全性が損なわれることはない。また、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 用 設 備 に 係 る 記 載

の見直し  

記載の見直し  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 管 理 施 設 内 で は 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 管 理 区 域 系 の 排 気

を β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ の 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 ・ 廃

液 貯 留 施 設 Ⅱ の 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 等 の 排 気 を α 固 体 処 理 棟 の 気

体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 処 理 し て い る が 、 こ れ ら 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設の機能喪失によって、施設の安全性が損なわれることはない。  

 

安全設計の基本方針（添付書類五  1.1項）  

g. 安全機能を有する施設を他の原子力施設と共用し、又は安全機能

を有する施設に属する設備を廃棄物管理施設において共用する場

合、廃棄物管理施設は影響を受けることなく安全性を損なわないよ

うに設計する。  

 

共用に関する設計上の考慮  

廃棄物管理施設と他の原子力施設での共用施設としては、商用系

電源、放射線管理施設のうち固定モニタリング設備、移動モニタリ

ング設備及び気象観測設備、通信連絡設備のうち所内内線電話設

備、加入電話（固定電話、携帯電話、衛星電話）及び構内一斉放送

設備、周辺監視区域用フェンスがある。廃棄物管理施設内では受電

設備及び予備電源を共用している。これらの機能喪失によって、廃

棄物管理施設の安全機能が損なわれることはない。  

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物管理施設内の共用  

廃棄物管理施設間では、以下に示すβ・γ一時格納庫Ⅰの管理区

域系の排気をβ・γ固体処理棟Ⅰの気体廃棄物の廃棄施設で、廃液

処理棟・廃液貯留施設Ⅱの液体廃棄物の処理施設の排気をα固体処

理棟の気体廃棄物の廃棄施設で処理している。  

廃 棄 物 管 理 施 設 内 で は 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 管 理 区 域 系 の 排 気

を β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ の 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 ・ 廃

液 貯 留 施 設 Ⅱ の 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 等 の 排 気 を α 固 体 処 理 棟 の 気

体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 処 理 し て い る が 、 こ れ ら 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設の機能喪失によって、施設の安全性が損なわれることはない。  

 

安全設計の基本方針（添付書類五  1.1項）  

g. 安全機能を有する施設を他の原子力施設と共用し、又は安全機能

を有する施設に属する設備を廃棄物管理施設において共用する場

合、廃棄物管理施設は影響を受けることなく安全性を損なわないよ

うに設計する。  

 

共用に関する設計上の考慮  

廃棄物管理施設と他の原子力施設での共用施設としては、商用系

電源、放射線管理施設のうち固定モ ニタリング設備及び気象観 測設

備、通信連絡設備のうち所内内線電話設備、加入電話 設備（固 定電

話、携帯電話、ファクシミリ、衛星携帯電話）及び構内一斉放 送設

備、周辺監視区域用フェンスがある。  

このうち、安全機能を有する大洗研究所（北地区）原子炉施設に

属する放射線管理施設のうち固定モニタリング設備並びに通信連絡

設備のうち緊急時対策所に設置する加入電話設備（固定電話、携帯

電話、ファクシミリ、衛星携帯電話）及び構内一斉放送設備を、廃

棄物管理施設にて共用する。  

廃棄物管理施設内では受電設備及び予備電源を共用している。こ

れらの機能喪失によって、廃棄物管理施設の安全機能が損なわれる

ことはない。  

 

廃棄物管理施設内の共用  

廃棄物管理施設間では、以下に示すβ・γ一時格納庫Ⅰの管理区

域系の排気をβ・γ固体処理棟Ⅰの気体廃棄物の廃棄施設で、廃液

処理棟・廃液貯留施設Ⅱの液体廃棄物の処理施設の排気をα固体処

理棟の気体廃棄物の廃棄施設で処理している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

共 用 設 備 に 係 る 記 載

の見直し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

廃棄物管理施設の気体廃棄物の廃棄施設系統概要図  

（添付書類五  第 8.2.1図 (1)）  

 

解釈第２項について  

廃棄物管理施設に設置する機器類は、国内法規に基づく規格及び基準

並びに民間の規格及び基準を準拠するものである。  

 

廃棄物管理施設の準拠規格及び基準  

廃棄物管理施設は、主に以下に示す国内法規に基づく規格及び基

準並びに民間の規格及び基準を準拠するものとする。  

(1) 国内法規  

①  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律  

②  放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律  

 

 

 

 

廃棄物管理施設の気体廃棄物の廃棄施設系統概要図  

（添付書類五  第 8.2.1図 (1)）  

 

解釈第２項について  

廃棄物管理施設に設置する機器類は、国内法規に基づく規格及び基準

並びに民間の規格及び基準を準拠するものである。  

 

廃棄物管理施設の準拠規格及び基準  

廃棄物管理施設は、主に以下に示す国内法規に基づく規格及び基

準並びに民間の規格及び基準を準拠するものとする。  

(1) 国内法規  

①  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律  

②  放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 記 載

の削除  

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の記載の削除  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

③  労働安全衛生法  

④  労働基準法  

⑤  高圧ガス保安法  

⑥  消防法  

⑦  電気事業法  

⑧  建築基準法   等  

(2) 規格、基準等  

①  日本工業規格（ JIS）  

②  日本電機工業会規格（ JEM）  

③  日本建築学会各種構造設計及び計算基準（ AIJ）  

④  発電用原子力設備規格設計・建設規格（日本機械学会）  

⑤  日本電気協会電気技術基準調査委員会電気技術規程及び

指針  等  

 

また、廃棄物管理施設の健全性及び能力を確認するために、その

機能の重要度に応じて、適切な方法により設備の運転中又は停止中

に定期的に試験又は検査ができる設計とし、施設定期自主検査で確

認することを保安規定で定め、遵守している。また、保守及び修理

を行えるよう設計している。  

なお、廃棄物管理施設には、安全上重要な施設はない。  

 

試験可能性に関する設計上の考慮  

廃棄物管理施設に設置する機器類は、それらの健全性及び能力を

確認するために、その機能の重要度に応じて、適切な方法により設

備の運転中又は停止中に定期的に試験又は検査ができる設計とし、

施設定期自主検査で確認することを保安規定で定め、遵守する。ま

た、保守及び修理を行えるよう設計する。  

 

試験検査（添付書類五  4.2.2.5項、 4.2.3.5項、 4.3.5項、 5.2.5

項、 5.3.5項、 7.5項、 8.2.5項、 8.3.5項、 8.4.2.5項、 8.4.3.5項及

び 8.4.4.5項  一部抜粋）  

 

③  労働安全衛生法  

④  労働基準法  

⑤  高圧ガス保安法  

⑥  消防法  

⑦  電気事業法  

⑧  建築基準法   等  

(2) 規格、基準等  

①  日本産業規格（ JIS）  

②  日本電機工業会規格（ JEM）  

③  日本建築学会各種構造設計及び計算基準（ AIJ）  

④  発電用原子力設備規格設計・建設規格（日本機械学会）  

⑤  日本電気協会電気技術基準調査委員会電気技術規程及び

指針  等  

 

また、廃棄物管理施設の健全性及び能力を確認するために、その

機能の重要度に応じて、適切な方法により設備の運転中又は停止中

に定期的に試験又は検査ができる設計とし、施設管理実施計画に確

認することを定め、遵守している。また、保守及び修理を行えるよ

う設計している。  

なお、廃棄物管理施設には、安全上重要な施設はない。  

 

試験可能性に関する設計上の考慮  

廃棄物管理施設に設置する機器類は、それらの健全性及び能力を

確認するために、その機能の重要度に応じて、適切な方法により設

備の運転中又は停止中に定期的に試験又は検査ができる設計とし、

施設管理実施計画に確認することを定め、遵守する。また、保守及

び修理を行えるよう設計する。  

 

試験検査（添付書類五  4.2.2.5項、 4.2.3.5項、 4.3.5項、 5.2.5

項、 5.3.5項、 7.5項、 8.2.5項、 8.3.5項、 8.4.2.5項、 8.4.3.5項及

び 8.4.4.5項  一部抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 

 

 

 

 

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直

し  

 

 

 

 

 

 

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直

し  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-１２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 を 扱 う 設 備 に つ い て は Ｂ ク ラ ス と し て い る 。 な お 、 建 家 に

つ い て は Ｂ ク ラ ス の 設 備 を 内 包 す る も の に つ い て は Ｂ ク ラ ス と す る

こ と を 基 本 と す る が 、 安 全 上 重 要 な 施 設 の 有 無 の 評 価 に お い て 、 公

衆の被ばく線量が 50μ Sv 以下と評価される建家についてはＣクラス

とする。  

ま た 、 建 家 、 設 備 及 び 機 器 の う ち 「 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 」 に つ

いては、次の３つに分類して安全機能を確保する。  

①  直接的安全機能  

廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 放 射 性 物 質 又 は 放 射 線 の 放 出 を 直 接 的 に 防

止している遮蔽機能及び閉じ込め機能  

②  支援的安全機能  

直 接 的 安 全 機 能 が 地 震 及 び 津 波 を 含 む 外 部 か ら の 衝 撃 に よ り 損

なわれないよう支援する機能  

③  その他の安全機能  

①及び②以外の機能  

事 業 許 可 基 準 規 則 の 各 条 項 は 上 記 の ３ 分 類 に 該 当 す る と 考 え 、 各

条 項 に 基 づ き 設 け る 建 家 、 設 備 及 び 機 器 を 「 安 全 機 能 を 有 す る 施

設 」 と す る 。 選 定 の 考 え 方 を 図 １ １ － １ に 示 す 。 ま た 、 図 １ １ － １

の フ ロ ー の と お り 選 定 し た 結 果 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の う ち 安 全 機 能 を

有する施設は表１１－２のとおりとなる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物管理施設の安全機能を確認す るための検査又は試験として

は、廃棄  

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

物 管 理 事 業 変 更 許 可 申 請 書  添 付 書 類 五 の 各 設 備 の 安 全 設 計 に お

い て 、 試 験 検 査 の 内 容 を 記 載 し て い る 。 ま た 、 そ れ ら の 具 体 的 な 内

容 に つ い て は 、 施 設 定 期 自 主 検 査 と し て 表 １ １ － ３ に 示 す 検 査 等 を

実施する。  

検 査 に よ り 、 不 具 合 の 兆 候 が 見 ら れ る 設 備 や 機 器 等 に つ い て は 、

適宜補修や部品交換を行い、機能を健全に維持する。  

 

ロ ) 安全上重要な施設について（第１１条解釈第１項）  

事 業 許 可 基 準 規 則 で は 、 「 安 全 上 重 要 な 施 設 」 に つ い て 、 「 安 全

機 能 を 有 す る 施 設 の う ち 、 そ の 機 能 の 喪 失 に よ り 、 公 衆 又 は 従 事 者

に 放 射 線 障 害 を 及 ぼ す お そ れ が あ る も の 及 び 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る

事 故 が 発 生 し た 場 合 に 公 衆 又 は 従 事 者 に 及 ぼ す お そ れ が あ る 放 射 線

障 害 を 防 止 す る た め 、 放 射 性 物 質 又 は 放 射 線 が 廃 棄 物 管 理 施 設 を 設

置 す る 事 業 所 外 へ 放 出 さ れ る こ と を 抑 制 し 、 又 は 防 止 す る も の を い

う。」と定義されている。  

上 記 に 基 づ き 、 図 １ １ － １ の と お り 機 能 喪 失 に よ り 公 衆 又 は 従 事

者 に 放 射 線 障 害 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 施 設 を 、 安 全 上 重 要 な 施 設 と

する。  

安 全 上 重 要 な 施 設 を 選 定 し た 結 果 、 何 れ の 施 設 に お い て も そ の 機

能 の 喪 失 に よ り 、 公 衆 又 は 従 事 者 に 放 射 線 障 害 を 及 ぼ す お そ れ が あ

る も の は な い 。 ま た 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 が 発 生 し た 場 合 に

公衆又は従事者に放射線障害を及ぼす事象はない。  

し た が っ て 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 公 衆 又

は 従 事 者 に 及 ぼ す お そ れ が あ る 放 射 線 障 害 を 防 止 す る た め 、 放 射 性

物 質 又 は 放 射 線 が 廃 棄 物 管 理 施 設 を 設 置 す る 事 業 所 外 へ 放 出 さ れ る

こ と を 抑 制 し 、 又 は 防 止 す る も の は な く 、 既 許 可 か ら の 変 更 は な

い。  

 

ハ ) 安全機能を有する施設の区分（第１１条解釈第１項）  

主 に 廃 棄 物 管 理 事 業 変 更 許 可 申 請 書 本 文 に 記 載 さ れ る 各 設 備 ・ 機

器 に つ い て 、 安 全 機 能 を 有 す る 施 設 を 表 １ １ － ４ の と お り 整 理 し

た。  

 

ニ ) 安全機能喪失による事故の有無（第１１条解釈第１項）  

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 表 １ １ － ４ ① ～ ③ に 示 す と お り の 安 全 機 能

を 有 し て お り 、 事 故 が 発 生 す る こ と は 考 え ら れ な い が 、 こ こ で は そ

れらの機能の喪失を想定し、事故の有無を整理した。  

①  対象について  

放 射 性 物 質 を 取 り 扱 う 施 設 及 び 放 射 性 物 質 を 内 包 し て い る か ど

うかで別表－４④に整理した。  

②  対象事故について  

１ )  対 象 事 故 は 、 廃 棄 物 落 下 、 火 災 、 電 源 喪 失 等 を 、 「 火

災 」 、 「 遮 蔽 機 能 喪 失 」 及 び 「 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 」 に 集 約 し

た。  

２ ) 機 能 喪 失 等 の 有 無 は 、 施 設 に 備 わ る 安 全 機 能 が 期 待 で き な

いとの想定により、表１１－４⑤－１～３に整理した。  

３ ) ⑥ 事 故 に つ い て は 、 ２ ） で 機 能 喪 失 が 有 る も の に つ い て 、

事故の有無を施設ごとに整理し、その概略内容を記載した。  

 

ホ ) 耐震重要度分類について（第１１条解釈第１項）  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 耐 震 重 要 度 分 類 に つ い て は 、 「 発 電 用 原 子 炉 施

設 に 関 す る 耐 震 設 計 審 査 指 針 」 の 基 本 的 な 考 え 方 を 参 考 に 、 地 震 に

よ り 発 生 す る 可 能 性 の あ る 放 射 線 に よ る 環 境 へ の 影 響 の 観 点 か ら 、

Ｂ ク ラ ス 及 び Ｃ ク ラ ス に 分 類 し て お り 、 安 全 上 重 要 な 施 設 の 有 無 に

関 す る 評 価 に お い て ５ ｍ Ｓ ｖ を 超 え る も の は な い た め 、 許 可 基 準 規

則の解釈第６条２項第一号によりＳクラスの施設設備はない。  

一 方 、 Ｂ ク ラ ス と Ｃ ク ラ ス の 区 分 に 関 し て は 、 原 子 力 発 電 所 の 分

類 例 を 参 考 に 、 廃 棄 物 管 理 施 設 を 構 成 し て い る 設 備 及 び 機 器 の う ち

比 較 的 内 蔵 す る 放 射 能 量 が 大 き い も の 及 び 付 帯 設 備 の 一 部 は Ｂ ク ラ

ス 、 小 さ い も の 及 び 付 帯 設 備 は Ｃ ク ラ ス と し て 分 類 し て い る 。 今 回

の 許 可 基 準 規 則 の 解 釈 第 ６ 条 ２ 項 を 受 け て 、 別 図 － ２ に 示 す と お り

耐震クラスを区分する。  

 

へ ) 共用施設について（第１１条解釈第２項）  

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

他の施設間との共用施設は表１１－５に示すとおり以下である。  

・  外部電源（商用系、非常系）  

・  固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 移 動 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 気 象 観 測 設

備  

・  通 信 連 絡 設 備 の う ち 所 内 内 線 電 話 、 加 入 電 話 、 構 内 一 斉 放 送

設備  

・  周辺監視区域用フェンス、緊急時等会議システム  

 

外 部 電 源 は 、 大 洗 研 究 所 の 施 設 を 運 転 す る に 足 る 十 分 な 電 力 供 給

を 受 け て お り 、 原 子 炉 施 設 等 の 運 転 異 常 に 伴 い 影 響 を 受 け る こ と は

な い 。 ま た 、 何 ら か の 異 常 に よ り 共 用 施 設 が 停 止 し た と し て も 、 そ

れ に 伴 い 廃 棄 物 管 理 施 設 も 運 転 を 停 止 し 、 安 定 な 状 態 に 移 行 す る た

め 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 に 支 障 を 来 た さ な い 。 な お 、 非 常 系 は

商 用 系 の 補 助 的 な も の で あ り 、 廃 棄 物 管 理 施 設 と し て 機 能 の 維 持 を

期待していない。  

固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 原 子 炉 施 設 等 と は 別 の 電 源 系 統 で 計 測

を 行 っ て お り 、 原 子 炉 施 設 等 の 運 転 異 常 に 伴 い 影 響 を 受 け る こ と は

な い 。 ま た 、 何 ら か の 異 常 に よ り 一 部 の 共 用 施 設 が 停 止 し た と し て

も 、 複 数 基 あ る 固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 で バ ッ ク ア ッ プ で き る た め 、

廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 に 支 障 を 来 た さ な い 。 さ ら に 、 電 源 異 常 に

よ り す べ て の 共 用 施 設 が 停 止 し た と し て も 、 予 備 電 源 を 備 え て お り

計 測 を 持 続 す る こ と が で き る た め 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 に 支 障

を来たさない。  

気 象 観 測 設 備 は 、 固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 と 同 様 に 、 原 子 炉 施 設 等

と は 別 の 電 源 系 統 で 計 測 を 行 っ て お り 、 原 子 炉 施 設 等 の 運 転 異 常 に

伴 い 影 響 を 受 け る こ と は な い 。 何 ら か の 異 常 に よ り 共 用 施 設 が 停 止

したとしても、気象指針により年間 10％以内の欠測は認められてお

り 、 そ の 範 囲 で 観 測 で き る よ う に す る た め 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全

性に支障を来たさない。  

移 動 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 動 力 及 び 計 測 機 能 と も に 独 立 し て い

る 。 何 ら か の 異 常 に よ り 共 用 施 設 に 異 常 が あ っ た と し て も 、 廃 棄 物

管理施設の安全性に支障を来たさない。  

通信連絡設備のうち所内内線電話、 加入電話、構内一斉放送設備

は、原子炉施設等とは別の電源系統 で稼働しており、原子炉施設等

の運転異常に伴い影響を受けること はない。また、これら通信連絡

設備に異常が生じた場合は、携帯通 信機等の代替え措置により対応

する。  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-１６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

周 辺 監 視 区 域 用 フ ェ ン ス は 、 静 的 な 建 家 で あ り 、 他 施 設 と の 共 用

に伴い影響を受けることはない。  

ま た 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 で は 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 管 理 区 域 系

の 排 気 を β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ の 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 、 廃 液 処 理

棟 ・ 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 等 の 排 気 を α 固 体 処 理

棟 の 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 で 処 理 し て い る 。 こ れ ら 気 体 廃 棄 物 の 廃

棄 施 設 が 機 能 喪 失 す る 場 合 は 、 関 連 す る 施 設 ・ 設 備 を 停 止 す る こ と

から、施設の安全性が損なわれることはない。  

表 １ １ － ６ に 共 用 施 設 の 機 能 、 構 造 等 と 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性

を整理した。  

表 １ １ － ６ か ら 、 機 能 、 構 造 等 か ら 判 断 し て 、 共 用 に よ っ て 当 該

廃棄物管理施設の安全性に支障を来たさないと考える。  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-２０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-２３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-２４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-２５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十一条-２５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

表１１－３  廃棄物管理施設の試験検査の内容  
施 設  許 可 書 （ 添 付 書 類 5）  具 体 的 な 内 容  

液 体 廃 棄 物 の
処 理 施 設  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施
設 は 、 定 期 的 に 試 験
又 は 検 査 を 実 施 す
る 。  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 施 設 定 期
自 主 検 査 と し て 回 転 機 類 の 作 動 試
験 、 配 管 ・ 塔 槽 類 の 漏 洩 検 査 、 警 報
作 動 試 験 、 排 気 確 認 検 査 、 漏 洩 検 知
器 作 動 検 査 、 処 理 能 力 検 査 等 を 実 施
す る 。  
 

固 体 廃 棄 物 の
処 理 施 設  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施
設 は 、 定 期 的 に 試 験
又 は 検 査 を 実 施 す
る 。  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 施 設 定 期
自 主 検 査 と し て 除 塵 機 器 等 の 作 動 試
験 、 警 報 作 動 試 験 、 排 気 （ 負 圧 ） 確
認 検 査 、 処 理 能 力 検 査 等 を 実 施 す
る 。  
 

管 理 施 設  管 理 施 設 は 、 定 期 的
に 試 験 及 び 検 査 を 実
施 す る 。  

管 理 施 設 は 、 施 設 定 期 自 主 検 査 と し
て 保 管 設 備 の 外 観 検 査 、 ク レ ー ン 作
動 検 査 、 貯 蔵 孔 の 汚 染 検 査 等 を 実 施
す る 。  
 

液 体 廃 棄 物 の
受 入 れ 施 設  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ
施 設 は 、 定 期 的 に 試
験 又 は 検 査 を 実 施 す
る 。  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 施 設 定
期 自 主 検 査 と し て 回 転 機 類 の 作 動 試
験 、 ラ イ ニ ン グ の 水 張 試 験 、 配 管 類
の 漏 洩 検 査 、 排 気 確 認 検 査 等 を 実 施
す る 。  

固 体 廃 棄 物 の
受 入 れ 施 設  

(1) 固 体 廃 棄 物 の 受
入 れ 施 設 は 、 定 期 的
に 検 査 を 実 施 す る 。  
(2) β ・ γ 貯 蔵 セ ル
に つ い て は 、 運 転 中
の 負 圧 の 状 態 を 確 認
す る 。  

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 施 設 定
期 自 主 検 査 と し て ク レ ー ン 作 動 検
査 、 排 気 確 認 検 査 等 を 実 施 す る 。  
 
β ・ γ 貯 蔵 セ ル に つ い て は 、 運 転 中
に 負 圧 状 態 の 確 認 を 実 施 す る 。  

出 入 管 理 関 係
設 備 、 放 射 線
監 視 設 備 等  

出 入 管 理 関 係 設 備 、
放 射 線 監 視 設 備 等
は 、 定 期 的 に 検 査 及
び 校 正 を 行 う 。  

ハ ン ド フ ッ ト ク ロ ス モ ニ タ 、 サ ー ベ
イ メ ー タ 、 排 気 モ ニ タ 及 び エ リ ア モ
ニ タ は 、 施 設 定 期 自 主 検 査 と し て 校
正 検 査 及 び 警 報 作 動 検 査 等 を 実 施 す
る 。  

気 体 廃 棄 物 の
廃 棄 施 設  

本 施 設 は 、 定 期 的 に
試 験 及 び 検 査 を 行
う 。  

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 は 、 施 設 定 期
自 主 検 査 と し て フ ァ ン の 作 動 試 験 、
ダ ン パ 閉 止 作 動 確 認 検 査 、 セ ル 内 負
圧 確 認 検 査 、 処 理 能 力 検 査 等 を 実 施
す る 。  

液 体 廃 棄 物 の
廃 棄 施 設  

本 施 設 は 、 定 期 的 に
検 査 を 実 施 す る 。  

液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 は 、 施 設 定 期
自 主 検 査 と し て 液 位 異 常 上 昇 及 び 漏
洩 検 知 器 作 動 検 査 、 ラ イ ニ ン グ の 水
張 試 験 等 を 実 施 す る 。  

消 防 設 備  本 設 備 は 、 定 期 的 な
作 動 試 験 等 を 行 う 。  

消 防 設 備 は 、 自 動 火 災 報 知 設 備 の 作
動 試 験 等 を 実 施 す る 。  

 
 

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-２６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

施 設  許 可 書 （ 添 付 書 類 5）  具 体 的 な 内 容  

電 気 設 備  本 設 備 の う ち の 電 気
系 統 に つ い て は 、 定
期 的 に 絶 縁 抵 抗 測 定
等 を 実 施 す る 。  

電 気 系 統 に つ い て は 、 施 設 定 期 自 主
検 査 と し て 配 電 盤 等 の 絶 縁 抵 抗 測
定 、 作 動 試 験 等 を 実 施 す る 。  

通 信 連 絡 設 備  本 設 備 の う ち 放 送 設
備 及 び ペ ー ジ ン グ 設
備 に つ い て は 、 定 期
的 に 作 動 検 査 を 実 施
す る 。  

放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 に つ い
て は 、 施 設 定 期 自 主 検 査 と し て 作 動
検 査 を 実 施 す る 。  

 

 

（ 削 る ）  

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-２６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-２７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-２９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-３０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-３１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

表１１－５  他の施設と共用している設備・機器  

廃 棄 物 管 理

施設  

設備  共用施設（炉規制法）  

放 射 線 管 理

施設  

固 定 モ ニ タ リ ン グ 設

備、  

移 動 モ ニ タ リ ン グ 設

備、  

気象観測設備  

大洗研究所（北地区）、（南地

区）の原子炉施設、核燃料物質

使用施設  

電気設備  商用系電源  大洗研究所（北地区）、（南地

区）の原子炉施設、核燃料物質

使用施設  

通 信 連 絡 設

備  

所内内線電話、  

加入電話、  

構内一斉放送設備  

大洗研究所（北地区）、（南地

区）の原子炉施設、核燃料物質

使用施設  

そ の 他 附 属

施設  

周 辺 監 視 区 域 用 フ ェ

ンス  

大洗研究所（北地区）、（南地

区）の原子炉施設、核燃料物質

使用施設  

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十一条-３２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十二条-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

２  第１２条に規定する「事業所周辺の公衆に放射線障害を及ぼ

さないもの」とは、設計最大評価事故時に公衆が被ばくする

線量の評価値が、発生事故当たり５ミリシーベルト以下であ

ることをいう。  

 

 

（ 添 付 書 類 七 ）  

 

解 釈 第 １ 項 第 １ 号 に つ い て  

1.1 基 本 的 考 え 方  

評 価 対 象 事 故 の 選 定 で は 、 事 業 許 可 基 準 規 則 解 釈 に 基 づ き 、 「 放 射 性 固

体 廃 棄 物 等 の 落 下 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 飛 散 」 、 「 廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 火

災 及 び 爆 発 」 及 び 「 そ の 他 機 器 等 の 破 損 、 故 障 、 誤 動 作 又 は 操 作 員 の 誤 操

作 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 外 部 放 出 等 の 事 故 」 を 考 慮 し 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の

19 施 設 に お い て 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 網 羅 的 か つ 効 率 的 に

抽 出 す る 。 抽 出 の 際 、 各 施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 取 扱 い の 特 徴 を 踏 ま

え て 、 事 故 の 起 因 事 象 と し て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に

伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者 の 誤 操 作 」 が 想 定 さ れ る た め 、 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理

及 び 保 管 の 各 工 程 に お い て こ れ ら の 事 故 を 考 慮 し 、 「 液 体 廃 棄 物 の 漏 出 又

は 固 体 廃 棄 物 の 落 下 （ 以 下 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 と い う 。 ） 」 、 「 火 災 」 及

び 「 排 気 系 の 停 止 」 を 想 定 す る 。  

事 故 は 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 が 想 定 さ れ る た め 、 事 故 に 伴 い 建 家

外 へ 放 射 性 物 質 が 放 出 さ れ る 過 程 と し て 、 液 体 廃 棄 物 の 場 合 は 蒸 発 に よ っ

て 空 気 中 へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 、 固 体 廃 棄 物 の 場 合 は 飛 散 に よ っ て 空 気 中

へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 す る こ と を 想 定 す る 。  

施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 、 保 管 及 び 放 射 性 廃 棄 物 の 性 状

（ 液 体 又 は 固 体 、 含 ま れ る 核 種 （ α 核 種 又 は β γ 核 種 ） 及 び 量 ） の 観 点 か

ら 整 理 し た 上 で 、 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 過 程 （ 空 気 中 へ の 放 射 性 物

質 の 移 行 率 ） が 同 一 に な る も の を 一 つ の 分 類 に ま と め る 。  

 

 

２  第１２条に規定する「事業所周辺の公衆に放射線障害を及ぼ

さないもの」とは、設計最大評価事故時に公衆が被ばくする

線量の評価値が、発生事故当たり５ミリシーベルト以下であ

ることをいう。  

 

 

（ 添 付 書 類 七 ）  

 

解 釈 第 １ 項 第 １ 号 に つ い て  

1.1 基 本 的 考 え 方  

評 価 対 象 事 故 の 選 定 で は 、 事 業 許 可 基 準 規 則 解 釈 に 基 づ き 、 「 放 射 性 固

体 廃 棄 物 等 の 落 下 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 飛 散 」 、 「 廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 火

災 及 び 爆 発 」 及 び 「 そ の 他 機 器 等 の 破 損 、 故 障 、 誤 動 作 又 は 操 作 員 の 誤 操

作 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 外 部 放 出 等 の 事 故 」 を 考 慮 し 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の

19 施 設 （ 使 用 を 停 止 す る 施 設 及 び 設 備 を 安 全 側 に 含 む 。 ） に お い て 、 安 全

設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 網 羅 的 か つ 効 率 的 に 抽 出 す る 。 抽 出 の 際 、

各 施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 取 扱 い の 特 徴 を 踏 ま え て 、 事 故 の 起 因 事 象

と し て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者

の 誤 操 作 」 が 想 定 さ れ る た め 、 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の 各 工 程 に お

い て こ れ ら の 事 故 を 考 慮 し 、 「 液 体 廃 棄 物 の 漏 出 又 は 固 体 廃 棄 物 の 落 下

（ 以 下 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 と い う 。 ） 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」

を 想 定 す る 。  

事 故 は 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 が 想 定 さ れ る た め 、 事 故 に 伴 い 建 家

外 へ 放 射 性 物 質 が 放 出 さ れ る 過 程 と し て 、 液 体 廃 棄 物 の 場 合 は 蒸 発 に よ っ

て 空 気 中 へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 、 固 体 廃 棄 物 の 場 合 は 飛 散 に よ っ て 空 気 中

へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 す る こ と を 想 定 す る 。  

施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 、 保 管 及 び 放 射 性 廃 棄 物 の 性 状

（ 液 体 又 は 固 体 、 含 ま れ る 核 種 （ α 核 種 又 は β γ 核 種 ） 及 び 量 ） の 観 点 か

ら 整 理 し た 上 で 、 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 過 程 （ 空 気 中 へ の 放 射 性 物

質 の 移 行 率 ） が 同 一 に な る も の を 一 つ の 分 類 に ま と め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十二条-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ま と め た 各 分 類 に お い て 、 分 類 毎 に 内 包 す る 放 射 性 物 質 量 が 最 大 の 施 設

の 事 故 及 び 飛 散 性 が 高 い と 想 定 さ れ る 火 災 を 被 ば く 評 価 の た め の 放 射 性 物

質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 の 対 象 と す る 。  

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 を 行 っ た 事 故 に つ い て 、 「 廃 棄 物 の

落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 、

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 が 最 大 の 事 故 を 評 価 対 象 事 故 と し て 選 定 す

る 。  

選 定 し た 評 価 対 象 事 故 の う ち 、 公 衆 が 被 ば く す る 線 量 が 最 大 と な る 事 故

を 設 計 最 大 評 価 事 故 と す る 。  

 

 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 19 施 設 を 対 象 と し て 、 廃 棄 物 を 、 液 体 廃 棄 物 、

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 及 び α 固 体 廃 棄 物 に 分 類 し 、 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の 各 工

程 に お い て 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の

異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者 の 誤 操 作 」 の 観 点 で 、 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 、

「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 を 抽 出 し た 。 こ れ ら の 想 定 事 故 の 抽 出 で

は 、 事 故 に よ り 喪 失 す る 安 全 機 能 に 着 目 し た 。 そ の 結 果 、 放 射 線 及 び 放 射

性 物 質 を 外 部 に 放 出 す る 事 故 と し て 、 各 施 設 に お け る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 を

評 価 対 象 事 故 と し て 設 定 し た 。 な お 、 主 な 廃 棄 物 管 理 施 設 の 建 家 に は 閉 じ

込 め 機 能 を 求 め て い な い た め 、 そ の 場 合 は 、 設 備 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 で 放

射 性 物 質 の 放 出 を 評 価 し た 。  

 

設 定 し た 評 価 対 象 事 故 は 次 の 表 1 の と お り で あ る 。  

  

 

ま と め た 各 分 類 に お い て 、 分 類 毎 に 内 包 す る 放 射 性 物 質 量 が 最 大 の 施 設

の 事 故 及 び 飛 散 性 が 高 い と 想 定 さ れ る 火 災 を 被 ば く 評 価 の た め の 放 射 性 物

質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 の 対 象 と す る 。  

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 を 行 っ た 事 故 に つ い て 、 「 廃 棄 物 の

落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 、

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 が 最 大 の 事 故 を 評 価 対 象 事 故 と し て 選 定 す

る 。  

選 定 し た 評 価 対 象 事 故 の う ち 、 公 衆 が 被 ば く す る 線 量 が 最 大 と な る 事 故

を 設 計 最 大 評 価 事 故 と す る 。  

 

 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 19 施 設 （ 使 用 を 停 止 す る 施 設 及 び 設 備 を 安 全 側

に 含 む 。 ） を 対 象 と し て 、 廃 棄 物 を 、 液 体 廃 棄 物 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 及 び

α 固 体 廃 棄 物 に 分 類 し 、 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の 各 工 程 に お い て 想 定 さ れ る

事 故 に つ い て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は

作 業 者 の 誤 操 作 」 の 観 点 で 、 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系

の 停 止 」 を 抽 出 し た 。 こ れ ら の 想 定 事 故 の 抽 出 で は 、 事 故 に よ り 喪 失 す る

安 全 機 能 に 着 目 し た 。 そ の 結 果 、 放 射 線 及 び 放 射 性 物 質 を 外 部 に 放 出 す る

事 故 と し て 、 各 施 設 に お け る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 を 評 価 対 象 事 故 と し て 設 定

し た 。 な お 、 主 な 廃 棄 物 管 理 施 設 の 建 家 に は 閉 じ 込 め 機 能 を 求 め て い な い

た め 、 そ の 場 合 は 、 設 備 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 で 放 射 性 物 質 の 放 出 を 評 価 し

た 。  

設 定 し た 評 価 対 象 事 故 は 次 の 表 1 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十二条-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

2-2) 固 体 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 施 設 に お け る ス ク リ ー ニ ン グ の 考 え 方  

固 体 廃 棄 物 は 、 β ・ γ 核 種 を 主 な 組 成 と す る β ・ γ 固 体 廃 棄 物 と 、

β ・ γ 核 種 の ほ か α 核 種 を 含 有 す る α 固 体 廃 棄 物 と に 分 類 さ れ 、 事 故

に よ る 被 ば く の 寄 与 に つ い て は 総 じ て α 核 種 の ほ う が 大 き い こ と か

ら 、 ス ク リ ー ニ ン グ は 工 程 に よ る 分 類 の ほ か 廃 棄 物 の 種 類 に よ っ て も

分 類 す る こ と が 適 切 と 考 え ら れ る 。  

固 体 廃 棄 物 の 事 故 に よ る 放 射 性 物 質 の 拡 散 の 過 程 は 、 火 災 と そ れ 以

外 の 事 故 と で は 、 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 の 程 度 が 異 な る た め 、 火 災 と そ れ

以 外 の 事 故 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 を 明 確 に 分 け て 評 価 す る 必 要 が あ り 、

火 災 は 総 じ て 拡 散 が 大 き い こ と か ら 火 災 事 故 が 考 え ら れ る 施 設 は す べ

て 対 象 と す る 。  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 と 処 理 ま で の 保 管 に お い て は 、 処 理 で は 放 射 性 物

質 を 完 全 な 非 密 封 で 取 扱 う こ と と な る が 、 処 理 ま で の 保 管 の 場 合 は 、

静 置 し て い る こ と が 基 本 の た め 、 通 常 の 状 態 で は 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 は

発 生 せ ず 、 移 動 時 の 落 下 に よ る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 が 想 定 さ れ る 程 度 で

あ る 。  

以 上 か ら 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 と α 固 体 廃 棄 物 、 火 災 と そ れ 以 外 の 事

故 に よ る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 、 処 理 と 保 管 の 3 種 類 に そ れ ぞ れ 分 類 し て

ス ク リ ー ニ ン グ し 、 イ ン ベ ン ト リ の 大 き い 施 設 に つ い て 放 出 評 価 す

る 。 表 2-2 に 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 れ に 係 る 施 設 の 取 り 扱 う イ ン

ベ ン ト リ の 比 を 整 理 し た 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 の 取 扱 い 施 設 に お け る ス

ク リ ー ニ ン グ の 分 類 を 同 様 に 表 2-2 に 示 す 。  

 

2-3) 固 体 廃 棄 物 を 保 管 す る 施 設 に お け る ス ク リ ー ニ ン グ の 考 え 方  

保 管 施 設 に 保 管 す る 固 体 廃 棄 物 は 、 ド ラ ム 缶 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、

角 型 容 器 又 は 保 管 体 に 密 封 の 状 態 で 定 置 さ れ る こ と か ら 、 2-2)項 に 示 す 固

体 廃 棄 物 の 処 理 ま で の 保 管 と 同 様 で あ り 、 イ ン ベ ン ト リ の 大 き い 施 設 に つ

い て 放 出 評 価 す る 。 表 2-3 に 固 体 廃 棄 物 を 保 管 す る 施  

2-2) 固 体 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 施 設 に お け る ス ク リ ー ニ ン グ の 考 え 方  

固 体 廃 棄 物 は 、 β ・ γ 核 種 を 主 な 組 成 と す る β ・ γ 固 体 廃 棄 物 と 、

β ・ γ 核 種 の ほ か α 核 種 を 含 有 す る α 固 体 廃 棄 物 と に 分 類 さ れ 、 事 故 に

よ る 被 ば く の 寄 与 に つ い て は 総 じ て α 核 種 の ほ う が 大 き い こ と か ら 、 ス

ク リ ー ニ ン グ は 工 程 に よ る 分 類 の ほ か 廃 棄 物 の 種 類 に よ っ て も 分 類 す る

こ と が 適 切 と 考 え ら れ る 。  

固 体 廃 棄 物 の 事 故 に よ る 放 射 性 物 質 の 拡 散 の 過 程 は 、 火 災 と そ れ 以 外

の 事 故 と で は 、 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 の 程 度 が 異 な る た め 、 火 災 と そ れ 以 外

の 事 故 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 を 明 確 に 分 け て 評 価 す る 必 要 が あ り 、 火 災 は

総 じ て 拡 散 が 大 き い こ と か ら 火 災 事 故 が 考 え ら れ る 施 設 は す べ て 対 象 と

す る 。  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 と 処 理 ま で の 保 管 に お い て は 、 処 理 で は 放 射 性 物 質

を 完 全 な 非 密 封 で 取 扱 う こ と と な る が 、 処 理 ま で の 保 管 の 場 合 は 、 静 置

し て い る こ と が 基 本 の た め 、 通 常 の 状 態 で は 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 は 発 生 せ

ず 、 移 動 時 の 落 下 に よ る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 が 想 定 さ れ る 程 度 で あ る 。  

 

以 上 か ら 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 と α 固 体 廃 棄 物 、 火 災 と そ れ 以 外 の 事 故

に よ る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 、 処 理 と 保 管 の 3 種 類 に そ れ ぞ れ 分 類 し て ス ク

リ ー ニ ン グ し 、 イ ン ベ ン ト リ の 大 き い 施 設 に つ い て 放 出 評 価 す る 。 表

2-2 に 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 れ に 係 る 施 設 の 取 り 扱 う イ ン ベ ン ト リ

の 比 を 整 理 し た 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 の 取 扱 い 施 設 に お け る ス ク リ ー ニ ン

グ の 分 類 を 同 様 に 表 2-2 に 示 す 。  

 

2-3) 固 体 廃 棄 物 を 保 管 す る 施 設 に お け る ス ク リ ー ニ ン グ の 考 え 方  

保 管 施 設 に 保 管 す る 固 体 廃 棄 物 は 、 ド ラ ム 缶 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、

角 型 鋼 製 容 器 又 は 保 管 体 に 密 封 の 状 態 で 定 置 さ れ る こ と か ら 、 2-2)項 に 示

す 固 体 廃 棄 物 の 処 理 ま で の 保 管 と 同 様 で あ り 、 イ ン ベ ン ト リ の 大 き い 施 設

に つ い て 放 出 評 価 す る 。 表 2-3 に 固 体 廃 棄 物 を 保 管 す る 施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十二条-１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

表 2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 （ ◎ ： 火 災 、 ○ ： 火 災 以 外 ）  

①  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 処 理 を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 焼 却 装 置  23 ◎  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 封 入 設 備  44800 ○  

 

②  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 受 入 （ 処 理 ま で の 保 管 を 含 む ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 一 時

格 納 庫 Ⅰ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  25000 ○  

 

③  α 固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ 焼 却 又 は 分 類 ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

α 固 体 処 理

棟  

α ホ ー ル 設 備  1  

α 焼 却 装 置  2 ◎  

α 封 入 設 備  78200 ○  
 

表 2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 （ ◎ ： 火 災 、 ○ ： 火 災 以 外 ）  

①  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 処 理 を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 焼 却 装 置  

（ 有 機 溶 媒 貯 槽 を 含 む 。 ）  

23 ◎  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 封 入 設 備  44800 ○  

 

②  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 受 入 （ 処 理 ま で の 保 管 を 含 む ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 一 時

格 納 庫 Ⅰ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  25000 ○  

 

③  α 固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ 焼 却 又 は 分 類 ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

α 固 体 処 理

棟  

α ホ ー ル 設 備  1  

α 焼 却 装 置  2 ◎  

α 封 入 設 備  78200 ○  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 溶 媒 貯 槽 の 記 載

の追加  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十二条-１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入  

①  固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ β ・ γ 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  β ・ γ 焼 却 装 置  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-① -1）  

【 火 災 以 外 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  β ・ γ 封 入 設 備  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-① -2）  

②  固 体 廃 棄 物 の 一 時 保 管 （ β ・ γ 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 以 外 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  β ・ γ 貯 蔵 セ ル  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-② -1）  

③  固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ α 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 】 α 固 体 処 理 棟  α 焼 却 装 置  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -1）  

    固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  焼 却 溶 融 セ ル  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -2）  

【 火 災 以 外 】 α 固 体 処 理 棟  α 封 入 設 備  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -3）  

④  固 体 廃 棄 物 の 一 時 保 管 （ α 固 体 廃 棄 物 ）  

【 閉 じ 込 め 】 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  廃 棄 物 搬 出 入 ピ ッ ト  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-④ -1）  

 

2-3 固 体 廃 棄 物 の 保 管  

①  廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ （ ド ラ ム 缶 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 角 型 容 器 又

は 保 管 体 ） の 保 管  

【 火 災 以 外 】 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -1）  

      固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -2）  

      α 固 体 貯 蔵 施 設   ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -3）  

 

 

2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入  

①  固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ β ・ γ 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  β ・ γ 焼 却 装 置  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-① -1）  

【 火 災 以 外 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  β ・ γ 封 入 設 備  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-① -2）  

②  固 体 廃 棄 物 の 一 時 保 管 （ β ・ γ 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 以 外 】 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  β ・ γ 貯 蔵 セ ル  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-② -1）  

③  固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ α 固 体 廃 棄 物 ）  

【 火 災 】 α 固 体 処 理 棟  α 焼 却 装 置  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -1）  

    固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  焼 却 溶 融 セ ル  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -2）  

【 火 災 以 外 】 α 固 体 処 理 棟  α 封 入 設 備  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-③ -3）  

④  固 体 廃 棄 物 の 一 時 保 管 （ α 固 体 廃 棄 物 ）  

【 閉 じ 込 め 】 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  廃 棄 物 搬 出 入 ピ ッ ト  

・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-2-④ -1）  

 

2-3 固 体 廃 棄 物 の 保 管  

①  廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ （ ド ラ ム 缶 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 角 型 鋼 製 容

器 又 は 保 管 体 ） の 保 管  

【 火 災 以 外 】 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -1）  

      固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -2）

α 固 体 貯 蔵 施 設   ・ ・ ・ （ 想 定 事 故 評 価 2-3-① -3）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第十三条（処理施設）  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ

り、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行

令（昭和三十二年政令第三百二十四号）第三十二条第二号に規定

する処理を行うための施設を設けなければならない。  

一  受け入れる放射性廃棄物を処理するために必要な能力を有す

るものとすること。  

二  処理に伴い生じた放射性廃棄物を排出する場合は、周辺監視

区域の外の空気中及び周辺監視区域の境界における水中の放射

性物質の濃度を十分に低減できるよう、廃棄施設に接続する排

気口の設置その他の必要な措置を講ずるものとすること。  

 

適合のための設計方針  

第１項第１号について  

廃棄物管理施設には、受け入れる放射性廃棄物を処理するために必

要な能力を有する設計とする。  

廃棄物管理施設には、受け入れる液体廃棄物を、その性状、含まれる

放射性物質の種類及び量に応じて処理するため、廃液処理棟に化学処

理装置、廃液蒸発装置Ⅰ、廃液蒸発装置Ⅱ及びセメント固化装置を収

納し、廃液貯留施設Ⅰに処理済廃液貯槽を、排水監視施設に排水監視

設備を収容し、処理するために必要な能力を有するようにするため、

年間で事業  

 

 

第十三条（処理施設）  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ

り、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行

令（昭和三十二年政令第三百二十四号）第三十二条第二号に規定

する処理を行うための施設を設けなければならない。  

一  受け入れる放射性廃棄物を処理するために必要な能力を有す

るものとすること。  

二  処理に伴い生じた放射性廃棄物を排出する場合は、周辺監視

区域の外の空気中及び周辺監視区域の境界における水中の放射

性物質の濃度を十分に低減できるよう、廃棄施設に接続する排

気口の設置その他の必要な措置を講ずるものとすること。  

 

適合のための設計方針  

第１項第１号について  

廃棄物管理施設には、受け入れる放射性廃棄物を処理するために必

要な能力を有する設計とする。  

廃棄物管理施設には、受け入れる液体廃棄物を、その性状、含まれる

放射性物質の種類及び量に応じて処理するため、廃液処理棟に廃液蒸

発装置Ⅰ、廃液蒸発装置Ⅱ及びセメント固化装置を収納し、廃液貯留

施設Ⅰに処理済廃液貯槽を、排水監視施設に排水監視設備を収容し、

処理するために必要な能力を有するようにするため、年間で事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

所から発生する固体廃棄物及び近隣の事業者から処理を委託される

固体廃棄物の総量を処理できる設計とする。  

 

第１項第２号について  

廃棄物管理施設には、処理に伴い生じた液体状及び気体状の放射性

廃棄物を排出するにあたっては、周辺監視区域の外の空気中及び周辺

監視区域の境界における水中の放射性物質の濃度を十分に低減し、周

辺監視区域外の平常時における廃棄物管理施設からの環境への放射性

物質の放出に伴う公衆の受ける線量が、直接線及びスカイシャイン線

により公衆の受ける線量と合わせて「発電用軽水型原子炉施設周辺の

線量目標値に関する指針」（昭和 50 年 5 月 13 日  原子力安全委員会

決定）において定める線量目標値（ 50μ Sv／年以下）が達成できるよ

う、処理施設で発生する気体廃棄物は、廃棄施設を経由して排気口か

ら放出する。同様に、液体廃棄物は、廃棄物管理施設から発生した放

射性廃棄物とともに蒸発処理又は化学処理を行い、処理済廃液は希釈

し、放射性物質の濃度が「線量告示」に定められている周辺監視区域

外の水中の濃度限度を十分下回っていることを確認した後、排水口か

ら放出する設計とする。  

 

 

添 付 書 類 五 の 下 記 項 目 参 照  

処 理 施 設  （ 4.2 項 ）  

 

 

所から発生する固体廃棄物及び近隣の事業者から処理を委託される

固体廃棄物の総量を処理できる設計とする。  

 

第１項第２号について  

廃棄物管理施設には、処理に伴い生じた液体状及び気体状の放射性

廃棄物を排出するにあたっては、周辺監視区域の外の空気中及び周辺

監視区域の境界における水中の放射性物質の濃度を十分に低減し、周

辺監視区域外の平常時における廃棄物管理施設からの環境への放射性

物質の放出に伴う公衆の受ける線量が、直接線及びスカイシャイン線

により公衆の受ける線量と合わせて「発電用軽水型原子炉施設周辺の

線量目標値に関する指針」（昭和 50 年 5 月 13 日  原子力安全委員会

決定）において定める線量目標値（ 50μ Sv／年以下）が達成できるよ

う、処理施設で発生する気体廃棄物は、廃棄施設を経由して排気口か

ら放出する。同様に、液体廃棄物は、廃棄物管理施設から発生した放

射性廃棄物とともに蒸発処理を行い、処理済廃液は希釈し、放射性物

質の濃度が「線量告示」に定められている周辺監視区域外の水中の濃

度限度を十分下回っていることを確認した後、排水口から放出する設

計とする。  

 

 

添 付 書 類 五 の 下 記 項 目 参 照  

処 理 施 設  （ 4.2 項 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

（ 本 文 ）  

 

ハ  廃 棄 物 管 理 設 備 本 体 の 構 造 及 び 設 備  

(1) 処 理 施 設  

a) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

(ⅰ ) 構 造  

本 施 設 は 、 区 分 し て 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 を 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る

放 射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 に 応 じ て 処 理 す る 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 、 廃 液

貯 留 施 設 Ⅰ 及 び 排 水 監 視 施 設 の 建 家 並 び に 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装

置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水

監 視 設 備 で 構 成 す る 。  

ⅰ ） 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、

地 上 1階 （ 一 部 2階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 2図 に 示 す 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 を 収 容 す る 。  

2) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ は 建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ と 附 属 建 家 で あ る

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 で 構 成 さ れ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m 2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図 に 示

す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 を 収 容 す

る 。  

3) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、  

（ 本 文 ）  

 

ハ  廃 棄 物 管 理 設 備 本 体 の 構 造 及 び 設 備  

(1) 処 理 施 設  

a) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

(ⅰ ) 構 造  

本 施 設 は 、 区 分 し て 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 を 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る

放 射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 に 応 じ て 処 理 す る 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 、 廃 液

貯 留 施 設 Ⅰ 及 び 排 水 監 視 施 設 の 建 家 並 び に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発

装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 で 構 成

す る 。  

ⅰ ） 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、

地 上 1階 （ 一 部 2階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 2図 に 示 す 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ

ン ト 固 化 装 置 を 収 容 す る 。  

2) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ は 建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ と 附 属 建 家 で あ る

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 で 構 成 さ れ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m 2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図 に 示

す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 を 収 容 す

る 。  

3) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

地 下 1階 、 建 築 面 積 約 190m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス

と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 3図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄

物 の 処 理 施 設 の 排 水 監 視 設 備 を 収 容 す る 。  

ⅱ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備  

(a) 化 学 処 理 装 置  

化 学 処 理 装 置 は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 安 定

し た 、 主 と し て Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次 冷 却 水 を 処 理

す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 凝 集 沈 澱 槽 、 排

泥 槽 、 ス ラ ッ ジ 貯 槽 、 砂 ろ 過 塔 及 び 分 析 フ ー ド で 構 成 す る 。  

(b) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多

様 な 、 主 と し て 実 験 系 廃 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に

設 置 し 、 主 と し て 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン プ 、 蒸 気 圧

縮 機 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(c) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る

濃 縮 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 蒸

発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(d) セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 主 と し て 化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ 及

び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 を 固 型 化 す る た め の 装 置 で 、 廃

液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 凍 結 再 融 解 槽 、 ス ラ ッ ジ 槽 、 濃 縮 液 槽 及

び 混 練 機 で 構 成 す る 。  

(e) 処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 貯 槽 で 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(f) 排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 設 備 で 、 排 水 監 視 施 設 に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(ⅱ ) 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類 を 第 1表 に 示 す 。  

地 下 1階 、 建 築 面 積 約 190m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス

と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 3図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄

物 の 処 理 施 設 の 排 水 監 視 設 備 を 収 容 す る 。  

ⅱ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備  

 

（ 削 る ）  

 

 

 

(a) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液

処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン

プ 、 蒸 気 圧 縮 機 、 濃 縮 液 受 槽 及 び 分 析 フ ー ド で 構 成 す る 。  

 

(b) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る

濃 縮 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 蒸

発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(c) セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 を 固 型 化 す

る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 濃 縮 液 槽 及 び 混 練 機

で 構 成 す る 。  

 

(d) 処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 貯 槽 で 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(e) 排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 設 備 で 、 排 水 監 視 施 設 に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(ⅱ ) 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類 を 第 1表 に 示 す 。  

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除 及 び 変

更  

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 見 直 し  

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 1表  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

並 び に 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 最 大 処 理 能 力  

収容建家 
年 間  

処理量 
主要な設備及び機器の種類 

耐 震  

クラス 

処 理 す る 放 射 性  

廃 棄 物 の 種 類  
最大処理能力 

廃液処理

棟 

 

9 , 4 0 0 m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 （ 二 段 凝 集 沈 澱 方

式 ）  

凝 集 沈 澱 槽  2 基  

排 泥 槽  2 基  

ス ラ ッ ジ 貯 槽  1 基  

砂 ろ 過 塔  2 基  

分 析 フ ー ド  4 基  

 

廃液蒸発装置Ⅰ（強制循環型蒸気圧縮方

式） 

蒸 気 室  1 基  

カ ラ ン ド リ ア  1 基  

強 制 循 環 ポ ン プ  1 基  

蒸 気 圧 縮 機  1 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 単 効 型 自 然 循 環 方

式）  

蒸 発 缶  1 基  

充 填 塔  1 基  

凝 縮 器  2 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

セメント固化装置（混練方式） 

凍 結 再 融 解 槽  2 基  

ス ラ ッ ジ 槽  1 基  

濃 縮 液 槽  1 基  

混 練 機  1 式  

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ  

充 填 塔  

凝 縮 器  

Ｃ  

 

 

 

Ｃ  

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ｂ  

及 び 濃 縮 液  

 

 

 

 

 

スラッジ及び 

濃 縮 液  

 

 

10m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

3m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m3／ h 

 

 

 

 

 

 

1m3／ 5日  

(スラッジ) 

200ﾘｯﾄﾙ／日  

（濃縮液） 

 

廃液貯留

施設Ⅰ 

9 , 4 0 0 m3 

 

処理済廃液貯槽 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 200m3 

 

排水監視

施設 

排水監視設備 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 500m3  

 
 

第 1表  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

並 び に 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 最 大 処 理 能 力  

収容建家 
年 間  

処理量 
主要な設備及び機器の種類 

耐 震  

クラス 

処 理 す る 放 射 性  

廃 棄 物 の 種 類  
最大処理能力 

廃液処理

棟 

 

5 , 4 0 0 m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃液蒸発装置Ⅰ（強制循環型蒸気圧縮方

式） 

蒸 気 室  1 基  

カ ラ ン ド リ ア  1 基  

強 制 循 環 ポ ン プ  1 基  

蒸 気 圧 縮 機  1 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

分 析 フ ー ド  4 基 ＊  

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 単 効 型 自 然 循 環 方

式）  

蒸 発 缶  1 基  

充 填 塔  1 基  

凝 縮 器  2 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

セメント固化装置（混練方式） 

濃 縮 液 槽  1 基  

混 練 機  1 式  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ  

充 填 塔  

凝 縮 器  

Ｃ  

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ｂ  

及 び 濃 縮 液  

 

 

 

 

 

濃 縮 液  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m3／ h 

 

 

 

 

 

 

200ﾘｯﾄﾙ／日  

（濃縮液） 

廃液貯留

施設Ⅰ 

5 , 4 0 0 m3 

 

処理済廃液貯槽 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 200m3 

 

排水監視

施設 

排水監視設備 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 500m3  

 

＊ ： う ち 3 基 は 管 理 機 械 棟 に 設 置  
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更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  
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記 載 の 見 直 し  



〔添付書類五〕 

（第十三条－１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第 １ ３ 条 （ 処 理 施 設 ）  

１  第 １ ３ 条 に 規 定 す る 「 処 理 を 行 う た め の 施 設 」 は 、 他 事 業 者 か ら 受 け 入

れ た 放 射 性 廃 棄 物 を 処 理 す る 施 設 を い う 。 な お 、 処 理 に 当 た っ て は 廃 棄

施 設 と の 共 用 を 妨 げ る も の で は な い 。  

２  第 ２ 号 に 規 定 す る 「 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺 監 視 区 域 の 境 界

に お け る 水 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 で き る 」 と は 、 ALARA の

考 え 方 の 下 、 当 該 施 設 と し て 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺 の 線 量 目 標

値 に 関 す る 指 針 」 （ 昭 和 ５ ０ 年 ５ 月 １ ３ 日 原 子 力 委 員 会 決 定 ） に お い て

定 め る 線 量 目 標 値 （ ５ ０ マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト ／ 年 以 下 ） が 達 成 で き る よ

う 、 気 体 廃 棄 物 処 理 施 設 に あ っ て は 、 ろ 過 、 貯 留 、 減 衰 等 に よ り 、 液 体

廃 棄 物 処 理 施 設 に あ っ て は 、 ろ 過 、 蒸 発 処 理 、 イ オ ン 交 換 、 貯 留 、 減 衰

等 に よ り 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 す る こ と を い う 。  

 

（ 添 付 書 類 五 ）  

 

解 釈 第 １ 項 に つ い て  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 処 理 施 設 は 、 受 け 入 れ た 放 射 性 廃 棄 物 を 、 廃 棄 物 管 理 施 設

に お い て 発 生 す る 液 体 又 は 固 体 状 の 放 射 性 廃 棄 物 と と も に 容 器 に 封 入 又 は 容 器

に 固 型 化 す る た め に 必 要 な 能 力 を 有 す る 設 計 と す る 。  

 

（ 液 体 廃 棄 物 処 理 の 概 要 と 処 理 能 力 ）  

液 体 廃 棄 物 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 に よ り 区 分 し 、 配 管 又 は タ ン ク ロ ー リ

に よ り 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。 受 け 入 れ た 液 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お

い て 化 学 処 理 又 は 蒸 発 処 理 を 行 い 、 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 と 処 理 済 廃 液 と に

分 離 す る 。 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 は 、 セ メ ン ト に よ り 容 器 に 固 型 化 し て ド ラ

ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 管 理 施 設 に お い て

管 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 放

射 性 物 質 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た

後 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 環 境 へ の 放  

 

第 １ ３ 条 （ 処 理 施 設 ）  

１  第 １ ３ 条 に 規 定 す る 「 処 理 を 行 う た め の 施 設 」 は 、 他 事 業 者 か ら 受 け 入

れ た 放 射 性 廃 棄 物 を 処 理 す る 施 設 を い う 。 な お 、 処 理 に 当 た っ て は 廃 棄

施 設 と の 共 用 を 妨 げ る も の で は な い 。  

２  第 ２ 号 に 規 定 す る 「 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺 監 視 区 域 の 境 界

に お け る 水 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 で き る 」 と は 、 ALARA の

考 え 方 の 下 、 当 該 施 設 と し て 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺 の 線 量 目 標

値 に 関 す る 指 針 」 （ 昭 和 ５ ０ 年 ５ 月 １ ３ 日 原 子 力 委 員 会 決 定 ） に お い て

定 め る 線 量 目 標 値 （ ５ ０ マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト ／ 年 以 下 ） が 達 成 で き る よ

う 、 気 体 廃 棄 物 処 理 施 設 に あ っ て は 、 ろ 過 、 貯 留 、 減 衰 等 に よ り 、 液 体

廃 棄 物 処 理 施 設 に あ っ て は 、 ろ 過 、 蒸 発 処 理 、 イ オ ン 交 換 、 貯 留 、 減 衰

等 に よ り 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 す る こ と を い う 。  

 

（ 添 付 書 類 五 ）  

 

解 釈 第 １ 項 に つ い て  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 処 理 施 設 は 、 受 け 入 れ た 放 射 性 廃 棄 物 を 、 廃 棄 物 管 理 施 設

に お い て 発 生 す る 液 体 又 は 固 体 状 の 放 射 性 廃 棄 物 と と も に 容 器 に 封 入 又 は 容 器

に 固 型 化 す る た め に 必 要 な 能 力 を 有 す る 設 計 と す る 。  

 

（ 液 体 廃 棄 物 処 理 の 概 要 と 処 理 能 力 ）  

液 体 廃 棄 物 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 に よ り 区 分 し 、 配 管 又 は タ ン ク ロ ー リ

に よ り 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。 受 け 入 れ た 液 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お

い て 蒸 発 処 理 を 行 い 、 濃 縮 液 と 処 理 済 廃 液 と に 分 離 す る 。 濃 縮 液 は 、 セ メ

ン ト に よ り 容 器 に 固 型 化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 廃 棄 物

パ ッ ケ ー ジ は 、 管 理 施 設 に お い て 管 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯

槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 放 射 性 物 質 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 の 濃 度 限 度

を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄

物 管 理 施 設 か ら の 環 境 へ の 放  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－１６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 が 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に

よ り 公 衆 の 受 け る 線 量 と 合 わ せ て 50μ Sv／ 年 以 下 が 達 成 で き る よ う 、 一 般 排 水

溝 へ 放 出 す る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に お い て は 、 あ ら か じ め 希 釈

水 を 貯 留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す る 。  

（ 1） 液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量  

液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ  ： 8,000m 3／  年  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ  ： 1,400m 3／  年  

な お 、 液 体 廃 棄 物 Ｃ は ご く 少 量 で あ る 。 ま た 、 放 出 前 廃 液 の 量 は 、 液 体 廃

棄 物 Ａ に 含 む も の と す る 。  

（ 2） 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 「 線

量 告 示 」 の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す

る た め の も の で あ る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に お い て は 、 必 要 に

応 じ て 、 あ ら か じ め 一 般 排 水 を 希 釈 水 と し て 貯 留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す

る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 の 廃 液 の 貯 留 量 は 、 合 わ せ て 700m 3で あ

る 。  

処 理 施 設 か ら 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 年 間 約 10,000m 3で あ る 。 こ れ を 濃 度

限 度 以 下 と す る た め に 必 要 な 一 般 排 水 の 量 は 、 年 間 約 65,000m 3で あ る 。 処 理

済 廃 液 約 10,000m 3及 び 希 釈 水 約 65,000m 3を 一 般 排 水 溝 に 放 出 す る た め に 必 要

な 年 間 稼 働 日 数 は 約 220日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余

裕 を 有 す る 。  

し た が っ て 、 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

（ 3） 液 体 廃 棄 物 処 理 と 設 備 の 能 力  

1） 液 体 廃 棄 物 Ａ  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 Ａ の 最 大 受 入 れ 量 は 、 年 間 8,000m 3

で あ る 。 こ の う ち の 約 4,000m 3は 、 Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次

冷 却 水 で 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 一 定 し た 24Na を 初 期 の 支 配 核 種 と し 、 3H、

6 0Co等 を 含 む も の で あ る 。 そ の 他 の 約 4,000m 3は 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様

な 60Co、 9 0Sr、 1 3 7 Cs 等 を 含 む も の で あ る 。  

 

射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 が 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ

り 公 衆 の 受 け る 線 量 と 合 わ せ て 50μ Sv／ 年 以 下 が 達 成 で き る よ う 、 一 般 排 水 溝 へ

放 出 す る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に お い て は 、 あ ら か じ め 希 釈 水 を 貯

留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す る 。  

（ 1） 液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量  

液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ  ： 4,000m 3／  年  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ  ： 1,400m 3／  年  

な お 、 放 出 前 廃 液 の 量 は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ に 含 む も の と す る 。  

 

（ 2） 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 「 線

量 告 示 」 の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す

る た め の も の で あ る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に お い て は 、 必 要 に

応 じ て 、 あ ら か じ め 一 般 排 水 を 希 釈 水 と し て 貯 留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す

る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 の 廃 液 の 貯 留 量 は 、 合 わ せ て 700m 3で あ

る 。  

処 理 施 設 か ら 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 年 間 約 6,000m 3で あ る 。 こ れ を 濃 度

限 度 以 下 と す る た め に 必 要 な 一 般 排 水 の 量 は 、 年 間 約 39,000m 3で あ る 。 処 理

済 廃 液 約 6,000m 3及 び 希 釈 水 約 39,000m 3を 一 般 排 水 溝 に 放 出 す る た め に 必 要

な 年 間 稼 働 日 数 は 約 130日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余

裕 を 有 す る 。  

し た が っ て 、 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

（ 3） 液 体 廃 棄 物 処 理 と 設 備 の 能 力  

1） 液 体 廃 棄 物 Ａ  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 Ａ の 最 大 受 入 れ 量 は 、 年 間 4,000m 3

で あ り 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な 60Co、 9 0Sr、 1 3 7 Cs 等 を 含 む も の で あ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

液 体 廃 棄 物 Ｃ の 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－１７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次 冷 却 水 の 液 体 廃 棄 物 は 、 廃 液 貯 槽

Ⅰ （ 200m 3×5基 、 400m 3×1基 ） に 一 時 貯 留 す る 。 半 減 期 が 15時 間 の 24Naに

つ い て は 、 1週 間 以 上 貯 留 す る こ と に よ り そ の 濃 度 を 1／ 1,000 以 下 に 減 衰

す る こ と が で き る 。 24Naを 減 衰 さ せ た 後 の 液 体 廃 棄 物 は 、 化 学 処 理 装 置 で

処 理 す る 。 化 学 処 理 装 置 の 処 理 能 力 は 、 10m 3／ hで 、 除 染 係 数 は 、 3.7Bq／

cm 3  か ら 3.7×10 - 1 Bq／ cm 3程 度 の 濃 度 の 液 体 廃 棄 物 に 対 し て 10～ 100程 度 が

得 ら れ る 。 一 次 冷 却 水 の 液 体 廃 棄 物 の 量 約 4,000m 3の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼

働 日 数 は 約 60日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す

る 。 し た が っ て 、 化 学 処 理 装 置 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

一 方 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な 液 体 廃 棄 物 は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 一 時 貯 留

し た 後 、 主 と し て 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ に よ り 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 処

理 能 力 3m3／ h、 除 染 係 数 10 3  以 上 が 得 ら れ る 。 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な

液 体 廃 棄 物 の 量 約 4,000m 3の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 190日 で あ り 、

年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅰ の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ （ 年 間 約 20m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装

置 に よ り 固 型 化 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 200m 3） は 、 後 述 の 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ で さ ら に 処 理 す る 。  

2） 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

液 体 廃 棄 物 Ｂ の 受 入 れ 量 は 、 定 常 的 に は 年 間 約 230m 3で あ る が 、 そ の 他

予 期 し 得 な い 要 因 で 排 出 さ れ る も の を 考 慮 し て も 年 間 最 大 1,400m 3 で あ

る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ （ 70m 3×4基 ） に 液 体 廃 棄 物 の 物 理 的 化 学

的 性 質 に よ っ て 区 分 し て 一 時 貯 留 す る 。 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 貯 槽 で pH等 の 調

整 を 行 っ た 後 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 処 理 能 力

1m3／ h、 除 染 係 数 104 以 上 が 得 ら れ る 。  

な お 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 年 間 約 200m 3 も 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処

理 す る 。  

最 大 受 入 れ 量 1,400m 3に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 約 200m 3を 加 え て

も 、 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 230日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数

に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理 能 力 は

十 分 で あ る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装

置 に よ り 固 型 化 す る 。  

3） 液 体 廃 棄 物 Ｃ 、 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液  

液 体 廃 棄 物 Ｃ は 、 液 体 廃 棄 物 処 理 施 設 内 に お い て 、 セ メ ン ト 等 の 固 化 素

材 を 用 い て 容 器 に 固 型 化 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ （ 年 間 約 20m 3） 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ

か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 に よ り 固 型 化 し

て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 、 ス ラ ッ ジ に つ い て は 5日 で 約 1m 3の 処 理

が で き る 。 ま た 、 濃 縮 液 に つ い て は １ 日 あ た り 約 0.2m 3の 処 理 が で き る 。

ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 155日 で あ り 、 年 間

の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 一 時 貯 留 し た 後 、 主 と し て 廃 液 蒸 発 装

置 Ⅰ に よ り 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 処 理 能 力 3m 3／ h、 除 染 係 数 103  

以 上 が 得 ら れ る 。 液 体 廃 棄 物 Ａ の 4,000m 3の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は

約 190日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し

た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

 

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 200m 3） は 、 後 述 の 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ で さ ら に 処 理 す る 。  

2） 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

液 体 廃 棄 物 Ｂ の 受 入 れ 量 は 、 定 常 的 に は 年 間 約 230m 3で あ る が 、 そ の 他

予 期 し 得 な い 要 因 で 排 出 さ れ る も の を 考 慮 し て も 年 間 最 大 1,400m 3 で あ

る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ （ 70m 3×4基 ） に 液 体 廃 棄 物 の 物 理 的 化 学

的 性 質 に よ っ て 区 分 し て 一 時 貯 留 す る 。 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 貯 槽 で pH等 の 調

整 を 行 っ た 後 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 処 理 能 力

1m3／ h、 除 染 係 数 104 以 上 が 得 ら れ る 。  

な お 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 年 間 約 200m 3 も 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で

処 理 す る 。  

最 大 受 入 れ 量 1,400m 3に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 約 200m 3を 加 え て

も 、 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 230日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数

に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理 能 力 は

十 分 で あ る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装

置 に よ り 固 型 化 す る 。  

3） 濃 縮 液  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装

置 に よ り 固 型 化 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 、 １ 日 あ た り 約 0.2m 3の 処 理 が で き る 。

濃 縮 液 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 55日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日

数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。  

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

し た が っ て 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

廃 棄 物 管 理 施 設 の 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 （ 本 文  ハ (1)a)）  

(ⅰ ) 構 造  

本 施 設 は 、 区 分 し て 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 を 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る 放

射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 に 応 じ て 処 理 す る 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 、 廃 液 貯 留

施 設 Ⅰ 及 び 排 水 監 視 施 設 の 建 家 並 び に 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備

で 構 成 す る 。  

ⅰ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、

地 上 1階 （ 一 部 2階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 2図 に 示 す 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 を 収 容 す る 。  

2) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ は 建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ と 附 属 建 家 で あ る

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 で 構 成 さ れ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m 2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図 に 示

す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 を 収 容 す

る 。  

3) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地 下 1

階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 3 図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃  

し た が っ て 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

廃 棄 物 管 理 施 設 の 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 （ 本 文  ハ (1)a)）  

(ⅰ ) 構 造  

本 施 設 は 、 区 分 し て 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 を 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る 放

射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 に 応 じ て 処 理 す る 施 設 で 、 廃 液 処 理 棟 、 廃 液 貯 留

施 設 Ⅰ 及 び 排 水 監 視 施 設 の 建 家 並 び に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置

Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 で 構 成 す る 。  

 

ⅰ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、

地 上 1階 （ 一 部 2階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 2図 に 示 す 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ

ン ト 固 化 装 置 を 収 容 す る 。  

2) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ は 建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ と 附 属 建 家 で あ る

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 で 構 成 さ れ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m 2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図 に 示

す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 を 収 容 す

る 。  

3) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地 下 1

階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 3 図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃  

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－１９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

棄 物 の 処 理 施 設 の 排 水 監 視 設 備 を 収 容 す る 。  

ⅱ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備  

(a) 化 学 処 理 装 置  

化 学 処 理 装 置 は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 一 定

し た 、 主 と し て Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次 冷 却 水 を 処 理

す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 凝 集 沈 澱 槽 、 排

泥 槽 、 ス ラ ッ ジ 貯 槽 、 砂 ろ 過 塔 及 び 分 析 フ ー ド で 構 成 す る 。  

(b) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多

様 な 、 主 と し て 実 験 系 廃 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に

設 置 し 、 主 と し て 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン プ 、 蒸 気 圧

縮 機 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(c) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る

濃 縮 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 蒸

発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(d) セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 主 と し て 化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ

ジ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 を 固 型 化 す る た め の 装 置

で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 凍 結 再 融 解 槽 、 ス ラ ッ ジ 槽 、 濃

縮 液 槽 及 び 混 練 機 で 構 成 す る 。  

(e) 処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 貯 槽 で 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(f) 排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 設 備 で 、 排 水 監 視 施 設 に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(ⅱ ) 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類 を 第 1表 に 示 す 。  

(ⅲ ) 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び そ の 種 類 ご と の 最 大 処 理 能 力  

 

棄 物 の 処 理 施 設 の 排 水 監 視 設 備 を 収 容 す る 。  

ⅱ ) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備  

 

（ 削 る ）  

 

 

 

(a) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多

様 な 、 主 と し て 実 験 系 廃 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に

設 置 し 、 主 と し て 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン プ 、 蒸 気 圧

縮 機 、 濃 縮 液 受 槽 及 び 分 析 フ ー ド で 構 成 す る 。  

(b) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る

濃 縮 液 を 処 理 す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 蒸

発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 及 び 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 す る 。  

(c) セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 を 固 型 化

す る た め の 装 置 で 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 し 、 主 と し て 濃 縮 液 槽 及 び 混 練

機 で 構 成 す る 。  

 

(d) 処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 貯 槽 で 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(e) 排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 主 と し て 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃

度 限 度 を 下 回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し

た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の 設 備 で 、 排 水 監 視 施 設 に 設 置

し 、 主 と し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 で 構 成 す る 。  

(ⅱ ) 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類 を 第 1表 に 示 す 。  

(ⅲ ) 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び そ の 種 類 ご と の 最 大 処 理 能 力  

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除 及 び 記

載 の 見 直 し  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 見 直 し  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－３３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 1表  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

並 び に 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 最 大 処 理 能 力  

収容建家 
年 間  

処理量 
主要な設備及び機器の種類 

耐 震  

クラス 

処 理 す る 放 射 性  

廃 棄 物 の 種 類  
最大処理能力 

廃液処理

棟 

 

9 , 4 0 0 m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 （ 二 段 凝 集 沈 澱 方

式 ）  

凝 集 沈 澱 槽  2 基  

排 泥 槽  2 基  

ス ラ ッ ジ 貯 槽  1 基  

砂 ろ 過 塔  2 基  

分 析 フ ー ド  4 基  

 

廃液蒸発装置Ⅰ（強制循環型蒸気圧縮方

式） 

蒸 気 室  1 基  

カ ラ ン ド リ ア  1 基  

強 制 循 環 ポ ン プ  1 基  

蒸 気 圧 縮 機  1 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 単 効 型 自 然 循 環 方

式）  

蒸 発 缶  1 基  

充 填 塔  1 基  

凝 縮 器  2 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

セメント固化装置（混練方式） 

凍 結 再 融 解 槽  2 基  

ス ラ ッ ジ 槽  1 基  

濃 縮 液 槽  1 基  

混 練 機  1 式  

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ  

充 填 塔  

凝 縮 器  

Ｃ  

 

 

 

Ｃ  

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ｂ  

及 び 濃 縮 液  

 

 

 

 

 

スラッジ及び 

濃 縮 液  

 

10m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

3m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m3／ h 

 

 

 

 

 

 

1m3／ 5日  

(スラッジ) 

200ﾘｯﾄﾙ／日  

（濃縮液） 

 

廃液貯留

施設Ⅰ 

9 , 4 0 0 m3 

 

処理済廃液貯槽 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 200m3 

 

排水監視

施設 

排水監視設備 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 500m3  

 

 

第 1表  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 な 設 備 及 び 機 器 の 種 類  

並 び に 処 理 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 種 類 及 び 最 大 処 理 能 力  

収容建家 
年 間  

処理量 
主要な設備及び機器の種類 

耐 震  

クラス 

処 理 す る 放 射 性  

廃 棄 物 の 種 類  
最大処理能力 

廃液処理

棟 

 

5 , 4 0 0 m3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃液蒸発装置Ⅰ（強制循環型蒸気圧縮方

式） 

蒸 気 室  1 基  

カ ラ ン ド リ ア  1 基  

強 制 循 環 ポ ン プ  1 基  

蒸 気 圧 縮 機  1 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

分 析 フ ー ド  4 基 ＊  

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 単 効 型 自 然 循 環 方

式）  

蒸 発 缶  1 基  

充 填 塔  1 基  

凝 縮 器  2 基  

濃 縮 液 受 槽  1 基  

 

セメント固化装置（混練方式） 

濃 縮 液 槽  1 基  

混 練 機  1 式  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ  

充 填 塔  

凝 縮 器  

Ｃ  

 

 

 

Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ  

及び放出前廃液 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ｂ  

及 び 濃 縮 液  

 

 

 

 

 

濃 縮 液  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3m3／ h 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m3／ h 

 

 

 

 

 

 

200ﾘｯﾄﾙ／日  

（濃縮液） 

 

廃液貯留

施設Ⅰ 

5 , 4 0 0 m3 

 

処理済廃液貯槽 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 200m3 

 

排水監視

施設 

排水監視設備 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽   1 基  

Ｃ  

 

処 理 済 廃 液  

 

貯留量 500m3  

 

＊ ： う ち 3 基 は 管 理 機 械 棟 に 設 置  

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除 及 び 記

載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

記 載 の 見 直 し  



〔添付書類五〕 

（第十三条－３３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

解 釈 第 ２ 項 に つ い て  

周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺 監 視 区 域 の 境 界 に お け る 水 中 の 放 射 性 物

質 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 し 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 か

ら の 環 境 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 が 、 直 接 線 及 び ス カ イ

シ ャ イ ン 線 に よ り 公 衆 の 受 け る 線 量 と 合 わ せ て 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺

の 線 量 目 標 値 に 関 す る 指 針 」 （ 昭 和 50年 5月 13日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 ） に お

い て 定 め る 線 量 目 標 値 （ 50μ Sv／ 年 以 下 ） が 達 成 で き る よ う 、 処 理 施 設 で 発 生

す る 気 体 廃 棄 物 は 、 廃 棄 施 設 を 経 由 し て 排 気 口 か ら 放 出 す る と と も に 、 液 体 廃

棄 物 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 発 生 し た 放 射 性 廃 棄 物 と と も に 蒸 発 処 理 又 は 化 学

処 理 を 行 い 、 処 理 済 廃 液 は 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら

れ て い る 周 辺 監 視 区 域 外 の 水 中 の 濃 度 限 度 を 十 分 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た

後 、 排 水 口 か ら 放 出 す る 設 計 と す る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 で の 固 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 気 体 廃 棄 物 に つ い て

は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 排 気 浄 化 装 置 、 焼 却 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 設 備 、 焼 却

溶 融 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 装 置 に よ る ろ 過 に よ り 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 し 、 周

辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 と す る 。 添 付 書 類 六 で

評 価 し た 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 外 部 被 ば く 実 効 線 量 は 1.6μ Sv／ 年 で あ

り 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 内 部 被 ば く 実 効 線 量 は  1.8μ Sv／ 年

で あ る 。  

同 様 に 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 液 体 廃 棄 物 の 放 射 性 物 質 濃 度 の 低

減 に つ い て は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 に よ る 化

学 処 理 、 蒸 発 処 理 に よ り 、 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 し 、 周 辺 監

視 区 域 の 外 の 排 水 中 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 と す る 。 添 付 書 類 六 で 評 価

し た 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に 起 因 す る 実 効 線 量 は 4.2μ Sv／ 年 で あ る 。  

こ れ ら の 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 環 境 へ の 放

射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 と 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ り

公 衆 の 受 け る 線 量 を 合 計 し て も 線 量 目 標 値 （ 50μ Sv／ 年 以 下 ） は 達 成 で き て い

る 。  

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 設 計 方 針 （ 添 付 書 類 五  4.2.2.2項 ）  

(1) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 化 学 処 理 、 蒸 発 処 理 及 び 管 理 を 行

い 、 周 辺 環 境 に 放 出 す  

解 釈 第 ２ 項 に つ い て  

周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺 監 視 区 域 の 境 界 に お け る 水 中 の 放 射 性 物

質 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 し 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 か

ら の 環 境 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 が 、 直 接 線 及 び ス カ イ

シ ャ イ ン 線 に よ り 公 衆 の 受 け る 線 量 と 合 わ せ て 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺

の 線 量 目 標 値 に 関 す る 指 針 」 （ 昭 和 50年 5月 13日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 ） に お

い て 定 め る 線 量 目 標 値 （ 50μ Sv／ 年 以 下 ） が 達 成 で き る よ う 、 処 理 施 設 で 発 生

す る 気 体 廃 棄 物 は 、 廃 棄 施 設 を 経 由 し て 排 気 口 か ら 放 出 す る と と も に 、 液 体 廃

棄 物 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 発 生 し た 放 射 性 廃 棄 物 と と も に 蒸 発 処 理 を 行 い 、

処 理 済 廃 液 は 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ て い る 周 辺

監 視 区 域 外 の 水 中 の 濃 度 限 度 を 十 分 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、 排 水 口 か

ら 放 出 す る 設 計 と す る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 で の 固 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 気 体 廃 棄 物 に つ い て

は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 排 気 浄 化 装 置 、 焼 却 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 設 備 、 焼 却

溶 融 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 装 置 に よ る ろ 過 に よ り 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 し 、 周

辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 と す る 。 添 付 書 類 六 で

評 価 し た 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 外 部 被 ば く 実 効 線 量 は 1.6μ Sv／ 年 で あ

り 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 内 部 被 ば く 実 効 線 量 は  1.8μ Sv／ 年

で あ る 。  

同 様 に 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 液 体 廃 棄 物 の 放 射 性 物 質 濃 度 の 低

減 に つ い て は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 廃 液 蒸 発 装 置 に よ る 蒸 発 処 理 に よ り 、

液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 し 、 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 排 水 中 の 濃 度

を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 と す る 。 添 付 書 類 六 で 評 価 し た 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性

物 質 に 起 因 す る 実 効 線 量 は 4.2μ Sv／ 年 で あ る 。  

こ れ ら の 周 辺 監 視 区 域 外 の 平 常 時 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 環 境 へ の 放

射 性 物 質 の 放 出 に 伴 う 公 衆 の 受 け る 線 量 と 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ り

公 衆 の 受 け る 線 量 を 合 計 し て も 線 量 目 標 値 （ 50μ Sv／ 年 以 下 ） は 達 成 で き て い

る 。  

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 設 計 方 針 （ 添 付 書 類 五  4.2.2.2項 ）  

(1) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 蒸 発 処 理 及 び 管 理 を 行 い 、 周 辺 環

境 に 放 出 す  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  



〔添付書類五〕 

（第十三条－３５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 設 備 及 び 機 器 は 、 廃 棄 物 管 理 事 業 開 始 以 前 か ら

運 転 し て い る 設 備 及 び 機 器 の 運 転 実 績 及 び 他 事 業 所 等 に お け る 同 様 の 処 理

装 置 の 運 転 実 績 を 参 考 に 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に 受 け 入 れ る 放 射 性 廃 棄 物 の 性

状 と 量 、 処 理 し て 発 生 す る ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 と 量 、 処

理 済 廃 液 の 量 と 希 釈 水 の 量 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 発 生 数 と 放 射 性 物 質 濃 度

を 重 要 な 設 計 条 件 と し て 処 理 工 程 及 び 処 理 能 力 を 設 定 し て い る 。  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 に 関 し て 、 廃 棄 物 種 類 ご と の 発 生 見 込 み 量 、 全 体 の 処

理 フ ロ ー （ 放 射 能 濃 度 の 測 定 ポ イ ン ト 含 む 。 ） 及 び 処 理 能 力 の 設 定 （ 除 染

係 数 を 含 む 。 ） の 考 え 方 及 び 設 計 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 

①  基 本 的 考 え 方  

㋐  液 体 廃 棄 物 の 種 類 ご と に 、 液 体 廃 棄 物 の 性 状 に 適 す る こ と 及 び 発 生 見

込 み 量 に 見 合 っ た 処 理 能 力 を 有 す る 処 理 設 備 で あ る こ と 。  

㋑  設 備 及 び 機 器 は 、 放 射 性 物 質 の 量 が 年 間 放 出 量 を 超 え な い よ う 、 処 理

す る 液 体 廃 棄 物 を 処 理 済 廃 液 の 濃 度 限 度 以 下 に 処 理 で き る 除 染 係 数 を 有

す る も の で あ る こ と 。 ま た 、 必 要 に よ り 複 数 回 又 は 組 み 合 わ せ の 処 理 に

よ り 放 射 性 物 質 濃 度 を 低 減 で き る こ と 。  

㋒  処 理 の 過 程 で 発 生 す る ２ 次 廃 棄 物 を 貯 留 す る 貯 槽 を 設 け 、 廃 棄 体 を 作

製 す る 処 理 装 置 は こ の 貯 槽 に ２ 次 廃 棄 物 が 滞 る こ と の な い 処 理 能 力 を 有

す る こ と 。  

㋓  処 理 済 廃 液 を 一 般 排 水 す る 貯 槽 は 、 処 理 済 廃 液 を 濃 度 限 度 以 下 に す る

能 力 を 有 す る こ と 。  

 

②  基 本 的 考 え 方 に 基 づ く 設 計  

㋐  液 体 廃 棄 物 Ａ の 放 射 性 物 質 濃 度 以 下 で あ り 、 性 状 が 安 定 し て い て 、 大

量 に 発 生 す る Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 一 次 冷 却 水 を 処 理 す る た め 、 大 量 の 処 理 が 可 能 な

二 段 凝 集 沈 殿 方 式 の 化 学 処 理 装 置 を 設 置 す る 。  

㋑  液 体 廃 棄 物 Ａ の 放 射 性 物 質 濃 度 以 下 で あ り 、 性 状 が 発 生 元 等 に よ っ て

異 な る が 、 量 が 比 較 的 少 な い 実 験 系 の 廃 液 を 処 理 す る た め 、 蒸 発 処 理 が

可 能 な 強 制 循 環 型 蒸 気 圧 縮 方 式 の 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ を 設 置 す る 。  

㋒  液 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 処 理 し た の ち 残 渣 と な っ た ２ 次 廃

棄 物 を 減 容 す る た め 、 高 い 除 染 係 数 が 得 ら れ る 単 効 型 自 然 循 環 方 式 の 廃

液 蒸 発 装 置 Ⅱ を 設 置 す る 。  

 

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十三条－３６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

㋓  ２ 次 廃 棄 物 で あ る 濃 縮 液 及 び ス ラ ッ ジ の 処 理 量 が 確 保 で き 、 常 温 で 安 定 し

た 固 化 が 可 能 な 混 練 方 式 の セ メ ン ト 固 化 装 置 を 設 置 す る 。  

㋔  処 理 済 廃 液 を 濃 度 限 度 以 下 に 希 釈 す る こ と が で き る 容 量 の 処 理 済 廃 液 貯 槽

及 び 排 水 監 視 設 備 を 設 置 す る 。  

こ れ ら の 設 計 に よ り 、 図 １ ３ － ３ に 示 す 設 備 と し て い る 。  

 

ハ ） 液 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 う ス ラ ッ ジ 量 、 濃 縮 液 量 及 び 処 理 済 廃 液 量 に つ い て （ 解

釈 第 １ ３ 条 第 １ 項 ）  

ス ラ ッ ジ 量 、 濃 縮 液 量 は 、 化 学 処 理 装 置 の 処 理 に よ り 発 生 す る ス ラ ッ ジ 及 び

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理 に よ り 発 生 す る 濃 縮 液 の 量 で あ り 、 運 転 実 績 か ら の 減 容

比 で あ る 化 学 処 理 装 置 が 1/200、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ が 1/40 か ら 、 こ の 減 容 比 を 基

に ス ラ ッ ジ と 濃 縮 液 の 量 を 算 出 し て い る 。  

[ス ラ ッ ジ ]   4,000ｍ 3  /年  × 1/200 = 20ｍ 3/年      ⇒  20ｍ 3/年  

[濃 縮 液 ]     430ｍ 3  /年 *  × 1/40  = 10.75ｍ 3/年   ⇒  11ｍ 3/年  

*:予 期 し え な い 要 因 で 排 出 さ れ る も の を 除 く 定 常 的 な 液 体 廃 棄 物 Ｂ 受 入

れ 量 （ 230ｍ 3/年 ） と 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 濃 縮 液 （ 200ｍ 3/年 ） の 合 計  

 

処 理 済 廃 液 量 は 、 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理

済 廃 液 の 合 計 量 で あ る 。  

  化 学 処 理 装 置  ： 4,000ｍ 3/年 －  20ｍ 3/年 ＝ 3,980ｍ 3/年  

 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ ： 4,000ｍ 3/年 － 200ｍ 3/年 ＝ 3,800ｍ 3/年  

 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ ： 1,600ｍ 3/年 －  11ｍ 3/年 ＝ 1,589ｍ 3/年  

 合 計                   9,369ｍ 3/年 ⇒ 約 10,000ｍ 3/年  

 

ニ ） 最 大 処 理 能 力 の 処 理 能 力 と し て 必 要 な 内 容 （ 解 釈 第 １ ３ 条 第 １ 項 ）  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 能 力 は 、 処 理 量 に 関 す る 能 力 の 他 に 処 理 済 廃 液 の ト リ チ

ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 低 く す る 能 力 を 有 し て い る 。 な

お 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 は 処 理 装 置 の 能 力 以 外 に 、 供 給 す る 液 体 廃

棄 物 の 放 射 性 物 質 濃 度 に 依 存 す る こ と か ら 、 必 要 に よ り 複 数 回 の 処 理 を す る

こ と に よ り 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 低 く す る こ と が で き る 。

こ れ ら の 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 は 、 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力 の 評 価 に

用 い て い る 濃 度 で あ る 放 出 前  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－３７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 液 の 区 分 上 限 値 の 1/10（ 3.7×10 - 2  Bq/cm 3） 程 度 と し て い る 。  

化 学 処 理 装 置 で は 、 3.7×10 - 1  Bq/cm 3 か ら 3.7Bq/cm 3 程 度 の 濃 度 の 液 体 廃 棄

物 に 対 し て 除 染 係 数 は 10～ 100 程 度 が 得 ら れ る 設 計 で あ る 。 同 濃 度 の 液 体 廃

棄 物 の 1 回 の 処 理 に よ り 処 理 済 廃 液 は 3.7×10 - 3 Bq/cm 3 か ら 3.7×10 - 1 Bq/cm 3 と

な る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で は 、 除 染 係 数 が 103 以 上 得 ら れ る 設 計 で あ る 。 化 学 処 理 装

置 と 同 濃 度 の 液 体 廃 棄 物 を 供 給 し て 濃 縮 処 理 （ 20 倍 ） し た 場 合 の 処 理 済 廃 液

は 1 回 の 処 理 に よ り 7.4×10 - 2 Bq/cm 3 以 下 と な る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で は 、 除 染 係 数 が 104 以 上 得 ら れ る 設 計 で あ る 。 区 分 上 限 濃

度 （ 3.7×10 4 Bq/cm 3） の 濃 縮 液 を 処 理 し た 場 合 の 処 理 済 廃 液 の 濃 度 は 最 大 で

3.7×10 0 Bq/cm 3 と な る 。 こ の 処 理 済 廃 液 は 2 回 目 の 処 理 （ 40 倍 ） に よ り 、

1.5×10 - 2  Bq/cm 3 以 下 と な る 。  

廃 棄 物 種 類 ご と の 処 理 の 過 程 と 能 力 に つ い て 図 １ ３ － ３ か ら 図 １ ３ － ７ に

示 す 。  

 

ホ ） 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 溶 融 時 １ 体 ／ 日 に つ い て （ 解 釈 第 １ ３ 条 第 １

項 ）  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に 係 る 最 大 処 理 能 力 欄 の １ 体 ／ 日 （ 溶 融 時 ） と

は 、 溶 融 固 化 体 を 1 日 で 1 体 作 製 す る 処 理 能 力 と し て い る 。  

溶 融 を 行 う 際 に は 、 炉 内 に 設 置 し た る つ ぼ 内 に 投 入 容 器 に 充 填 し た 金 属 廃

棄 物 、 不 燃 物 及 び 焼 却 灰 を 逐 次 投 入 し 、 金 属 廃 棄 物 を 高 周 波 加 熱 す る こ と に

よ り 溶 融 を 行 う 。  

焼 却 溶 融 炉 で は 、 投 入 容 器 出 入 装 置 に あ ら か じ め 保 管 し た 投 入 容 器 に 充 填

し た 金 属 廃 棄 物 、 不 燃 物 及 び 焼 却 灰 を 運 転 員 が 監 視 し つ つ 、 1 日 で 15 個 程 度

を る つ ぼ に 投 入 す る こ と に よ り 1 体 の 溶 融 固 化 体 を 作 製 す る 。  

「 １ 体 ／ 日 （ 溶 融 時 ） 」 と し た 理 由 と し て 、 焼 却 溶 融 炉 で は 、 溶 融 固 化 体

を 作 製 後 、 連 続 的 に 溶 融 処 理 せ ず 、 翌 日 ま で 溶 融 固 化 体 を 炉 内 で 自 然 放 冷 さ

せ 、 炉 内 温 度 を 確 認 し た う え で 取 り 出 す 設 計 と し て い る 。 な お 、 投 入 す る 溶

融 対 象 物 の 標 準 的 な 想 定 重 量 は 約 70 ㎏ と し て い る 。  

 

ヘ ） 年 間 処 理 量 の 発 生 予 測 量 と の 関 係 （ 解 釈 第 １ ３ 条 第 １ 項 ）  

廃 棄 物 発 生 施 設 か ら の 廃 棄 物 種 類 ご と の 発 生 予 測 量 （ 平 成 ２ ６ 年 度 か ら

平 成 ３ ６ 年 度 の 発 生 予 測 量 ） の 最 大 の 量 は 、 表 １ ３ － １ に 示 す と お り で あ

る 。  

こ の 結 果 か ら 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 年 間 の 最 大 受 入 量 を 処 理 で き

る た め 、 発 生 予 測 量 に 対 し 十 分 な 能 力 を 有 し て い る 。  

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－３８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

液 体 廃 棄 物 の 年 間 処 理 量 と 発 生 予 測 量 を 図 １ ３ － ８ に 示 す 。  

 

ト ） 処 理 に 伴 い 生 じ た 放 射 性 廃 棄 物 を 排 出 す る 際 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 の 低 減 に

つ い て （ 解 釈 第 １ ３ 条 第 ２ 項 ）  

廃 棄 物 管 理 施 設 で の 固 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 気 体 廃 棄 物 に つ い て

は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 排 気 浄 化 装 置 、 焼 却 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 設 備 、 焼

却 溶 融 炉 及 び 排 ガ ス 処 理 装 置 に よ る ろ 過 に よ り 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減

し 、 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 で あ る 。 表 １

３ － ２ に 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 外 部 被 ば く 実 効 線 量 及 び 表 １ ３ － ３ に

気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 内 部 被 ば く 実 効 線 量 の 評 価 結 果 を 示

す 。  

同 様 に 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 に 伴 い 発 生 す る 液 体 廃 棄 物 の 放 射 性 物 質 濃 度 の

低 減 に つ い て は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 に よ

る 化 学 処 理 、 蒸 発 処 理 に よ り 、 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 低 減 し 、

周 辺 監 視 区 域 の 外 の 排 水 中 の 濃 度 を 十 分 に 低 減 さ せ る 設 計 で あ る 。 表 １ ３ －

４ に 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に 起 因 す る 実 効 線 量 の 評 価 結 果 を 示 す 。  

 

添 付 書 類 六 （ 抜 粋 ）  

5.1 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に 起 因 す る 一 般 公 衆 の 実 効 線 量  

5.1.1 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 か ら の ガ ン マ 線 に よ る 実 効 線 量  

廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に 起 因 す る

実 効 線 量 を 4.2.2項 で 求 め た 年 間 放 出 量 に 基 づ き 以 下 に よ り 評 価 す る 。  

 

5.1.1.1 計 算 条 件  

(1) 年 間 放 出 量  

α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ

の 排 気 口 及 び 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 排 気 筒 （ 以 下 「 排 気 筒 等 」 と い

う 。 ） か ら そ れ ぞ れ 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 年 間 放 出 量 及

び ガ ン マ 線  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－４８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

Ｉ Ｍ ｉ  ： 核 種 ｉ の 摂 取 率  (Bq／ d) 

Ｖ ｇ M ： 核 種 の 牧 草 へ の 沈 着 速 度  (cm／ s) 

λ e f f i  ： 核 種 ｉ の 牧 草 上 実 効 減 衰 定 数  (s - 1 ) 

λ e f f i  ＝ λ ｒ i ＋ λ ｗ  

λ ｒ i ： 核 種 ｉ の 物 理 的 減 衰 定 数  (s - 1 ) 

λ ｗ  ： ウ ェ ザ リ ン グ 効 果 に よ る 減 少 定 数  (s - 1 ) 

ρ M ： 牧 草 の 栽 培 密 度  (g／ cm 2) 

ｔ 1 M ： 牧 草 の 栽 培 期 間  (s) 

Ｖ ｇ M' ： 牧 草 を 含 む 土 壌 へ の 核 種 の 沈 着 速 度  (cm／ s) 

ｆ ｔ  ： 放 牧 期 間 年 間 比  

Ｑ ｆ  ： 乳 牛 の 牧 草 摂 取 量  (g／ d) 

Ｆ ｍ i ： 牛 が 摂 取 し た 核 種 ｉ が 牛 乳 に 移 行 す る 割 合  

 ｛ (Bq／ cm３ ) ／ (Bq／ d)｝  

Ｍ ｍ  ： 牛 乳 摂 取 量  (cm３ ／ d) 

実 効 線 量 の 計 算 に 必 要 な パ ラ メ ー タ と そ の 数 値 及 び 単 位 放 出 率 当 た

り (1Bq／ 年 )の 年 平 均 地 表 空 気 中 濃 度 を そ れ ぞ れ 第 5.1.8表 か ら 第

5.1.11表 に 示 す 。  

 

5.1.2.3 計 算 結 果  

排 気 筒 等 か ら 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 吸 入 摂

取 、 葉 菜 摂 取 、 牛 乳 摂 取 及 び 米 摂 取 に よ る 実 効 線 量 を 第 5.1.12表 に 示

す 。  

排 気 筒 等 か ら 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 に よ る 実

効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 で 最 大 と な る 地 点 で の 排 気 筒 等 の 合 計 値 で 、

吸 入 摂 取 で 年 間 約 7.9×10 - 3μ Sv、 葉 菜 摂 取 で 年 間 約 7.2×10 - 2μ Sv、 米 摂

取 で 年 間 約 1.6μ Sv及 び 牛 乳 摂 取 で 年 間 約 8.0×10 - 2μ Svで あ る 。  

こ れ ら の 実 効 線 量 の 合 計 値 は 、 年 間 約 1.8μ Svで あ る 。  

 

5.2 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に 起 因 す る 一 般 公 衆 の 実 効 線 量  

大 洗 研 究 所 の 全 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 は 、 「 線 量 告 示 」 （ 第 9 条 ） に 定

め る 周 辺  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十三条－５９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十四条－１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

＜ 第 十 四 条 ま と め 資 料 ＞  

イ ） 保 管 場 の 主 な 設 備 及 び 機 器 に つ い て （ 解 釈 第 １ ４ 条 第 １ 項 ）  

廃 棄 物 管 理 設 備 本 体 の 管 理 施 設 で あ る 各 保 管 場 に は 、 以 下 の 主 な 設 備 及 び

機 器 を 設 置 し て い る 。  

管理施設 収容建家 主な設備及び機器 備考 

固体集積保管場

Ⅰ 

 

固体集積保管

場Ⅰ 

固体集積保管場Ⅰ 

竪積保管設備 1式  

遮蔽スラブ 1式  

フォークリフト 1式  

平成26年3月現在 

遮蔽スラブは 

14種類 486個 

固体集積保管場

Ⅱ 

 

固体集積保管

場Ⅱ 

固体集積保管場Ⅱ 

ラック式横積保管設備 1式  

天井クレーン（天井走行式） 2基  

 

平成26年3月現在 

ラ ッ ク 基 数 ： 33

基 、  

2列  

固体集積保管場

Ⅲ 

 

固体集積保管

場Ⅲ 

固体集積保管場Ⅲ 

ラック式横積、パレット式 

竪積保管設備 1式  

天井クレーン（天井走行式） 2基  

平成26年3月現在 

ラ ッ ク 基 数 ： 41

基 、  

ドラム缶型廃 棄 物 パ

ッケージ用パ レ ッ

ト 個数：390個 

固体集積保管場

Ⅳ 

 

固体集積保管

場Ⅳ 

固体集積保管場Ⅳ 

パレット式竪積保管設備 1式  

フォークリフト 1式  

エ レ ベ ー タ  1式  

平成26年3月現在 

ドラム缶型廃棄物パ

ッケージ用パレット

個数:694個  

角型鋼 製 廃棄物パッ

ケージ用パレット個

数： 52個  

ブ ロ ッ ク 型 廃棄物

パ ッ ケ ー ジ 用 パレ

ット個数:122個 

 

固体集積保管場Ⅰでは、ブロック型廃棄物パッケージからの外部放

射線について、人の居住の可能性のある周辺監視区域外の一般公衆の

被ばくを低減するため、竪積み 2 段で集積した上部に遮蔽スラブを設

置する。  

遮蔽スラブは、図１４－１に示すコ ンクリート製の遮蔽設備で、

コ ン ク リ ー ト 厚 さ は 約 0.4m 相 当 と し て い る 。 な お 、 遮 蔽 ス ラ ブ

は、ブロック型廃棄物パッケージの搬入に先立ち  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十四条－１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

計画的に製作する。  

遮 蔽 ス ラ ブ の 種 類 、 寸 法 （ 性 能 ） 、 数 量 *及 び 定 置 方 法 を 以 下 に 示

す。  

種

類  
寸 法  個 数 * 定 置 方 法  

Ａ  34cm×260cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  6 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ を 竪 積 み 2 段 で 集 積 し た

上 部 に 遮 蔽 ス ラ ブ を 組 み 合

わ せ て 2 重 に 定 置  

Ｂ  83cm×335cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  3 

Ｃ  106cm×212cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  56 

Ｄ  106cm×262cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  7 

Ｅ  130cm×320cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  55 

Ｆ  130cm×350cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  18 

Ｍ  34cm×247cm、 厚 さ 19.5cm 以 上  1 

Ｇ  106cm×212cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  36 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ を 竪 積 み 2 段 で 集 積 し た

上 部 に 定 置  

Ｈ  106cm×252cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  80 

Ｉ  106cm×282cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  7 

Ｋ  156cm×252cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  15 

Ｌ  156cm×282cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  1 

Ｎ  156cm×212cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  1 

Ｊ  130cm×320cm、 厚 さ 39.5cm 以 上  200 

合 計 14 種 類  486  

* 平 成 26 年 3 月 現 在 で 製 作 さ れ た 数 量  

 

ロ ） 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 保 管 体 に つ い て （ 解 釈 第 １ ４ 条 第 ２ 項 ）  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 保 管 体 は 、 そ の 形 状 ご と に 横 積 み 又 は 竪 積 み で 集 積

保 管 す る 保 管 方 法 に よ り 適 切 に 保 管 し て い る 。  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 固 体 で 常 温 、 常 圧 で あ り 、 表 面 の 線 量 率 は 2mSv/h

以 下 で あ る こ と か ら 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 自 ら の 遮 蔽 に よ る 適 切 な 配 置 に よ

り 、 床 置 き 型 の 集 積 保 管 場 に 保 管 す る 。 保 管 体 は 、 常 温 、 常 圧 で 、 表 面 の

線 量 率 は 0.5mSv/h 以 上 で あ る こ と か ら 、  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十四条－１７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

と 同 様 に 、 破 損 に よ り 内 容 物 の 漏 出 が な い こ と を 供 試 体 で 確 認 し て い る 。  

保 管 体 は 、 貯 蔵 孔 内 で の 収 納 作 業 に お け る 最 大 吊 上 げ 高 さ 4.0m が 取 り 扱 う 最

大 の 高 さ と な る こ と か ら 、 4.2m（ L 型 保 管 体 ） 及 び 4.5m（ S 型 保 管 体 ） 高 さ か ら

の 供 試 体 の 落 下 試 験 の 結 果 、 若 干 の 変 形 す る も の の 、 加 圧 ソ ー プ バ ブ ル 試 験 に

よ り 漏 え い は 認 め ら れ な い こ と を 確 認 (1 )し て い る 。  

な お 、 そ れ 以 外 の 廃 棄 物 は 、 閉 じ 込 め 機 能 を 有 す る 設 備 に お い て 取 り 扱 う と

と も に 、 通 常 の 取 り 扱 い 高 さ を 超 え て 吊 り 上 げ る 場 合 は 、 落 下 防 止 対 策 を 行 っ

て 作 業 を 行 う 。  

 

ニ ） 管 理 施 設 の 保 管 容 量 に つ い て （ 解 釈 第 １ ４ 条 第 １ 項 ）  

放 射 性 廃 棄 物 を 管 理 す る 管 理 施 設 は 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 保 管 体 を 集 積

保 管 す る た め に 必 要 な 容 量 を 有 し て い る こ と を 、 以 下 に 説 明 す る 。  

1. 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 表 面 密 度 が 表 面 密 度 限 度 以 下 で あ る こ と を 確 認 し た

後 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 主 と し て 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 又 は 固 体 集 積

保 管 場 Ⅳ に 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 主 と し て 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、 固

体 集 積 保 管 場 Ⅲ 又 は 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ に 、 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 主 と

し て 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 又 は 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ へ 移 送 し 、 集 積 保 管 す る 。  

固 体 集 積 保 管 場 は 、 保 管 面 積 約 2,200m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 19,900 本

相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 保 管 面 積 約 1,800m 2（ 200 ﾘ ｯ ﾄ ﾙド ラ ム 缶 換 算

9,310 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、 保 管 面 積 約 1,300m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶

換 算 6,000 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 及 び 保 管 面 積 約 1,600m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド

ラ ム 缶 換 算  6,925 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ で 構 成 す る 。  

固 体 集 積 保 管 場 の 最 大 管 理 能 力 は 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 保 管 施

設 で あ る 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、 Ⅲ 、 Ⅳ に お い て 200 ﾘ ｯ ﾄ ﾙド ラ ム 缶 換 算 で 約

22,200 本 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 保 管 施 設 で あ る 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ

に お い て 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 で 約 19,900 本 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ Ⅰ 型 1,422 個 、 Ⅲ 型 1,422 個 ） で あ る 。  

平 成 25 年 12 月 現 在 、 こ れ ら の 施 設 に 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 で ブ ロ ッ ク

型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 10,960 本 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 773

個 、 Ⅲ 型 800 個 ） 、 ド ラ ム  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十四条－１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 17,750 本 を 保 管 し て お り 、 こ れ 以 降 の 廃 棄 物 パ

ッ ケ ー ジ の 平 均 的 な 発 生 量 は ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ が 290 本 ／ 年 程 度

（ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 約 20 個 、 Ⅲ 型 約 20 個 ） 、 ド ラ ム 缶 型 廃

棄 物 パ ッ ケ ー ジ が 500 本 ／ 年 程 度 で 管 理 施 設 の 満 杯 時 期 は 固 体 集 積 保 管 場

Ⅱ 、 Ⅲ 、 Ⅳ に お い て 約 9 年 後 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ に お い て 約 30 年 後 と 推 定

さ れ る 。 管 理 施 設 は 、 こ れ ら 発 生 す る 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ を 集 積 保 管 す る 必 要

な 容 量 を 有 す る 。 な お 、 廃 棄 体 の 処 理 に つ い て は 、 現 在 、 具 体 的 な 処 分 の 開

始 時 期 が 明 確 で は な く 、 こ れ を 考 慮 し た 管 理 保 管 可 能 期 間 を 検 討 す る こ と が

で き な い た め 、 安 全 側 に 、 廃 棄 体 の 処 理 を 考 慮 し な い 条 件 で の 管 理 保 管 可 能

期 間 で あ る 。  

管 理 施 設 の 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 保 管 量 の 推 移 を 図 １ ４ － ２ 及 び 図 １ ４ － ３ に

示 す 。  

 

2. 保 管 体  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て 保 管 体 と し 、 α 固 体

貯 蔵 施 設 に お い て 管 理 す る 。  

α 固 体 貯 蔵 施 設 の 最 大 管 理 能 力 は 、 保 管 体 総 数 1,836 個 （ 保 管 容 積 約

132m 3） と し 、 Ｓ 型 保 管 体 を 5 個 収 容 で き る Ｓ 孔 を 216 孔 （ Ｓ 型 保 管 体 1,080

個 ） 、 Ｌ 型 保 管 体 を 3 個 収 容 で き る Ｌ 孔 を 112 孔 （ Ｌ 型 保 管 体 336 個 ） 、 Ｇ

型 保 管 体 を 6 個 収 容 で き る Ｇ 孔 を 70 孔 （ Ｇ 型 保 管 体 420 個 ） を そ れ ぞ れ 設

け る 。  

平 成 25 年 12 月 現 在 、 本 施 設 に Ｓ 型 保 管 体 を 1,030 個 、 Ｌ 型 保 管 体 を 314

個 、 Ｇ 型 保 管 体 を 416 個 、 合 計 1,760 個 で 約 126m 3 の 保 管 体 を 保 管 し て お

り 、 ま た 、 こ れ 以 降 の 保 管 体 の 平 均 的 な 発 生 量 は 約 1.3m 3／ 年 と 推 定 さ れ

る 。 α 固 体 貯 蔵 施 設 は 、 現 在 建 設 中 の 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に よ る 処 理 開

始 時 期 を 平 成 29 年 度 と し た 場 合 は 、 こ れ ら 毎 年 発 生 す る 保 管 体 を そ れ ま で

集 積 保 管 す る 必 要 な 容 量 を 有 し て い る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に よ

る 処 理 開 始 以 降 は 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 の 保 管 体 を 減 容 処 理 し た 後 、 再 び 保 管

し 、 必 要 な 容 量 を 確 保 す る 。 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 運 転 開 始 後 の α 固 体 貯

蔵 施 設 保 管 予 想 推 移 を 図 １ ４ － ４ に 示 す 。  

 

な お 、 「 放 射 性 廃 棄 物 の 崩 壊 熱 及 び 放 射 線 の 照 射 に よ り 発 生 す る 熱 に よ

っ て 過 熱 す る  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十五条－９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

する。  

6) β・γ固体処理棟Ⅳ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 で 、 地 上 1階 （ 一 部 2

階 ） 、 建 築 面 積 約 490m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と

し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 7図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、 放 射 線 管

理施設を収容する。  

7) α固体処理棟  

α 固 体 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2階

（ 一 部 地 下 1階 ） 、 建 築 面 積 約 1,050m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 8図 に 示 す 。 建 家 内 に

は、放射線管理施設を収容する。  

8) α固体貯蔵施設  

α固体貯蔵施設の主要構造は、鉄骨 造（地下部鉄筋コンクリー ト

造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 700m2で あ り 、 耐 震 設 計 上

の重要度をＢクラス（地下階）及び Ｃクラス（地上階）として設計

する。構造概要図を第 13図に示す。 建家内には、放射線管理施設を

収容する ｡ 

9) 廃液貯留施設Ⅰ  

廃液貯留施設Ⅰは建家本体である廃 液貯留施設Ⅰと附属建家で あ

る廃棄物管理施設用廃液貯槽で構成される。  

建家本体である廃液貯留施設Ⅰの主 要構造は、鉄骨造（地下貯 槽

部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m2で あ り 、 耐

震設計上の重要度をＣクラスとして設計する 。構造概要図を第 14図

に示す。建家内には、放射線管理施設を収容する。  

10) 廃液貯留施設Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1

階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 250m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク

ラスとして設計する。構造概要図を第 15図に示す。建家内には、放

射線管理施設を収容する。  

11) 有機廃液一時格納庫  

有機廃液一時格納庫の主要構造は、 鉄筋コンクリート造（一部 鉄

骨 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 50m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 16図に示す。建家内に

は、放射線管理施設を収容する。  

12) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造）で、  

する。  

6) β・γ固体処理棟Ⅳ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 で 、 地 上 1階 （ 一 部 2

階）、建築面積約 490m2であり、耐震設計上の重要度をＣクラスと

して設計する。構造概要図を第 7図に示す。建家内には、放射線管

理施設を収容する。  

7) α固体処理棟  

α 固 体 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2階

（ 一 部 地 下 1階 ） 、 建 築 面 積 約 1,050m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 8図 に 示 す 。 建 家 内 に

は、放射線管理施設を収容する。  

8) α固体貯蔵施設  

α固体貯蔵施設の主要構造は、鉄骨造（地下部鉄筋コンクリート

造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 700m2で あ り 、 耐 震 設 計 上

の重要度をＢクラス（地下階）及び Ｃクラス（地上階）として 設計

する。構造概要図を第 13図に示す。建家内には、放射線管理施 設を

収容する ｡ 

9) 廃液貯留施設Ⅰ  

廃液貯留施設Ⅰは建家本体である廃液貯留施設Ⅰと附属建家であ

る廃棄物管理施設用廃液貯槽で構成される。  

建家本体である廃液貯留施設Ⅰの主要構造は、鉄骨造（地下貯槽

部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 900m2で あ り 、 耐

震設計上の重要度をＣクラスとして設計する 。構造概要図を第 14図

に示す。建家内には、放射線管理施設を収容する。  

10) 廃液貯留施設Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1

階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 250m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク

ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 15図 に 示 す 。 建 家 内 に は 、放

射線管理施設を収容する。  

 

（削る）  

 

 

 

11) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造）で、  
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〔添付書類五〕 

（第十五条－１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要

度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 18図に示す。建家内

には、放射線管理施設を収容する。  

13) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨

造 )で 、 地上 1階 (一部 2階 )、建 築面 積約 760m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の

重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 19図に示す。建

家内には、放射線管理施設を収容する。  

14) 固体廃棄物減容処理施設  

固体廃棄物減容処理施設の主要構造 は、鉄筋コンクリート造（ 一

部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 1,600m2で

あり、耐震設計上の重要度をＢクラスとして設計する。  

構造概要図を第 20図 (1)及び (2)に示す。建家内には、放射線管理

施設を収容する。  

 

(1) 屋内管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 出入管理関係設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 出 入 管 理 及 び 汚 染 管 理 の た め 、 出 入管

理関係設備を設ける。  

(b) 放射線監視設備  

管 理 区 域 内 主 要 箇 所 の 作 業 環 境 監 視 を 行 う た め 、 作 業 環 境モ

ニ タ リ ン グ 設 備 と し て 、 エ リ ア モ ニ タ 、 室 内 空 気 モ ニ タ 等 を 設

ける。  

(c) 個人管理用設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 線 量 管 理 の た め 、 個 人 線 量 計 を 備 え

る。  

(d) 放射能測定設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 線 管 理 に 伴 う 試 料 を 測 定 、 分 析 す るた

めの測定機器を備える。  

(2) 屋外管理用の主要な設備及び機器の種類  

 

地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要

度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 17図に示す。建 家内

には、放射線管理施設を収容する。  

12) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨

造 )で 、 地 上 1階 (一部 2階 )、 建 築 面 積 約 760m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の

重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 18図に示す 。建

家内には、放射線管理施設を収容する。  

13) 固体廃棄物減容処理施設  

固体廃棄物減容処理施設の主要構造は、鉄筋コンクリート造（一

部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 1,600m2で

あり、耐震設計上の重要度をＢクラスとして設計する。  

構造概要図を第 19図 (1)及び (2)に示す。建家内には、放射線管理

施設を収容する。  

 

(1) 屋内管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 出入管理関係設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 出 入 管 理 及 び 汚 染 管 理 の た め 、 出 入 管

理関係設備を設ける。  

(b) 放射線監視設備  

管 理 区 域 内 主 要 箇 所 の 作 業 環 境 監 視 を 行 う た め 、 作 業 環 境 モ

ニ タ リ ン グ 設 備 と し て 、 エ リ ア モ ニ タ 、 室 内 空 気 モ ニ タ 等 を 設

ける。  

(c) 個人管理用設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 線 量 管 理 の た め 、 個 人 線 量 計 を 備 え

る。  

(d) 放射能測定設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 線 管 理 に 伴 う 試 料 を 測 定 、 分 析 す る た

めの測定機器を備える。  

(2) 屋外管理用の主要な設備及び機器の種類  
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〔添付書類五〕 

（第十五条－１１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(a) 放射線監視設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 外 へ 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 敷 地 周辺

の 放 射 線 等 を 監 視 す る た め 、 周 辺 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 と し

て 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 固 定 モ

ニ タ リ ン グ 設 備 を 設 け る 。 ま た 、 敷 地 周 辺 の 放 射 線 モ ニ タ リ ン

グを行う移動モニタリング設備を備える。  

(b) 気象観測設備  

敷地内に、気象を観測する気象観測設備を設ける。  

 

 

(a) 放射線監視設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 外 へ 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 敷 地 周 辺

の 放 射 線 等 を 監 視 す る た め 、 周 辺 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 と し

て 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 固 定 モ

ニタリング設備を設ける。  

 

(b) 気象観測設備  

敷地内に、気象を観測する気象観測設備を設ける。  
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〔添付書類五〕 

（第十五条－２７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  （ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  
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〔添付書類五〕 

（第十六条－２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

する設計とする。また、室内空気モニタは、空気中の放射性物質の

濃度があらかじめ設定された値を超えたときは、必要に応じ検知した

場所及び放射線監視盤に警報を発する設計とする。  

放射線業務従事者の管理区域への出入り及び物品の管理区域への搬

出入に対して、出入管理及び表面汚染管理ができる設計とするととも

に、各個人の被ばく管理ができる設計とする。  

廃棄物管理施設の管理区域への出入りのための場所には、放射線管

理に必要な各種の放射線サーベイ用機器を備える設計とする。  

管理区域のうち、放射性物質による汚染の可能性のある区域への出

入り及び物品の搬出入は、原則として汚染検査室を通る設計とする。

汚染検査室には、汚染の管理を行うため、更衣設備、シャワー設備又

は手洗い設備、ハンドフットクロスモニタ又はサーベイメータを備え

る設計とする。  

放射線業務従事者及び一時立入者の線量管理のため、外部被ばくに

よる線量を測定する個人線量計を備える設計とする。  

 

第１項第２号について  

事業所には、事業所及びその境界付近における放射性物質の濃度及

び 線 量 を 監 視 し 、 及 び 測 定 す る た め 、 以 下 の 設 備 を 設 け る 設 計 と す

る。  

平常時においては、「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性

物質の測定に関する指針」（昭和 53 年 9 月 29 日原子力委員会決定）

を参考に、固定モニタリング設備により周辺監視区域周辺の放射線量

及び放射性物質濃度及び量を監視及び測定する設計とする。  

また、事故時においては、「発電用軽水型原子炉施設における事故時

の放射線計測に関する審査指針」（昭和 56 年 7 月 23 日原子力安全委

員会決定）を参考に、固定モニタリング設備に加えて移動モニタリン

グ設備により、廃棄物管理施設周辺、予想される放射性物質の放出経

路 に お い て 、 放 射 線 量 及 び 放 射 性 物 質 濃 度 及 び 量 を 監 視 及 び 測 定 す

る。さらに、排気モニタリング設備、エリアモニタ、室内空気モニタ

及びローカルサンプリング装置並びに放射線サーベイ用機器を備えて

おり、放射線源、  

す る 設 計 と す る 。 ま た 、 室 内 空 気 モ ニ タ は 、 空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 必 要 に 応 じ 検 知

した場所及び放射線監視盤に警報を発する設計とする。  

放 射 線 業 務 従 事 者 の 管 理 区 域 へ の 出 入 り 及 び 物 品 の 管 理 区 域 へ の

搬 出 入 に 対 し て 、 出 入 管 理 及 び 表 面 汚 染 管 理 が で き る 設 計 と す る と

ともに、各個人の被ばく管理ができる設計とする。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 管 理 区 域 へ の 出 入 り の た め の 場 所 に は 、 放 射 線

管理に必要な各種の放射線サーベイ用機器を備える設計とする。  

管 理 区 域 の う ち 、 放 射 性 物 質 に よ る 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 へ の

出 入 り 及 び 物 品 の 搬 出 入 は 、 原 則 と し て 汚 染 検 査 室 を 通 る 設 計 と す

る 。 汚 染 検 査 室 に は 、 汚 染 の 管 理 を 行 う た め 、 更 衣 設 備 、 シ ャ ワ ー

設 備 又 は 手 洗 い 設 備 、 ハ ン ド フ ッ ト ク ロ ス モ ニ タ 又 は サ ー ベ イ メ ー

タを備える設計とする。  

放 射 線 業 務 従 事 者 及 び 一 時 立 入 者 の 線 量 管 理 の た め 、 外 部 被 ば く

による線量を測定する個人線量計を備える設計とする。  

 

第１項第２号について  

事 業 所 に は 、 事 業 所 及 び そ の 境 界 付 近 に お け る 放 射 性 物 質 の 濃 度

及 び 線 量 を 監 視 し 、 及 び 測 定 す る た め 、 以 下 の 設 備 を 設 け る 設 計 と

する。  

平 常 時 に お い て は 、 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に お け る 放 出 放 射

性物質の測定に関する指針」（昭和 53 年 9 月 29 日原子力委員会決

定 ） を 参 考 に 、 固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に よ り 周 辺 監 視 区 域 周 辺 の 放

射線量及び放射性物質濃度及び量を監視及び測定する設計とする。  

また、事故時においては、「発電用軽水型原子炉施設における事故時

の放射線計測に関する審査指針」（昭和 56 年 7 月 23 日原子力安全委

員会決定）を参考に、固定モニタリング設備により、廃棄物管理施設

周辺、予想される放射性物質の放出経路において、放射線量及び放射

性物質濃度及び量を監視及び測定する。さらに、排気モニタリング設

備、エリアモニタ、室内空気モニタ及びローカルサンプリング装置並

びに放射線サーベイ用機器を備えており、放射線源、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共用設備の見直し  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

る。構造概要図を第 15図に示す。建 家内には、放射線管理施設 を

収容する。  

11) 有機廃液一時格納庫  

有機廃液一時格納庫の主要構造は、 鉄筋コンクリート造（一部 鉄

骨 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 50m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度

をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 16図に示す。建家内に

は、放射線管理施設を収容する。  

12) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設 計 上

の重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 18図に示す。

建家内には、放射線管理施設を収容する。  

13) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨

造 )で 、 地上 1階 (一部 2階 )、建 築面 積約 760m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の

重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 19図に示す。建

家内には、放射線管理施設を収容する。  

14) 固体廃棄物減容処理施設  

固体廃棄物減容処理施設の主要構造 は、鉄筋コンクリート造（ 一

部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 1,600m2で

あり、耐震設計上の重要度をＢクラスとして設計する。  

構造概要図を第 20図 (1)及び (2)に示す。建家内には、放射線管理

施設を収容する。  

 

(1) 屋内管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 出入管理関係設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 及 び 一 時 立 入 者 の 出 入 管 理 及 び 汚 染 管 理の

ため、出入管理関係設備を設ける。  

(b) 放射線監視設備  

管 理 区 域 内 主 要 箇 所 の 作 業 環 境 監 視 を 行 う た め 、 作 業 環 境モ

ニ タ リ ン グ 設 備 と し て 、 エ リ ア モ ニ タ 、 室 内 空 気 モ ニ タ 等 を 設

ける。  

(c) 個人管理用設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 及 び 一 時 立 入 者 の 線 量 管 理 の た め 、 個 人線

量計を備える。  

 

る。構造概要図を第 15図に示す。建家内には、放射線管理施設を

収容する。  

 

（削る）  

 

 

 

11) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設 計 上

の重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 17図に示 す。

建家内には、放射線管理施設を収容する。  

12) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨

造 )で 、 地 上 1階 (一部 2階 )、 建 築 面 積 約 760m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の

重要度をＣクラスとして設計する。構造概要図を第 18図に示す 。建

家内には、放射線管理施設を収容する。  

13) 固体廃棄物減容処理施設  

固体廃棄物減容処理施設の主要構造は、鉄筋コンクリート造（一

部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 1,600m2で

あり、耐震設計上の重要度をＢクラスとして設計する。  

構造概要図を第 19図 (1)及び (2)に示す。建家内には、放射線管理

施設を収容する。  

 

(1) 屋内管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 出入管理関係設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 及 び 一 時 立 入 者 の 出 入 管 理 及 び 汚 染 管 理 の

ため、出入管理関係設備を設ける。  

(b) 放射線監視設備  

管 理 区 域 内 主 要 箇 所 の 作 業 環 境 監 視 を 行 う た め 、 作 業 環 境 モ

ニ タ リ ン グ 設 備 と し て 、 エ リ ア モ ニ タ 、 室 内 空 気 モ ニ タ 等 を 設

ける。  

(c) 個人管理用設備  

放 射 線 業 務 従 事 者 及 び 一 時 立 入 者 の 線 量 管 理 の た め 、 個 人 線

量計を備える。  

 

 

 

 

受入れ施設変更に伴

う記載の削除  

 

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  
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〔添付書類五〕 

（第十六条－７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(d) 放射能測定設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 線 管 理 に 伴 う 試 料 を 測 定 、 分 析 す るた

めの測定機器を備える。  

(2) 屋外管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 放射線監視設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 外 へ 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 敷 地 周辺

の 放 射 線 等 を 監 視 す る た め 、 周 辺 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 と し

て 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 固 定 モ

ニ タ リ ン グ 設 備 を 設 け る 。 ま た 、 敷 地 周 辺 の 放 射 線 モ ニ タ リ ン

グを行う移動モニタリング設備を備える。  

(b) 気象観測設備  

敷地内に、気象を観測する気象観測設備を設ける。  

 

 

 

(d) 放射能測定設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 線 管 理 に 伴 う 試 料 を 測 定 、 分 析 す る た

めの測定機器を備える。  

(2) 屋外管理用の主要な設備及び機器の種類  

(a) 放射線監視設備  

廃 棄 物 管 理 施 設 外 へ 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 敷 地 周 辺

の 放 射 線 等 を 監 視 す る た め 、 周 辺 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 と し

て 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 固 定 モ

ニタリング設備を設ける。  

 

(b) 気象観測設備  

敷地内に、気象を観測する気象観測設備を設ける。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共用設備の見直し  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

＜第十六条まとめ資料＞  

イ ) 規則の解釈第 16条第 2項の各号の適合性について（解釈第１６条第

２項）  

規 則 第 16条 第 2号 に 規 定 す る 「 事 業 所 及 び そ の 境 界 付 近 に お け る 放

射性物質の濃度及び線量を監視し、及び測定する」とは、次のことを

いうとしており、各号への適合については以下のとおりである。  

一について  

平常時においては、固定モニタリン グ設備により周辺監視区域 周

辺の放射線量及び放射性物質濃度及び量を監視及び測定する。  

事故時においては、固定モニタリン グ設備に加えて移動モニタ リ

ング設備により、廃棄物管理施設周 辺、予想される放射性物質の放

出経路において、放射線量及び放射 性物質濃度及び量を監視及び測

定する。また、排気モニタリング設 備、エリアモニタ、室内空気モ

ニタ及びローカルサンプリング装置 並びに放射線サーベイ用機器を

備えており、放射線源、放出点にお ける放射線量及び放射性物質濃

度及び量を監視及び測定する。  

 

二について  

平常時において環境に放出される気 体廃棄物については、廃棄 物

管理施設では原子炉施設の運転に伴 い発生する放射性廃棄物を受け

入れることから、「発電用軽水型原 子炉施設における放出放射性物

質 の 測 定 に 関 す る 指 針 」 （ 昭 和 53年 9月 29日 原 子 力 委 員 会 決 定 ） に

定める放射性物質を測定するための 標準的な方法を参考として、排

気モニタリング設備により監視及び測定する。  

 同じく液体廃棄物については、同 指針に定める放射性物質を測定

するための標準的な方法を参考とし て、排水モニタリング設備によ

り 環 境 に 放 出 す る 液 体 廃 棄 物 を サ ン プ リ ン グ し 、 監 視 及 び 測 定 す

る。  

 

三について  

事故時においては、廃棄物管理施設 の特徴を踏まえ、「発電用軽

水型原子  

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

炉施設における事故時の放射線計測 に関する審査指針」（昭和 56

年 7月 23日 原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 ） を 参 考 と し て 、 一 般 公 衆 及 び 従

事者に対する放射線防護の観点から 放射線計測により情報を得るた

め、移動モニタリング設備及び固定 モニタリング設備により、廃棄

物管理施設周辺、予想される放射性 物質の放出経路において、線量

並びに放射性物質濃度及び量を監視 及び測定する。また、同指針で

平常時に使用する放射線計測系を共 用するとしている排気モニタリ

ング設備、エリアモニタ、室内空気 モニタ及びローカルサンプリン

グ装置並びに放射線サーベイ用機器 により、放射線源、放出点にお

ける放射線量及び放射性物質濃度及び量を監視及び測定する。  

 

ロ ) 規則の解釈第 16条第 3項の各号の適合性について（解釈第１６条第

３項）  

規 則 第 16条 第 3号 に 規 定 す る 「 必 要 な 情 報 を 適 切 な 場 所 に 表 示 す

る 」 と は 、 同 規 則 の 解 釈 第 16条 第 3項 で は 次 の 各 号 の こ と を い う と し

ており、その適合については以下のとおりである。  

一について  

廃棄物管理施設の各施設における管 理区域の入口に、当該施設 の

放射線量・空気中の放射性物質の濃 度及び床面の放射性物質の表面

密 度 を 表 示 で き る 設 備 を 設 け る こ と に よ り 、 放 射 線 業 務 従 事 者 が 安

全に認識できるものとしている。  

 

二について  

また、廃棄物管理施設における監視 及び測定される放射線量並 び

に放射性物質の濃度及び量について は、一般区域に設置している放

射 線 モ ニ タ 盤 に よ り 従 業 者 が 安 全 に 認 識 で き る 場 所 に 表 示 し て い

る。なお、廃棄物管理施設周辺にお いて監視及び測定される放射線

量は、大洗研究所のホームページか ら従業者のほか公衆も安全に認

識できるようにしている。  

放射性物質の濃度及び量又はそれら を換算して得られる被ばく線

量については、従事者からの要求に 応じ環境監視線量計測課から提

供されるもの  

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

を表示するもので従事者が認識できるものとしている。  

 

ハ ) 放射線監視設備からの主要な情報について（解釈第１６条第１項）  

廃棄物管理事業変更許可申請書第 16条に関する添付書類五  放射線

管理施設の設計方針（３）において、「固体廃棄物減容処理施設を除

く放射線監視設備からの主要な情報は、管理機械棟において監視でき

る設計とする。」としている。「主要な情報」とは、管理区域のうち

放射線業務従事者が比較的多く立ち入る場所を中心にエリアモニタで

測定している線量率及び施設に備える排気モニタで測定している排気

中の放射性物質の濃度の測定値である。  

固体廃棄物減容処理施設では、主要な箇所における線量率、空気中

の放射性物質濃度及び排気中の放射性物質濃度は、運転監視室におい

て監視できる設計としている。  

廃棄物管理施設の線量率を測定するエリアモニタ及び排気モニタリ

ング設備の設置場所並びに放射線モニタ盤の設置場所を図１６－１か

ら図１６－１５に示す。  

これらの情報は、放射線から公衆及び放射線業務従事者を防護する

ために必要な情報である。  

 

ニ ) 廃棄物管理施設の出入り管理関係設備について（解釈第１６条第１

項）  

廃棄物管理事業変更許可申請書第 16条添付書類五  屋内管理用の設

備（１）出入関係設備において、「汚染検査室には、汚染の管理を行

うため、必要に応じて更衣設備、シャワー設備、ハンドフットクロス

モニタ等を備える。」との記載は、汚染検査室を有する施設における

管理区域内の環境及び実施する作業の内容により、汚染の管理の方法

が異なることから、備える設備も異なるため「必要に応じ」と記載し

ている。  

具体的には、封入されていないα放 射性物質又はβ・γ放射性物

質 を 取 り 扱 う 施 設 に つ い て は 、 除 染 の た め シ ャ ワ ー 設 備 を 設 置 す

る。汚染の可能性が少なく、封入さ れた廃棄物を取り扱う施設は手

洗い設備を備える。さらに、  

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

別表１６－１  廃棄物管理施設の出入り管理関係設備の内訳（２）  

施 設  汚 染 管 理 の 考 え 方  設 置 設 備  

α 一 時 格 納 庫  封 入 さ れ た α 放 射 性 物

質 を 取 り 扱 う 施 設 を 管

理 す る 。  

更 衣 設 備  

手 洗 い 設 備  

サ ー ベ イ メ ー タ  

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  液 体 状 の β ・ γ 放 射 性

物 質 を 取 り 扱 う 施 設 を

管 理 す る 。  

更 衣 設 備  

手 洗 い 設 備  

サ ー ベ イ メ ー タ  

管 理 機 械 棟  液 体 状 の β ・ γ 放 射 性

物 質 を 取 り 扱 う 施 設 を

管 理 す る 。  

更 衣 設 備  

手 洗 い 設 備  

ハ ン ド フ ッ ト ク ロ ス モ

ニ タ  

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－２６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

（ 削 る ）  

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十六条－２９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

図１６－１１   有機廃液一時格納庫排気モニタリング



〔添付書類五〕 

（第十六条－２９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 １ ６ － １ ２   管 理 機 械 棟 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 放 射 線 モ ニ タ 盤 配 置 図  



〔添付書類五〕 

（第十六条－３０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  
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〔添付書類五〕 

（第十六条－３１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十六条－３２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十七条－１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

第十七条（廃棄施設）  

 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺

監 視 区 域 の 境 界 に お け る 水 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 に 低

減 で き る よ う 、 必 要 に 応 じ て 、 当 該 廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て

発 生 す る 放 射 性 廃 棄 物 を 処 理 す る 能 力 を 有 す る 廃 棄 施 設 （ 放

射 性 廃 棄 物 を 保 管 廃 棄 す る 施 設 を 除 く 。 ） を 設 け な け れ ば な

らない。  

２  廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 十 分 な 容 量 を 有 す る 放 射 性 廃 棄 物 を

保管廃棄する施設を設けなければならない。  

 

適合のための設計方針  

第１項について  

廃棄物管理施設において発生する液体廃棄物は、周辺監視区域の境

界における水中の放射性物質の濃度を十分に低減できるよう蒸発処理

又は化学処理を行い、処理済廃液の放射性物質の濃度が高い場合は希

釈し、放射性物質の濃度が「線量告示」に定められている周辺監視区

域外の水中の濃度限度を十分下回る廃棄施設を設ける。周辺監視区域

外の平常時における廃棄物管理施設からの環境への放射性物質の放出

に伴う公衆の受ける線量が、直接線及びスカイシャイン線により公衆

の受ける線量と合わせて 50μ Sv／年以下が達成できるよう、排水口か

ら放出する設計とする。  

液体廃棄物を処理又は一時貯留する廃棄施設は、廃液処理棟、β・

γ固体処理棟Ⅲ、α固体処理棟及び固体廃棄物減容処理施設の建家並

びにα固体処理棟廃液予備処理装置、β・γ固体処理棟Ⅲ廃液貯槽、

廃棄物管理施設用廃液貯槽及び固体廃棄物減容処理施設廃液貯槽で構

成する。  

また、水中の放射性物質の濃度を十分に低減するため、液体廃棄物

の廃棄施設として、廃棄物管理施設の処理施設にて、廃液の性状に応

じて処理出来る設計とする。  

気体廃棄物は、各設備に附属する建 家の排気口から周辺監視区域

の外の空  

 

第十七条（廃棄施設）  

 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 周 辺 監 視 区 域 の 外 の 空 気 中 及 び 周 辺

監 視 区 域 の 境 界 に お け る 水 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 十 分 に 低

減 で き る よ う 、 必 要 に 応 じ て 、 当 該 廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て

発 生 す る 放 射 性 廃 棄 物 を 処 理 す る 能 力 を 有 す る 廃 棄 施 設 （ 放

射 性 廃 棄 物 を 保 管 廃 棄 す る 施 設 を 除 く 。 ） を 設 け な け れ ば な

らない。  

２  廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 十 分 な 容 量 を 有 す る 放 射 性 廃 棄 物 を

保管廃棄する施設を設けなければならない。  

 

適合のための設計方針  

第１項について  

廃棄物管理施設において発生する液体廃棄物は、周辺監視区域の境

界における水中の放射性物質の濃度を十分に低減できるよう蒸発処理

を行い、処理済廃液の放射性物質の濃度が高い場合は希釈し、放射性

物質の濃度が「線量告示」に定められている周辺監視区域外の水中の

濃度限度を十分下回る廃棄施設を設ける。周辺監視区域外の平常時に

おける廃棄物管理施設からの環境への放射性物質の放出に伴う公衆の

受ける線量が、直接線及びスカイシャイン線により公衆の受ける線量

と合わせて 50μ Sv／年以下が達成できるよう、排水口から放出する設

計とする。  

液体廃棄物を処理又は一時貯留する廃棄施設は、廃液処理棟、β・

γ固体処理棟Ⅲ、α固体処理棟及び固体廃棄物減容処理施設の建家並

びにα固体処理棟廃液予備処理装置、β・γ固体処理棟Ⅲ廃液貯槽、

廃棄物管理施設用廃液貯槽及び固体廃棄物減容処理施設廃液貯槽で構

成する。  

また、水中の放射性物質の濃度を十分に低減するため、液体廃棄物

の廃棄施設として、廃棄物管理施設の処理施設にて、廃液の性状に応

じて処理出来る設計とする。  

気体廃棄物は、各設備に附属する建家の排気口から周辺監視区域

の外の空  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用

の停止に伴う削除  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第２項について  

廃棄物管理施設には、廃棄物管理施設から発生する固体廃棄物につ

いて、廃棄物管理施設の固体廃棄物の受入れ施設に引き渡すまでの間

一 時 保 管 す る た め に 必 要 な 容 量 を 有 す る 保 管 廃 棄 設 備 を 、 廃 液 処 理

棟 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟

Ⅲ、β・γ固体処理棟Ⅳ、α固体処理棟、廃液貯留施設Ⅰ、有機廃液

一時格納庫、β・γ一時格納庫Ⅰ、α一時格納庫、管理機械棟に設け

る設計とする。  

保管廃棄設備は、金属製の保管容器で、廃棄物発生に伴い一時保管

し、受入れ施設に引き渡すまでの間保管するために必要な容量を有す

る設計とする。  

なお、廃棄物管理施設には、規則に規定される廃気槽、廃液槽及び

保管廃棄施設に該当する設備はないが、一時保管するための保管廃棄

設備はある。  

 

 

添付書類六の下記項目参照  

放射性廃棄物の処理及び管理  （ 4.1 項）  

 

 

 

第２項について  

廃棄物管理施設には、廃棄物管理施設から発生する固体廃棄物につ

いて、廃棄物管理施設の固体廃棄物の受入れ施設に引き渡すまでの間

一 時 保 管 す る た め に 必 要 な 容 量 を 有 す る 保 管 廃 棄 設 備 を 、 廃 液 処 理

棟 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟

Ⅲ、β・γ固体処理棟Ⅳ、α固体処理棟、廃液貯留施設Ⅰ、β・γ一

時格納庫Ⅰ、α一時格納庫、管理機械棟に設ける設計とする。  

保管廃棄設備は、金属製の保管容器で、廃棄物発生に伴い一時保管

し、受入れ施設に引き渡すまでの間保管するために必要な容量を有す

る設計とする。  

なお、廃棄物管理施設には、規則に規定される廃気槽、廃液槽及び

保管廃棄施設に該当する設備はないが、一時保管するための保管廃棄

設備はある。  

 

 

 

添付書類六の下記項目参照  

放射性廃棄物の処理及び管理  （ 4.1 項）  

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の削除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図に

示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する  

9) 廃液貯留施設Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地上

1階、地下 1階、建築面積約 250m2であり、耐震設計上の重要度を

Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 15図 に 示 す 。 建 家 に

は、気体廃棄物の廃棄施設を備える。  

10) 有機廃液一時格納庫  

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （一

部鉄骨造）で、地上 1階、建築面積約 50m2であり、耐震設計上の

重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 16図 に 示

す。建家には、気体廃棄物の廃棄施設を備える。  

11) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リー

ト造）で、地上 1階、地下 1階、建築面積約 150m2であり、耐震設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 18図

に示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

12) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部

鉄 骨 造 )で 、 地 上 1階 (一 部 2階 )、 建 築 面 積 約 760m2で あ り 、 耐 震

設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 19

図に示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

13) 固体廃棄物減容処理施設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 20図 (1)及 び (2)に 示 す 。 建 家 内 に は 、 気 体

廃棄物の廃棄施設を収容する。  

 

ⅱ ) 気体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

(a) 管理区域系排気設備  

管理区域系排気設備は、管理区域の各部屋から発生する気体

廃棄物を処理し、汚染の拡大を 防止するため、空気の汚染 のお

それのある区域からその外部へ流れ難い構造とする。  

の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 14図 に

示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する  

9) 廃液貯留施設Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上

1階、地下 1階、建築面積約 250m2であり、耐震設計上の重要度を

Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 15図 に 示 す 。 建 家 に

は、気体廃棄物の廃棄施設を備える。  

 

（削る）  

 

 

 

10) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 17図

に示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

11) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄

骨造 )で、地上 1階 (一部 2階 )、建築面積約 760m 2であり、耐震設計

上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 18図 に

示す。建家内には、気体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

12) 固体廃棄物減容処理施設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 19図 (1)及 び (2)に 示 す 。 建 家 内 に は 、 気 体

廃棄物の廃棄施設を収容する。  

 

ⅱ ) 気体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

(a) 管理区域系排気設備  

管理区域系排気設備は、管理区域の各部屋から発生する気体

廃棄物を処理し、汚染の拡大を防止するため、空気の汚染のお

それのある区域からその外部へ流れ難い構造とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の削除  

 

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  

 

 

 

図番号の繰上げ  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

3) α固体処理棟  

α 固 体 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2

階 （ 一 部 地 下 1階 ） 、 建 築 面 積 約 1,050m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の

重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 8図 に 示

す 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の α 固 体 処 理 棟 廃 液 予

備処理装置を収容する。  

4) 固体廃棄物減容処理施設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 20図 (1)及 び (2)に 示 す 。 建 家 内 に は 、 液 体

廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液 貯 槽 を 収 容 す

る。  

 

ⅱ ) 液体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

(a) α固体処理棟廃液予備処理装置  

α固体処理棟廃液予備処理装置は、主としてαホール設備で

発生した液体廃棄物の予備処理 を行うための装置で、α固 体処

理棟に設置する。  

本装置は、主として貯留タンク及び化学処理タンクから構成

し、タンクの周囲には、漏えい の拡大防止のための堰を設 ける

設計とする。  

(b) β・γ固体処理棟Ⅲ廃液貯槽  

β・γ固体処理棟Ⅲ廃液貯槽は、β・γ固体処理棟Ⅲの管理

区 域 内 で 発 生 し た 液 体 廃 棄 物 を 一 時 貯 留 す る た め の 設 備 で 、

β・γ固体処理棟Ⅲに設置する。  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 貯 留 タ ン ク 及 び 廃 液 移 送 容 器 か ら 構 成

し、タンクの周囲には、漏えい の拡大防止のための堰を設 ける

設計とする。  

(c) 廃棄物管理施設用廃液貯槽  

廃棄物管理施設用廃液貯槽は、各建家の汚染のおそれのある

管理区域内で発生した液体廃棄物を一時貯留するものである。  

3) α固体処理棟  

α 固 体 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2階

（一部地下 1階）、建築面積約 1,050m2であり、耐震設計上の重要

度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概要 図 を 第 8図に 示 す 。 建 家

内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の α 固 体 処 理 棟 廃 液 予 備 処 理 装

置を収容する。  

4) 固体廃棄物減容処理施設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m2 で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る。構造概要図を第 19図 (1)及び (2)に示す。建家内には、液体 廃

棄物の廃棄施設の固体廃棄物減容処理施設廃液貯槽を収容する。  

 

 

ⅱ ) 液体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

(a) α固体処理棟廃液予備処理装置  

α 固 体 処 理 棟 廃 液 予 備 処 理 装 置 は 、 主 と し て α ホ ー ル 設 備 で

発 生 し た 液 体 廃 棄 物 の 予 備 処 理 を 行 う た め の 装 置 で 、 α 固 体 処

理棟に設置する。  

本 装 置 は 、 主 と し て 貯 留 タ ン ク 及 び 化 学 処 理 タ ン ク か ら 構 成

し 、 タ ン ク の 周 囲 に は 、 漏 え い の 拡 大 防 止 の た め の 堰 を 設 け る

設計とする。  

(b) β・γ固体処理棟Ⅲ廃液貯槽  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽 は 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の 管 理

区 域 内 で 発 生 し た 液 体 廃 棄 物 を 一 時 貯 留 す る た め の 設 備 で 、

β・γ固体処理棟Ⅲに設置する。  

本 貯 槽 は 、 主 と し て 貯 留 タ ン ク 及 び 廃 液 移 送 容 器 か ら 構 成

し 、 タ ン ク の 周 囲 に は 、 漏 え い の 拡 大 防 止 の た め の 堰 を 設 け る

設計とする。  

(c) 廃棄物管理施設用廃液貯槽  

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 は 、 各 建 家 の 汚 染 の お そ れ の あ る

管理区域内で発生した液体廃棄物を一時貯留するものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図番号の繰上げ  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

下 1階 、 建 築 面 積 約 250m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク

ラスとして設計する。構造概要図を 第 15図に示す。建家には、

固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

10) 有機廃液一時格納庫  

有機廃液一時格納庫の主要構造は、鉄筋コンクリート造（一

部 鉄 骨 造 ） で 、 地 上 1階 、 建 築 面 積 約 50m2で あ り 、 耐 震 設 計 上

の重要度をＣクラスとして設計 する。構造概要図を第 16図に示

す。建家には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

11) β・γ一時格納庫Ⅰ  

β・γ一時格納庫Ⅰの主要構造は、鉄骨造（地下部鉄筋コン

ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 190m2 で あ

り、耐震設計上の重要度をＣク ラスとして設計する。構造 概要

図を第 17図に示す。建家には、固体 廃棄物の廃棄施設を収 容す

る。   

12) α一時格納庫  

α一時格納庫の主要構造は、鉄骨造（地下部鉄筋コンクリー

ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震

設計上の重要度をＣクラスとし て設計する。構造概要図を第 18

図に示す。建家内には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

13) 管理機械棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部

鉄 骨 造 )で 、 地 上 1階 (一 部 2階 )、 建 築 面 積 約 760m2で あ り 、 耐 震

設計上の重要度をＣクラスとし て設計する。構造概要図を第 19

図に示す。建家内には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

14) 固体廃棄物減容処理施設  

固体廃棄物減容処理施設の主要構造は、鉄筋コンクリート造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m 2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る。構造概要図を第 20図 (1)及び (2)に示す。建家内には、固体

廃棄物の廃棄施設を収容する。  

 

ⅱ ) 固体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

該当なし。  

 

下 1階 、 建 築 面 積 約 250m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク

ラスとして設計する。構造概要図を第 15図に示す。建家には、

固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

 

（削る）  

 

 

 

10) β・γ一時格納庫Ⅰ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト 造 ） で 、 地 上 1階 、 地 下 1階、 建 築 面 積 約 190m2で あ り 、

耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を

第 16図に示す。建家には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

  

11) α一時格納庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 造 ） で 、 地 上 1階、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約 150m2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 17図

に示す。建家内には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

12) 管理機械棟  

管理機械棟の主要構造は、鉄筋、鉄 骨コンクリート造 (一部鉄

骨 造 )で 、 地 上 1階 (一 部 2階 )、 建 築 面 積 約 760m2で あ り 、 耐 震 設

計 上 の 重 要 度 を Ｃ ク ラ ス と し て 設 計 す る 。 構 造 概 要 図 を 第 18図

に示す。建家内には、固体廃棄物の廃棄施設を収容する。  

13) 固体廃棄物減容処理施設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

（ 一 部 鉄 骨 造 ） で 地 上 2階 （ 一 部 3階 ） 、 地 下 1階 、 建 築 面 積 約

1,600m2で あ り 、 耐 震 設 計 上 の 重 要 度 を Ｂ ク ラ ス と し て 設 計 す

る 。 構 造 概 要 図 を 第 19図 (1)及 び (2)に 示 す 。 建 家 内 に は 、 固 体

廃棄物の廃棄施設を収容する。  

 

ⅱ ) 固体廃棄物の廃棄施設の主要な設備  

該当なし。  

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の削除  

 

 

 

号番号の繰上げ  

 

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  

 

 

図番号の繰上げ  

 

号番号の繰上げ  
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〔添付書類五〕 

（第十七条－１６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

三  放射性廃棄物を保管廃棄する施設は、廃棄物管理施設から発

生 す る 放 射 性 廃 棄 物 に よ る 汚 染 の 拡 大 防 止 を 考 慮 し て 設 計 さ れ

ていること。  

 

４  第１７条第２項に規定する「十分な容量」とは、将来的に廃

棄 物 管 理 施 設 か ら 発 生 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 発 生 量 及 び 搬 出 量

を考慮したものであること。  

 

５  放射性液体廃棄物を扱う施設を設けるときは、「放射性液体

廃 棄 物 処 理 施 設 の 安 全 審 査 に 当 た り 考 慮 す べ き 事 項 な い し は

基 本 的 考 え 方 」 （ 昭 和 ５ ６ 年 ９ 月 ２ ８ 日 原 子 力 安 全 委 員 会 決

定）を参考とすること。  

 

６  第１７条第２項に規定する「放射性廃棄物を保管廃棄する施

設 」 と は 、 管 理 規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ２ 号 ト に 規 定 す る 廃 気

槽、廃液槽及び保管廃棄施設をいう。  

 

（添付書類五）  

 

解釈第３項について  

廃棄物管理施設において発生する液 体廃棄物は、受け入れた廃棄

物とともに周辺監視区域の境界にお ける水中の放射性物質の濃度を

十分に低減できるよう蒸発処理又は化学処理 を行い、処理済廃液は

必要に応じて希釈し、放射性物質の 濃度が「線量告示」に定められ

ている周辺監視区域外の水中の濃度 限度を十分下回る廃棄施設を設

ける。気体廃棄物は、各設備に附属 する建家の排気口から周辺監視

区域の外の空気中の放射性物質の濃 度を十分に低減できるよう排気

浄化装置によりろ過して放出する設 計である。これら液体廃棄物及

び気体廃棄物を環境に放出する場合 には、放出される排気中及び排

水中の放射性物質の濃度及び量につ いて、法令に定める限度を超え

ないことはもとより、周辺監視区域 外において、平常時における廃

棄物管理施設からの環境への液体及 び気体中の放射性物質の放出に

伴う公衆の受ける線量が、直接線及びスカイシャイン線により公衆  

 

三  放射性廃棄物を保管廃棄する施設は、廃棄物管理施設から発

生 す る 放 射 性 廃 棄 物 に よ る 汚 染 の 拡 大 防 止 を 考 慮 し て 設 計 さ れ

ていること。  

 

４  第１７条第２項に規定する「十分な容量」とは、将来的に廃

棄 物 管 理 施 設 か ら 発 生 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 発 生 量 及 び 搬 出 量

を考慮したものであること。  

 

５  放射性液体廃棄物を扱う施設を設けるときは、「放射性液体

廃 棄 物 処 理 施 設 の 安 全 審 査 に 当 た り 考 慮 す べ き 事 項 な い し は

基 本 的 考 え 方 」 （ 昭 和 ５ ６ 年 ９ 月 ２ ８ 日 原 子 力 安 全 委 員 会 決

定）を参考とすること。  

 

６  第１７条第２項に規定する「放射性廃棄物を保管廃棄する施

設 」 と は 、 管 理 規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ２ 号 ト に 規 定 す る 廃 気

槽、廃液槽及び保管廃棄施設をいう。  

 

（添付書類五）  

 

解釈第３項について  

廃棄物管理施設において発生する液体廃棄物は、受け入れた廃棄

物とともに周辺監視区域の境界にお ける水中の放射性物質の濃度を

十分に低減できるよう蒸発処理を行 い、処理済廃液は必要に応じて

希釈し、放射性物質の濃度が「線量 告示」に定められている周辺監

視区域外の水中の濃度限度を十分下 回る廃棄施設を設ける。気体廃

棄物は、各設備に附属する建家の排 気口から周辺監視区域の外の空

気中の放射性物質の濃度を十分に低 減できるよう排気浄化装置によ

りろ過して放出する設計である。こ れら液体廃棄物及び気体廃棄物

を環境に放出する場合には、放出さ れる排気中及び排水中の放射性

物質の濃度及び量について、法令に 定める限度を超えないことはも

とより、周辺監視区域外において、 平常時における廃棄物管理施設

からの環境への液体及び気体中の放 射性物質の放出に伴う公衆の受

ける線量が、直接線及びスカイシャイン線により公衆  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用

の停止に伴う削除  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－２０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ハ ) 気体廃棄物の廃棄施設について（解釈第１７条第２項）  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 管 理 区 域 系 排 気 設 備 の 系 統 捕 集 効 率 は 、 99％ 以

上 と し て い る 。 こ れ ら の 捕 集 効 率 は 、 施 設 内 の 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設 が 設 計 さ れ た 年 代 に よ り 異 な り 、 古 く は 昭 和 40年 代 に 設 計 さ れ 、

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 や 試 験 研 究 炉 施 設 と し て 設 置 さ れ 、 そ の 後 廃 棄

物 管 理 施 設 と し て 許 可 を 取 得 し た 施 設 で は 、 系 統 捕 集 効 率 を 99％ 以

上 と し 、 平 成 23年 に 設 置 の 許 可 を 受 け た 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設

は、 99.9％以上（フィルタ 1段の場合）で設計している。また、フィ

ルタ段数は、必要な能力に応じて設計で定めている。  

 

二 ) 固体廃棄物の廃棄施設について（解釈第１７条第２項）  

廃 棄 物 管 理 施 設 か ら 発 生 す る 固 体 廃 棄 物 に つ い て 、 廃 棄 物 管 理 施

設 の 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 に 引 き 渡 す ま で の 間 一 時 保 管 す る 保 管

廃 棄 設 備 を 、 廃 液 処 理 棟 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟

Ⅱ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ 、 α 固 体 処 理 棟 、 廃

液 貯 留 施 設 Ⅰ 、 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 α 一 時

格納庫、管理機械棟に設ける。  

保 管 廃 棄 設 備 は 、 金 属 製 の 保 管 容 器 で 、 廃 棄 物 発 生 に 伴 い 一 時 保

管 し 、 受 入 れ 施 設 に 引 き 渡 す ま で の 間 保 管 す る た め に 十 分 な 容 量 を

有する設計とする。  

各 施 設 の 廃 棄 物 の 発 生 量 と 保 管 廃 棄 設 備 の 容 量 を 表 １ ７ － ２ に 示

す。  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 廃 棄 物 の 発 生 か ら 処 理 及 び 保 管 ま で の 定

量 的 な 情 報 を 廃 棄 物 処 理 フ ロ ー に 付 記 す る と と も に 、 保 管 廃 棄 の 状

態 を 別 紙 １ ７ － １ 示 す 。 な お 、 発 生 量 、 中 間 処 理 数 量 は 、 平 成 ２ ８

年度実績値、保管量／許可数量は、平成２８年度末の値である。  

 

ホ ) 液体廃棄物の廃棄施設について（解釈第１７条第２項）  

液体廃棄物の処理施設で受け入れる 液体廃棄物のアルファ線を放

出する放射性物質濃度は、 3.7×10- 1 ㏃ /㎝ ³未満としており、液体廃

棄物の廃棄施設から排出する液体廃 棄物の濃度をこの濃度限度未満

とするため、α固体処理棟予備処理 装置で予備処理を行う。予備処

理は、ろ過器でろ過したろ液を化学  

（ 削 る ）  
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〔添付書類五〕 

（第十七条－２２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

一 切 受 入 れ な い こ と か ら 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 固 体 集 積 保 管

場 Ⅱ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ 及 び α 固 体 貯 蔵 施

設 を 評 価 対 象 と す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 に つ い て は 、 一 部 は 廃

棄 体 と な ら ず に 一 般 排 水 す る こ と 、 処 理 の 過 程 で 処 理 能 力 の 小

さ い 設 備 の 手 前 で は 液 体 廃 棄 物 が 滞 留 す る こ と か ら 、 廃 液 貯 槽

Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の う ち 濃 縮 液 受 槽 、 化 学 処 理

装 置 の う ち ス ラ ッ ジ 貯 槽 及 び セ メ ン ト 固 化 装 置 の う ち ス ラ ッ ジ

槽を評価対象とする。これらの線源条件を第 5.3.1表に示す。  

 

 

計 算 は 、 保 守 側 に 廃 棄 物 管 理 施 設 の 着 目 核 種 の う ち 、 ガ ン マ

線の実効エネルギが最も大きい 60Coのエネルギを用いる。  

(2) 計算地点  

線 量 の 計 算 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 に お い て 環 境 に 及 ぼ す 影 響 が

最も大きくなる第 5.3.1図に示す周辺監視区域外の地点とする。  

 

5.3.2 計算方法  

直 接 線 は 、 点 減 衰 核 計 算 コ ー ド （ Ｑ Ａ Ｄ ） を 用 い て 計 算 す

る 。 ス カ イ シ ャ イ ン 線 は 、 ス カ イ シ ャ イ ン ガ ン マ 線 計 算 コ ー ド

シ ス テ ム Ｂ Ｃ Ｇ 等 に よ り 二 次 元 輸 送 計 算 コ ー ド （ Ｄ Ｏ Ｔ ） を 用

い て 計 算 す る 。 な お 、 廃 棄 物 の 容 器 表 面 線 量 率 か ら 放 射 能 量 を

算出するのは点減衰核計算コード（ＱＡＤ）を用いる。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 計 算 地 点 に お け る 実 効 線 量 の 算 出 に 当 た

り 、 収 容 す る 建 家 の 躯 体 の 遮 蔽 を 考 慮 す る と と も に 、 管 理 施 設

の 評 価 に お い て は 、 遮 蔽 壁 及 び 積 載 方 法 な ど 廃 棄 体 の 適 切 な 配

置 を 考 慮 す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 は 主 に 貯 槽 や 建 家 の コ ン ク リ

ー ト 壁 を 考 慮 す る 。 さ ら に 直 接 線 の 計 算 で は 、 評 価 地 点 と 建 家

との標高差から土壌も考慮する。  

 

5.3.3 計算結果  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 か ら の 実 効

線量は、第  
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（第十七条－２４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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（第十七条－３１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

表１７－２  各施設の廃棄物の発生量と保管廃棄設備の容量  

施設  廃棄物発生量  

（ｍ 3/月） ＊  

保管廃棄設備の容

量  

（ｍ 3）  

廃液処理棟  0.74 0.83 

β ・ γ 固 体 処 理

棟Ⅰ  

0.20 1.45 

β ・ γ 固 体 処 理

棟Ⅱ  

0.02 0.7 

β ・ γ 固 体 処 理

棟Ⅲ  

0.445 5.12 

β ・ γ 固 体 処 理

棟Ⅳ  

0.32 1.45 

α固体処理棟  0.04 0.76 

廃液貯留施設Ⅰ  0.27 0.83 

有 機 廃 液 一 時 格

納庫  

0 0.22 

β ・ γ 一 時 格 納

庫Ⅰ  

0 0.17 

α一時格納庫  0 0.17 

管理機械棟  0 0.17 

＊：平成 25 年度の月平均  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（第十八条－７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

してある非常系電源設備から給電を受けられる設計とする。  

廃 棄 物 管 理 施 設 内 の ケ ー ブ ル 、 ケ ー ブ ル ト レ イ 、 ダ ク ト 、 配 電

盤 等 は 、 実 用 上 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃 性 材 料 を 使 用 し 、 壁 貫

通箇所等のうちの要部には延焼防止措置を施す。  

ま た 、 落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 先

端部、有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 屋 根 部 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 先

端 部 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 屋 根 部 及 び 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 排 気 筒

に避雷設備を設ける。  

8.5.3.5 試験検査  

予備電源は、定期的に試験及び検査を行う。  

 

8.5.3.6 評   価  

(1) 本設備は、廃棄物管理施設の操作及び保安に必要な電源とし

て、商用系及び非常系の 2 系統が供給される設計とする。  

(2)   外 部 電 源 喪 失 時 に 安 全 上 必 要 な 監 視 、 警 報 、 通 信 連 絡 に 使

用する設備に予備電源から給電する設計とする。また、外部電

源喪失時にも負圧を維持するα固体処理棟のαホール及びα焼

却装置並びに固体廃棄物減容処理施設の減容処理設備、管理区

域 系 排 気 設 備 、 セ ル 系 排 気 設 備 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設

備、フード系排気設備、予備系排気設備、計測制御系統施設及

び放射線管理施設には、建屋内に設置する予備電源からの給電

も受けられる設計とする。  

(3) 廃棄物管理施設内の配電材料は、実用上可能な限り不燃性又

は難燃性材料を使用する設計とする。  

(4) 落雷による火災を防止するために避雷設備を排気筒等に設け

る設計とする。  

(5) 固体廃棄物減容処理施設の発電装置の燃料供給槽及び配管系

統 は 、 漏 え い 防 止 を 考 慮 し て 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る と と も

に、消防法に基づく設計とする。  

 

してある非常系電源設備から給電を受けられる設計とする。  

廃 棄 物 管 理 施 設 内 の ケ ー ブ ル 、 ケ ー ブ ル ト レ イ 、 ダ ク ト 、 配 電

盤 等 は 、 実 用 上 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃 性 材 料 を 使 用 し 、 壁 貫

通箇所等のうちの要部には延焼防止措置を施す。  

ま た 、 落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 先 端

部 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 先 端 部 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 屋 根 部 及

び固体廃棄物減容処理施設排気筒に避雷設備を設ける。  

 

8.5.3.5 試験検査  

予備電源は、定期的に試験及び検査を行う。  

 

8.5.3.6 評   価  

(1) 本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 操 作 及 び 保 安 に 必 要 な 電 源 と し

て、商用系及び非常系の 2 系統が供給される設計とする。  

(2)  外部電源喪失時に安全上必要な監視、警報、通信連絡に使用

す る 設 備 に 予 備 電 源 か ら 給 電 す る 設 計 と す る 。 ま た 、 外 部 電 源

喪 失 時 に も 負 圧 を 維 持 す る α 固 体 処 理 棟 の α ホ ー ル 及 び α 焼 却

装 置 並 び に 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 、 管 理 区 域

系 排 気 設 備 、 セ ル 系 排 気 設 備 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設 備 、

フ ー ド 系 排 気 設 備 、 予 備 系 排 気 設 備 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放

射 線 管 理 施 設 に は 、 建 屋 内 に 設 置 す る 予 備 電 源 か ら の 給 電 も 受

けられる設計とする。  

(3) 廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 配 電 材 料 は 、 実 用 上 可 能 な 限 り 不 燃 性 又

は難燃性材料を使用する設計とする。  

(4) 落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に 避 雷 設 備 を 排 気 筒 等 に 設 け

る設計とする。  

(5) 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 発 電 装 置 の 燃 料 供 給 槽 及 び 配 管 系

統 は 、 漏 え い 防 止 を 考 慮 し て 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る と と も

に、消防法に基づく設計とする。  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第十九条（通信連絡設備等）  

事 業 所 に は 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 が 発 生 し た 場 合 に お

い て 事 業 所 内 の 人 に 対 し 必 要 な 指 示 が で き る よ う 、 警 報 装 置 及

び通信連絡設備を設けなければならない。  

 

２  事業所には、安全設計上想定される事故が発生した場合にお

い て 事 業 所 外 の 通 信 連 絡 を す る 必 要 が あ る 場 所 と 通 信 連 絡 が

できるよう、通信連絡設備を設けなければならない。  

 

３  廃棄物管理施設には、事業所内の人の退避のための設備を設

けなければならない。  

 

適合のための設計方針  

第１項について  

固体廃棄物減容処理施設を除く廃棄物管理施設には、安全設計上想

定される事故が発生した場合において、事業所内の人に対し必要な指

示ができるよう、警報装置及び管理機械棟から固体廃棄物減容処理施

設を除く施設内各所に通報するための通信連絡設備として、放送設備

及 び 施 設 内 各 所 間 で 相 互 に 連 絡 を 行 う た め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け

る。また、固体廃棄物減容処理施設には、事故が発生した場合におい

て、事業所内の人に対し必要な指示ができるよう、警報装置及び建家

内各所に通報するための通信連絡設備として、放送設備及び相互に連

絡を行うためのページング設備を設ける設計とする。  

 

 

これら放送設備及びページング設備には、外部電源喪失時において

も確実に通信連絡できるよう予備電源から電気が供給できるものとす

る。  

 

 

 

第十九条（通信連絡設備等）  

事業所には、安全設計上想定される 事故が発生した場合におい

て事業所内の人に対し必要な指示が できるよう、警報装置及び通

信連絡設備を設けなければならない。  

 

２  事 業 所 に は 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 が 発 生 し た 場 合 に お

い て 事 業 所 外 の 通 信 連 絡 を す る 必 要 が あ る 場 所 と 通 信 連 絡 が

できるよう、通信連絡設備を設けなければならない。  

 

３  廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 事 業 所 内 の 人 の 退 避 の た め の 設 備 を 設

けなければならない。  

 

適合のための設計方針  

第１項について  

固体廃棄物減容処理施設を除く廃棄物管理施設には、安全設計上想

定される事故が発生した場合において、施設内の人に対し必要な指示

ができるよう、警報装置及び管理機械棟から固体廃棄物減容処理施設

を除く施設内各所に通報するための通信連絡設備として、放送設備及

び施設内各所間で相互に連絡を行うためのページング設備を設ける。

また、固体廃棄物減容処理施設には、事故が発生した場合において、

建家内の人に対し必要な指示ができるよう、警報装置及び建家内各所

に通報するための通信連絡設備として、放送設備及び相互に連絡を行

うためのページング設備を設ける設計とする。  

また、事業所内に居る全ての人に対し的確に指示ができるように、

事業所内に構内一斉放送設備を設ける設計とする。  

これら放送設備及びページング設備並びに構内一斉放送設備には、

外部電源喪失時においても確実に通信連絡できるよう予備電源から電

気が供給できるものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の明確化  

 

 

 

 

記載の明確化  

 

 

記載の明確化  

 

記載の明確化  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十九条－２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第２項について  

安全設計上想定される事故が発生した場合において事業所外の通信

連絡をする必要がある場所と通信連絡ができるよう、外線電話及び外

線ＦＡＸの交換機を経由する回線及びメタル回線、携帯電話（災害時

優先電話）及び衛星携帯電話の多様な方法による通信連絡ができる設

計としており、外部電源喪失時においても事業所の外部と確実に通報

連絡ができるものとする。  

 

 

 

第３項について  

廃棄物管理施設は、事業所内の人の退避のための設備として、外部

電源喪失時においても、予備電源又は内蔵した電源で機能する避難用

の照明を設備し、単純、明確かつ永続的な標識を付けた安全避難通路

を予備電源から設ける設計とする。  

 

 

添付書類五の下記項目参照  

その他設備  （ 8.5 項）  

 

 

 

第２項について  

安全設計上想定される事故が発生した場合において事業所外の通信

連絡をする必要がある場所と通信連絡ができるよう、外線電話及び外

線ＦＡＸの交換機を経由する回線及びメタル回線、携帯電話（災害時

優先電話）及び衛星携帯電話の多様な方法による通信連絡ができる設

計としており、外部電源喪失時においても事業所の外部と確実に通報

連絡ができるものとする。  

また、廃棄物管理施設用（固体廃棄物減容処理施設を除く。）及び

固体廃棄物減容処理施設用の施設外への通信連絡設備を設ける設計と

する。  

第３項について  

廃棄物管理施設は、事業所内の人の退避のための設備として、外部

電源喪失時においても、予備電源又は内蔵した電源で機能する避難用

の照明を設備し、単純、明確かつ永続的な標識を付けた安全避難通路

を設ける設計とする。  

 

 

添付書類五の下記項目参照  

その他設備  （ 8.5 項）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の明確化  

 

 

 

 

 

 

記載の適正化  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十九条－７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(3) 安全避難通路は外部電源喪失時においても機能する照明を設

備し、単純、明確かつ永続的な標識を付ける設計とする。  

 

8.5.4 通信連絡設備  

8.5.4.1 概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 に 通 報 又

は連絡を行うための多様な通信連絡設備を設ける。  

 

8.5.4.2 設計方針  

(1) 本設備は、管理機械棟から固体廃棄物減容処理施設を除く廃

棄物管理施設の施設内各所への通報及び施設内各所間の相互連

絡が行えるよう多様性を備えた設計とする。また、固体廃棄物

減容処理施設においては、建家内各所への通報及び建家内各所

間の相互連絡が行えるよう多様性を備えた設計とする。  

(2) 本設備は、廃棄物管理施設と廃棄物管理施設外の必要箇所と

の通報連絡を行えるよう多様性を備えた設計とする。  

 

 

 

 

 

 

8.5.4.3 主要設備の仕様  

通信連絡設備の主要設備の仕様を第 8.5.3 表に示す。  

 

8.5.4.4 主要設備  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 管理機

械 棟 か ら 施 設 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 施 設 内 で 相

互に連絡を行うた  

(3) 安 全 避 難 通 路 は 外 部 電 源 喪 失 時 に お い て も 機 能 す る 照 明 を 設

備し、単純、明確かつ永続的な標識を付ける設計とする。  

 

8.5.4 通信連絡設備  

8.5.4.1 概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 に 通 報 又

は連絡を行うための多様な通信連絡設備を設ける。  

 

8.5.4.2 設計方針  

(1) 本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃

棄 物 管 理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連

絡 が 行 え る よ う 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物

減 容 処 理 施 設 に お い て は 、 建 家 内 各 所 へ の 通 報 及 び 建 家 内 各 所

間の相互連絡が行えるよう多様性を備えた設計とする。  

ま た 、 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確 に 指 示 が で き る よ

うに、事業所内に構内一斉放送設備を設ける設計とする。  

(2) 本設備は、廃棄物管理施設用（固体廃棄物減容処理施設を除

く。）及び固体廃棄物減容処理施設用の施設外への通信連絡設

備を備えた設計とする。  

(3) 本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 と 廃 棄 物 管 理 施 設 外 の 必 要 箇 所 と

の通報連絡を行えるよう多様性を備えた設計とする。  

 

8.5.4.3 主要設備の仕様  

通信連絡設備の主要設備の仕様を第 8.5.3 表に示す。  

 

8.5.4.4 主要設備  

固体廃棄物減容処理施設を除く廃棄物管理施設には、管理機械棟

から施設内各所に通報するための放 送設備及び施設内で相互に連絡

を行うた  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の明確化  

 

通 信 連 絡 設 備 に 係 る

記載の見直し  

 

号番号の繰下げ  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設

に お い て は 、 建 家 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 相 互 に 連

絡を行うためのページング設備を設ける。  

ま た 、 施 設 外 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 う た め 、 加 入 電 話 設 備 及 び

所内内線設備を設ける。  

 

 

8.5.4.5 試験検査  

本 設 備 の う ち 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 に つ い て は 、 定 期 的

に作動検査を実施する。  

 

8.5.4.6 評   価  

(1) 本設備は、管理機械棟から固体廃棄物減容処理施設を除く廃

棄物管理施設の施設内各所への通報及び施設内各所間の相互連

絡が行えるよう、放送設備及びページング設備を設ける設計と

する。また、固体廃棄物減容処理施設においては、建家内各所

への通報及び相互連絡が行えるよう、放送設備及びページング

設備を設ける設計とする。  

(2)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 え

る よ う に 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内 線 設 備 を 設 け 、 多 様 性 を

備えた設計とする。  

 

 

 

 

 

 

め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設

に お い て は 、 建 家 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 相 互 に 連

絡を行うためのページング設備を設ける。  

ま た 、 施 設 外 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 う た め 、 加 入 電 話 設 備 及 び

所 内 内 線 設 備 並 び に 事 故 時 に 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確

に指示ができるように、事業所内に構内一斉放送設備を設ける。  

 

8.5.4.5 試験検査  

本 設 備 の う ち 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 に つ い て は 、 定 期 的

に作動検査を実施する。  

 

8.5.4.6 評   価  

(1) 本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃

棄 物 管 理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連

絡 が 行 え る よ う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 設 計 と

す る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い て は 、 建 家 内 各 所

へ の 通 報 及 び 相 互 連 絡 が 行 え る よ う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ

設備を設ける設計とする。  

ま た 、 事 故 時 に 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確 に 指 示 が

で き る よ う に 、 事 業 所 内 に 構 内 一 斉 放 送 設 備 を 設 け る 設 計 と す

る。  

(2) 本設備は、廃棄物管理施設用（固体廃棄物減容処理施設を除

く。）及び固体廃棄物減容処理施設用の施設外への通信連絡設

備を設ける設計とする。  

(3) 本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 え る

よ う に 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内 線 設 備 を 設 け 、 多 様 性 を 備 え

た設計とする。  

 

 

 

 

 

 

記載の明確化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の明確化  

 

 

通 信 連 絡 設 備 に 係 る

記載の見直し  

 

号番号の繰下げ  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

＜第十九条まとめ資料＞  

（解釈第１９条第４項、第５項）  

固体廃棄物減容処理施設を除く廃棄物管理施設には、管理機械棟から

固体廃棄物減容処理施設を除く施設内各所に通報するための放送設備及

び施設内各所間で相互に連絡を行うためのページング設備を設ける。ま

た、固体廃棄物減容処理施設には、建家内各所に通報するための放送設

備 及 び 相 互 に 連 絡 を 行 う た め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。 （ 本 文 ト

(6)c）及び添付書類五 8.5.4 項参照）  

 

 

これら放送設備及びページング設備には、外部電源喪失時においても

確実に通信連絡できるよう予備電源から電気が供給できるものとしてい

る。  

また、施設外必要箇所との連絡を行うため、加入電話設備及び所内内

線設備を設ける。これらの設備は、外部電源喪失時に電源を給電する発

電機を備えている。  

事業所の通信連絡設備は、外線電話及び外線ＦＡＸの交換機を経由す

る回線及びメタル回線、携帯電話（災害時優先電話）及び衛星携帯電話

の多様な方法による通信連絡ができる設計としており、外部電源喪失時

においても事業所の外部と確実に通報連絡ができるものとしている。  

 

通信連絡設備について、他の原子力施設と共用している設備に関する

責任分界点、外部電源喪失時における対応及び日常における保守管理内

容を表１９－１に示す。また、連絡対象箇所、連絡手段及び多様性の観

点から整理したものを表１９－２に示す。  

 

（解釈第１９条第２項、第３項）  

 

 

（ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

規則第十九条第１項に関しては、ブザー等を備える事業所内の構内放

送設備により的確に指示ができる。  

規則十九条第２項に関しては、廃棄物管理施設にあるメタル回線、交

換機経由の外線及び衛星携帯電話により事業所外の通信連絡をする必要

がある場所との通信連絡ができる。所内の連絡については、内線電話の

ほか、加入電話から直接連絡することができる。  

各設備の多様性に関しては、放送設備とページング設備による一斉指

示及び加入電話設備と所内内線設備による所内外との通信連絡により多

様性を有する。  

以上のことから規則第十九条及び同規則解釈の基準に適合する。  

 

 

 

 

 

 （ 削 る ）  

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－１１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

表 １ ９ － １  他 の 原 子 力 施 設 と 共 用 し て い る 通 信 連 絡 設 備 に つ い て  

通 信 連 絡 設 備  所 掌  責 任 分 界 点  
外 部 電 源 喪 失 時

に お け る 対 応  

日 常 に お け

る 保 守 管 理  

放 送 設 備  

 

構 内 放

送  

研 究 所  管 理 機 械 棟 放

送 設 備 主 装 置  

発 電 機 か ら の 給

電 に よ り 機 能 維

持  

通 常 の 使 用

時 に 放 送 ・

通 話 状 態 確

認  廃 棄 物

管 理 施

設  

可 搬 型 発 電 機 か

ら の 給 電 に よ り

機 能 維 持  

ペ ー ジ ン グ 設 備  廃 棄 物

管 理 施

設  

 

加 入 電 話 設

備  

メ タ ル

回 線 電

話 、 Ｆ

Ａ Ｘ  

研 究 所   発 電 機 か ら の 給

電 に よ り 機 能 維

持  

通 常 の 使 用

時 に 通 話 状

態 確 認  

交 換 機

経 由 外

線 電

話 、 Ｆ

Ａ Ｘ  

研 究 所  電 話 機 が 設 置

さ れ た 場 所 に

よ る  
廃 棄 物

管 理 施

設  

携 帯 電

話 （ 災

害 時 優

先 電

話 ）  

研 究 所  配 付 さ れ た 電

話 機 の 場 所 に

よ る  

発 電 機 か ら の 給

電 に よ り 充 電 し

機 能 維 持  

廃 棄 物

管 理 施

設  

可 搬 型 発 電 機 か

ら の 給 電 に よ り

充 電 し 機 能 維 持  

衛 星 携

帯 電 話  

研 究 所   発 電 機 か ら の 給

電 に よ り 充 電 し

機 能 維 持  

所 内 内 線 設

備  

 

内 線 電

話 、 Ｆ

Ａ Ｘ  

研 究 所  電 話 機 が 設 置

さ れ た 場 所 に

よ る  

発 電 機 か ら の 給

電 に よ り 機 能 維

持  

通 常 の 使 用

時 に 通 話 状

態 確 認  

廃 棄 物

管 理 施

設  

Ｐ Ｈ Ｓ  研 究 所  配 付 さ れ た 電

話 機 の 場 所 に

よ る  

 

 

 

 

 

 

（ 削 る ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 



〔添付書類五〕 

（第十七条－１２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

表 １ ９ － ２  通 信 連 絡 設 備 の 設 置 箇 所 及 び 連 絡 手 段 に つ い て  

通 信 連 絡 設 備  設 置 箇 所  連 絡 対 象 箇 所  連 絡 手 段  多 様 性  

放 送 設 備  

 

構 内 放 送  研 究 所  

（ 共 用 ）  

事 業 所 内 各 所  一 斉 放 送  放 送 設 備 と ペ

ー ジ ン グ 設 備

で は 一 斉 放 送

可 能 な た め 、

多 様 性 を 有 す

る 。  

廃 棄 物 管

理 施 設  

（ 専 用 ）  

廃 棄 物 管 理 施

設 内 各 所  

廃 棄 物 管 理

施 設 内 一 斉

放 送  

ペ ー ジ ン グ 設 備  廃 棄 物 管

理 施 設  

（ 専 用 ）  

廃 棄 物 管 理 施

設 内 各 所  

通 話 、 呼 び

出 し 機 能

（ 一 斉 放 送

可 ）  

加 入 電 話

設 備  

メ タ ル 回

線 電 話 、

Ｆ Ａ Ｘ  

研 究 所  

（ 共 用 ）  

事 業 所 外 の 通

信 連 絡 を す る

必 要 が あ る 場

所  

通 話 、 Ｆ Ａ

Ｘ  

事 業 所 外 の 通

信 連 絡 で 多 様

性 を 有 す る 。  
廃 棄 物 管

理 施 設  

（ 専 用 ）  

交 換 機 経

由 外 線 電

話 、 Ｆ Ａ

Ｘ  

研 究 所  

（ 共 用 ）  

衛 星 携 帯

電 話  

研 究 所  

（ 共 用 ）  

通 話  

携 帯 電 話

（ 災 害 時

優 先 電

話 ）  

研 究 所  

（ 共 用 ）  

事 業 所 外 の 通

信 連 絡 を す る

必 要 が あ る 場

所 又 は 事 業 所

内 各 所  

事 業 所 内 の 通

信 連 絡 で 多 様

性 を 有 す る 。  

廃 棄 物 管

理 施 設  

（ 専 用 ）  

所 内 内 線

設 備  

内 線 電

話 、 Ｆ Ａ

Ｘ  

研 究 所  

（ 共 用 ）  

事 業 所 内 各 所  通 話 、 Ｆ Ａ

Ｘ  

Ｐ Ｈ Ｓ  通 話  
 

 

（ 削 る ）  

 

 

各 条 ま と め 資 料 の 統

合を図るため削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-１-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

リ ー ト 製 で 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被

ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は 約 0.4m 相 当 と す

る 。  

建 家 の 床 面 は 、 近 傍 の 周 辺 監 視 区 域 境 界 の 地 表 面 よ り 低 い 位 置 に 設 置

す る 。 ま た 、 周 辺 監 視 区 域 境 界 に 面 す る 側 は 土 に 接 し た 擁 壁 と し て 、 土

と 壁 に よ る 遮 蔽 効 果 を 期 待 で き る 設 計 と す る 。  

(5) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ド ラ ム 缶 を 容 器 と し た 廃 棄

物 パ ッ ケ ー ジ （ 以 下 「 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 」 と い う 。 ） を 収 容

す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一

般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ

れ 約 0.4m 及 び 約 0.1m と す る 。  

(6) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 及 び 鋼 板 を 角 型 容 器 と し た 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ （ 以 下 「 角 型 鋼 製 廃 棄 物

パ ッ ケ ー ジ 」 と い う 。 ） を 収 容 す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住 の 可

能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設

備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ れ 約 0.4m 及 び 約 0.1m と す る 。  

(7) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ を 収 容

す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一

般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ

れ 約 0.4m 及 び 約 0.35m と す る 。  

 (8)  α 固 体 貯 蔵 施 設 の 遮 蔽  

α 固 体 貯 蔵 施 設 の 保 管 体 を 収 容 す る 貯 蔵 設 備 は 、 躯 体 の 上 部 を 重 コ ン

ク リ ー ト 造 で 、 貯 蔵 孔 を 閉 鎖 す る た め の プ ラ グ を 重 コ ン ク リ ー ト 製 と

し 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被 ば く を 低 減

す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 そ の 厚 さ は 約 0.6～ 約 0.8m と す る 。  

 

リ ー ト 製 で 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被

ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は 約 0.4m 相 当 と す

る 。  

建 家 の 床 面 は 、 近 傍 の 周 辺 監 視 区 域 境 界 の 地 表 面 よ り 低 い 位 置 に 設 置

す る 。 ま た 、 周 辺 監 視 区 域 境 界 に 面 す る 側 は 土 に 接 し た 擁 壁 と し て 、 土

と 壁 に よ る 遮 蔽 効 果 を 期 待 で き る 設 計 と す る 。  

(5) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ド ラ ム 缶 を 容 器 と し た 廃 棄

物 パ ッ ケ ー ジ （ 以 下 「 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 」 と い う 。 ） を 収 容

す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一

般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ

れ 約 0.4m 及 び 約 0.1m と す る 。  

(6) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 及 び 鋼 板 を 角 型 鋼 製 容 器 と し た 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ （ 以 下 「 角 型 鋼 製 廃

棄 物 パ ッ ケ ー ジ 」 と い う 。 ） を 収 容 す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住

の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮

蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ れ 約 0.4m 及 び 約 0.1m と す る 。  

(7) 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ の 遮 蔽  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ は 、 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ を 収 容

す る 建 家 の 壁 及 び 屋 根 は 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一

般 公 衆 の 被 ば く を 低 減 す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 厚 さ は そ れ ぞ

れ 約 0.4m 及 び 約 0.35m と す る 。  

 (8)  α 固 体 貯 蔵 施 設 の 遮 蔽  

α 固 体 貯 蔵 施 設 の 保 管 体 を 収 容 す る 貯 蔵 設 備 は 、 躯 体 の 上 部 を 重 コ ン

ク リ ー ト 造 で 、 貯 蔵 孔 を 閉 鎖 す る た め の プ ラ グ を 重 コ ン ク リ ー ト 製 と

し 、 人 の 居 住 の 可 能 性 の あ る 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 被 ば く を 低 減

す る た め の 遮 蔽 設 備 と し て 設 計 し 、 そ の 厚 さ は 約 0.6～ 約 0.8m と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-１-９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

1.4 放 射 性 物 質 等 の 閉 じ 込 め に 関 す る 設 計  

(1)  廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 性 物 質 に よ る 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 に 対 し て

は 、 排 気 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2)  排 気 設 備 は 、 空 気 が 、 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 か ら そ の 外 部 へ 流 れ 難

い 設 計 と す る 。  

(3)  放 射 性 物 質 に よ る 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 は 、 汚 染 の 種 類 及 び 程 度 に

応 じ て 、 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 内 部 の 換 気 又 は 負 圧

維 持 を 行 い 、 区 画 の 内 部 の 空 気 が そ の 外 部 に 流 れ 難 い よ う に 設 計 す る 。  

換 気 又 は 負 圧 に 維 持 す る こ と に よ る 閉 じ 込 め 機 能 を 有 す る 設 備 は セ メ

ン ト 固 化 装 置 、 β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ 、 β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ 、 β ・ γ 焼 却 装

置 、 β ･γ 封 入 設 備 、 β ･γ 貯 蔵 セ ル 、 α 封 入 設 備 、 α 焼 却 装 置 、 α ホ ー

ル 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 予 備 処 理 装 置 、 分 析 フ ー ド 、 前 処 理 セ ル 、 焼 却 溶

融 セ ル 、 保 守 ホ ー ル 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液 貯 槽 と す る 。 こ の

内 、 α 封 入 設 備 、 α 焼 却 装 置 、 α ホ ー ル 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 予 備 処 理 装

置 は 、 β ・ γ 核 種 を 取 り 扱 う 設 備 よ り 負 圧 を 深 く し 、 隣 接 す る 区 域 の 空

気 は こ の 区 域 に 流 入 す る よ う に し て 、 他 の 区 域 へ 流 れ 難 い よ う に 設 計 す

る 。  

(4)  液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 は 、 漏 え い の 発 生 防 止 、 漏 え い の 早

期 検 出 及 び 拡 大 防 止 、 建 家 外 へ の 漏 え い 防 止 、 敷 地 外 へ の 管 理 さ れ な い

放 出 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 及 び 機 器 は 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 化 学 処 理 装

置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 排 水 監 視 設 備 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽 、 処

理 済 廃 液 貯 槽 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ で あ る 。 そ れ ぞ れ 、 ピ ッ ト や

堰 、 漏 え い 検 出 器 を 備 え る 設 計 と す る 。  

 

1.5 火 災 及 び 爆 発 の 防 止 に 関 す る 設 計  

火 災 に よ り 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 が 損 な わ れ る こ と を 防 止 す る た め 、

原 則 と し て 消 防 法 、 建 築 基 準 法 の 国 内 法 に 基 づ く と と も に 、 火 災 の 発 生 防

止 、 火 災 の 検 知 及 び 消 火 並 び に 火 災 の 影 響 の 軽 減 の 方 策 を 適 切 に 組 み 合 わ  

1.4 放 射 性 物 質 等 の 閉 じ 込 め に 関 す る 設 計  

(1)  廃 棄 物 管 理 施 設 の 放 射 性 物 質 に よ る 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 に 対 し て

は 、 排 気 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2)  排 気 設 備 は 、 空 気 が 、 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 か ら そ の 外 部 へ 流 れ 難

い 設 計 と す る 。  

(3)  放 射 性 物 質 に よ る 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 は 、 汚 染 の 種 類 及 び 程 度 に

応 じ て 、 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 内 部 の 換 気 又 は 負 圧

維 持 を 行 い 、 区 画 の 内 部 の 空 気 が そ の 外 部 に 流 れ 難 い よ う に 設 計 す る 。  

換 気 又 は 負 圧 に 維 持 す る こ と に よ る 閉 じ 込 め 機 能 を 有 す る 設 備 は セ メ

ン ト 固 化 装 置 、 β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ 、 β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ 、 β ・ γ 焼 却 装

置 、 β ･γ 封 入 設 備 、 β ･γ 貯 蔵 セ ル 、 α 封 入 設 備 、 α 焼 却 装 置 、 α ホ ー

ル 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 予 備 処 理 装 置 、 分 析 フ ー ド 、 前 処 理 セ ル 、 焼 却 溶

融 セ ル 、 保 守 ホ ー ル 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液 貯 槽 と す る 。 こ の

内 、 α 封 入 設 備 、 α 焼 却 装 置 、 α ホ ー ル 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 予 備 処 理 装

置 は 、 β ・ γ 核 種 を 取 り 扱 う 設 備 よ り 負 圧 を 深 く し 、 隣 接 す る 区 域 の 空

気 は こ の 区 域 に 流 入 す る よ う に し て 、 他 の 区 域 へ 流 れ 難 い よ う に 設 計 す

る 。  

(4)  液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 は 、 漏 え い の 発 生 防 止 、 漏 え い の 早

期 検 出 及 び 拡 大 防 止 、 建 家 外 へ の 漏 え い 防 止 、 敷 地 外 へ の 管 理 さ れ な い

放 出 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 及 び 機 器 は 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置

Ⅱ 、 排 水 監 視 設 備 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 、 廃

液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ で あ る 。 そ れ ぞ れ 、 ピ ッ ト や 堰 、 漏 え い 検 出 器 を

備 え る 設 計 と す る 。  

 

1.5 火 災 及 び 爆 発 の 防 止 に 関 す る 設 計  

火 災 に よ り 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 が 損 な わ れ る こ と を 防 止 す る た め 、

原 則 と し て 消 防 法 、 建 築 基 準 法 の 国 内 法 に 基 づ く と と も に 、 火 災 の 発 生 防

止 、 火 災 の 検 知 及 び 消 火 並 び に 火 災 の 影 響 の 軽 減 の 方 策 を 適 切 に 組 み 合 わ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-１-１９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

又 は 森 林 火 災 等 の う ち 、  

(1)地 滑 り 、 山 崩 れ 、 陥 没 に つ い て は 、 敷 地 の 調 査 結 果 か ら 、 想 定 す る

必 要 は な い 。 ま た 、 積 雪 や 凍 結 に つ い て も 敷 地 付 近 の 気 候 の 調 査 結

果 か ら 、 考 慮 す る 必 要 は な い 。  

(2)台 風 、 洪 水 、 落 雷 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 を 損 な う こ

と の な い よ う に 適 切 な 管 理 を 行 う の で 、 施 設 の 安 全 機 能 が 損 な わ れ

る お そ れ は な い 。  

(3)敷 地 及 び そ の 周 辺 に お け る 影 響 が 最 も 大 き い 竜 巻 と し て 、 1979年 5月

27日 に 旭 村 （ 現  鉾 田 市 ） で 発 生 し 大 洗 町 で 消 滅 し た 藤 田 ス ケ ー ル F1

～ F2の 竜 巻 が あ る こ と か ら 、 評 価 に 用 い た 最 大 風 速 は F2の 最 大 で あ

る 69m/sと し た 。  

全 て の 施 設 を 対 象 に 影 響 を 評 価 し た 結 果 、 事 前 の 廃 棄 物 の 退 避 が

困 難 な 廃 棄 物 の 処 理 又 は 保 管 を 行 う 施 設 の 主 要 な 安 全 機 能 で あ る 遮

蔽 機 能 及 び 閉 じ 込 め 機 能 を 有 す る 設 備 等 は 、 飛 来 物 と な り 得 る 設 備

の 固 縛 や 評 価 対 象 設 備 へ の 飛 来 物 の 衝 突 を 防 ぐ 設 備 の 設 置 に よ り 、

構 造 健 全 性 が 維 持 さ れ る よ う に 措 置 を 講 じ る 。  

消 火 設 備 の う ち 遠 隔 操 作 に よ り 消 火 を 行 う ガ ス 消 火 設 備 （ 自 動 消

火 設 備 を 含 む ） に つ い て は 、 屋 外 に 敷 設 し て い る 配 管 の 損 傷 を 防 止

す る た め の 対 策 を 講 じ る 。  

そ の 他 の 安 全 機 能 に つ い て は 、 地 震 後 の 施 設 の 点 検 と 同 様 、 竜 巻

襲 来 後 に は 施 設 を 点 検 す る こ と や 、 一 部 に つ い て は 、 構 造 健 全 性 が

維 持 さ れ る 代 替 設 備 ・ 機 器 （ 通 信 連 絡 設 備 に お い て は 無 線 連 絡 設

備 、 放 射 線 管 理 設 備 に つ い て は サ ー ベ イ メ ー タ 、 消 火 設 備 に つ い て

は 消 火 器 や 消 火 栓 設 備 ） に よ り 、 人 員 が 現 場 に 駆 け つ け て 対 応 で き

る こ と を 含 め 、 機 能 を 有 す る 設 備 の 構 造 健 全 性 が 維 持 さ れ る よ う に

措 置 を 講 じ る 。  

ま た 、 代 替 設 備 ・ 機 器 に よ り 、 人 員 が 駆 け つ け て 対 応 す る 施 設 に

つ い て は 、 施 設 の 損 傷 に あ っ て も 公 衆 被 曝 の リ ス ク が 小 さ い こ と

（ 0.5μ Sv未 満 ） か ら 、 「 原 子 力 発 電 所 の 竜 巻 影 響 評 価 ガ イ ド 」 を 参

考 に 、 年 超 過 確 率 を 10- 4と し て 最 大 風 速 を 評 価 （ 35m/s） し 、 F1ク ラ

ス の 最 大 風 速 で あ る 49m/sに お い て 、 施 設 の 構 造 健 全 性 を 維 持 し 、 機

能 を 維 持 す る 設 計 と す る 。  

(4)火 山 影 響 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に 近 い 火 山 か ら の 降 下 火 砕

物 の 影 響 を 考 慮 し て も 施 設 の 健 全 性 は 維 持 さ れ 、 安 全 機 能 が 損 な

わ れ  

又 は 森 林 火 災 等 の う ち 、  

(1)地 滑 り 、 山 崩 れ 、 陥 没 に つ い て は 、 敷 地 の 調 査 結 果 か ら 、 想 定 す る

必 要 は な い 。 ま た 、 積 雪 や 凍 結 に つ い て も 敷 地 付 近 の 気 候 の 調 査 結

果 か ら 、 考 慮 す る 必 要 は な い 。  

(2)台 風 、 洪 水 、 落 雷 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 を 損 な う こ

と の な い よ う に 適 切 な 管 理 を 行 う の で 、 施 設 の 安 全 機 能 が 損 な わ れ

る お そ れ は な い 。  

(3)敷 地 及 び そ の 周 辺 に お け る 影 響 が 最 も 大 き い 竜 巻 と し て 、 1979年 5月

27日 に 旭 村 （ 現  鉾 田 市 ） で 発 生 し 大 洗 町 で 消 滅 し た 藤 田 ス ケ ー ル F1

～ F2の 竜 巻 が あ る こ と か ら 、 評 価 に 用 い た 最 大 風 速 は F2の 最 大 で あ

る 69m/sと し た 。  

全 て の 施 設 を 対 象 に 影 響 を 評 価 し た 結 果 、 事 前 の 廃 棄 物 の 退 避 が

困 難 な 廃 棄 物 の 処 理 又 は 保 管 を 行 う 施 設 の 主 要 な 安 全 機 能 で あ る 遮

蔽 機 能 及 び 閉 じ 込 め 機 能 を 有 す る 設 備 等 は 、 飛 来 物 と な り 得 る 設 備

の 固 縛 や 評 価 対 象 設 備 へ の 飛 来 物 の 衝 突 を 防 ぐ 設 備 の 設 置 に よ り 、

構 造 健 全 性 が 維 持 さ れ る よ う に 措 置 を 講 じ る 。  

消 火 設 備 の う ち 遠 隔 操 作 に よ り 消 火 を 行 う ガ ス 消 火 設 備 （ 自 動 消

火 設 備 を 含 む ） に つ い て は 、 屋 外 に 敷 設 し て い る 配 管 の 損 傷 を 防 止

す る た め の 対 策 を 講 じ る 。  

そ の 他 の 安 全 機 能 に つ い て は 、 地 震 後 の 施 設 の 点 検 と 同 様 、 竜 巻

襲 来 後 に は 施 設 を 点 検 す る こ と や 、 一 部 に つ い て は 、 構 造 健 全 性 が

維 持 さ れ る 代 替 設 備 ・ 機 器 （ 通 信 連 絡 設 備 に お い て は 無 線 連 絡 設

備 、 放 射 線 管 理 設 備 に つ い て は サ ー ベ イ メ ー タ 、 消 火 設 備 に つ い て

は 消 火 器 や 消 火 栓 設 備 ） に よ り 、 人 員 が 現 場 に 駆 け つ け て 対 応 で き

る こ と を 含 め 、 機 能 を 有 す る 設 備 の 構 造 健 全 性 が 維 持 さ れ る よ う に

措 置 を 講 じ る 。  

 

 

 

 

 

 

(4)火 山 影 響 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に 近 い 火 山 か ら の 降 下 火 砕

物 の 影 響 を 考 慮 し て も 施 設 の 健 全 性 は 維 持 さ れ 、 安 全 機 能 が 損 な

わ れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維 持 す べ き 安 全 機 能 の

見 直 し  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-１-２３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(4) 廃 棄 物 管 理 施 設 の 設 備 、 系 統 及 び 機 器 は 、 平 常 時 に 予 想 さ れ る 温 度 、

圧 力 等 各 種 の 条 件 を 考 慮 し 、 適 切 な 余 裕 を も っ て 所 定 の 機 能 が 維 持 で き

る 設 計 と す る 。  

(5) 機 器 等 に つ い て は 、 使 用 条 件 等 に 応 じ て 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用

す る 設 計 と す る 。  

(6) 廃 棄 物 管 理 施 設 は 、 津 波 に よ る 遡 上 波 が 到 達 し な い 標 高 に 設 置 す る 。

廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 想 定 す る 津 波 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に 近 い 場 所 で

の 過 去 の 津 波 の う ち 最 大 の 高 さ と な る も の 及 び 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 以

降 に 評 価 し 想 定 し た 以 下 の 津 波 に よ る 。  

①  過 去 の 主 要 な 津 波 の 高 さ  

・ 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に よ る 大 洗 港 の 津 波 高 さ ： 約 4.3m 

・ 延 宝 地 震 津 波 （ 1677年 ） に お け る 大 洗 町 で の 推 定 浸 水 高 ： 5～ 6m 

 

②  評 価 ・ 想 定 し た 津 波  

・ 茨 城 県 が 国 土 交 通 省 の 津 波 浸 水 想 定 の 設 定 の 手 引 き に 基 づ き 評 価 し た

津 波 最 大 遡 上 高 ： 約 9m 

 

大 洗 研 究 所 に は 一 般 排 水 溝 が あ り 、 敷 地 東 側 の 鹿 島 灘 に 通 じ て い る 。

廃 棄 物 管 理 施 設 の 排 水 監 視 施 設 は 一 般 排 水 溝 と 接 続 さ れ て お り 、 津 波 が

発 生 し た 場 合 、 一 般 排 水 溝 か ら 津 波 が 遡 上 す る お そ れ が あ る が 、 一 般 排

水 溝 と 排 水 監 視 施 設 の 接 続 点 付 近 の 標 高 は 20m以 上 あ り 、 津 波 浸 水 想 定

に よ る 津 波 最 大 遡 上 高 約 9mに 比 べ て 十 分 高 い 位 置 に あ る こ と 、 排 水 監 視

施 設 と 一 般 排 水 溝 の 間 に は 閉 止 バ ル ブ が あ る こ と か ら 、 仮 に 津 波 が 一 般

排 水 溝 を 遡 上 し た と し て も 閉 止 バ ル ブ に よ り 排 水 監 視 施 設 に 逆 流 す る こ

と は な い 。  

 

1.10.2 品 質 保 証  

「 特 定 廃 棄 物 管 理 施 設 に 係 る 廃 棄 物 管 理 事 業 者 の 設 計 及 び 工 事 に 係  

(4) 廃 棄 物 管 理 施 設 の 設 備 、 系 統 及 び 機 器 は 、 平 常 時 に 予 想 さ れ る 温 度 、

圧 力 等 各 種 の 条 件 を 考 慮 し 、 適 切 な 余 裕 を も っ て 所 定 の 機 能 が 維 持 で き

る 設 計 と す る 。  

(5) 機 器 等 に つ い て は 、 使 用 条 件 等 に 応 じ て 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用

す る 設 計 と す る 。  

(6) 廃 棄 物 管 理 施 設 は 、 津 波 に よ る 遡 上 波 が 到 達 し な い 標 高 に 設 置 す る 。

廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 想 定 す る 津 波 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に 近 い 場 所 で

の 過 去 の 津 波 の う ち 最 大 の 高 さ と な る も の 及 び 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 以

降 に 評 価 し 想 定 し た 以 下 の 津 波 に よ る 。  

①  過 去 の 主 要 な 津 波 の 高 さ  

・ 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に よ る 大 洗 港 の 津 波 高 さ ： 約 4.3m 

・ 延 宝 地 震 津 波 （ 1677年 ） に お け る 大 洗 町 で の 推 定 浸 水 高 ： 5～ 6m 

 

②  評 価 ・ 想 定 し た 津 波  

・ 茨 城 県 が 国 土 交 通 省 の 津 波 浸 水 想 定 の 設 定 の 手 引 き に 基 づ き 評 価 し た

津 波 最 大 遡 上 高 ： 約 9m 

 

大 洗 研 究 所 に は 一 般 排 水 溝 が あ り 、 敷 地 東 側 の 鹿 島 灘 に 通 じ て い る 。

廃 棄 物 管 理 施 設 の 排 水 監 視 施 設 は 一 般 排 水 溝 と 接 続 さ れ て お り 、 津 波 が

発 生 し た 場 合 、 一 般 排 水 溝 か ら 津 波 が 遡 上 す る お そ れ が あ る が 、 一 般 排

水 溝 と 排 水 監 視 施 設 の 接 続 点 付 近 の 標 高 は 20m以 上 あ り 、 津 波 浸 水 想 定

に よ る 津 波 最 大 遡 上 高 約 9mに 比 べ て 十 分 高 い 位 置 に あ る こ と 、 排 水 監 視

施 設 と 一 般 排 水 溝 の 間 に は 閉 止 バ ル ブ が あ る こ と か ら 、 仮 に 津 波 が 一 般

排 水 溝 を 遡 上 し た と し て も 閉 止 バ ル ブ に よ り 排 水 監 視 施 設 に 逆 流 す る こ

と は な い 。  

 

1.10.2 品 質 マ ネ ジ メ ン ト  

「 原 子 力 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理 に 必 要 な 体 制 の 基  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直 し  

 



〔添付書類五〕 

（５-１-２４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

る 品 質 管 理 の 方 法 及 び そ の 検 査 の た め の 組 織 の 技 術 基 準 に 係 る 規 則 」

に 基 づ く と と も に 、 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検 査 の 各 段 階 に お い

て 、 以 下 の 方 針 で 適 切 な 品 質 保 証 活 動 を 実 施 す る 。  

(1) 品 質 保 証 活 動 に 参 画 す る 組 織 、 業 務 分 担 及 び 責 任 を 明 確 に し 、 確 実 に

品 質 保 証 活 動 を 遂 行 す る 。  

(2) 施 設 の 設 計 者 及 び 製 作 者 の 分 担 す る 品 質 保 証 活 動 が 正 し く 遂 行 さ れ る

こ と を 確 認 す る た め 、 こ れ に 関 す る 設 計 者 及 び 製 作 者 の 体 制 、 要 領 及 び

能 力 を 事 前 に 確 認 す る と と も に 、 実 施 状 況 に つ い て も 必 要 に 応 じ て 検 査

等 に よ り 確 認 す る 。  

ま た 、 施 設 の 設 計 者 及 び 製 作 者 の 外 注 品 に つ い て も 、 上 記 と 同 様 の 確

認 を 行 う 。  

(3) 仕 様 決 定 、 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検 査 の 各 段 階 で は 、 こ れ ら に

適 用 す る 法 令 、 規 格 及 び 基 準 の 要 求 並 び に 廃 棄 物 管 理 施 設 の 機 能 及 び 安

全 に 係 る 基 本 的 設 計 条 件 を 満 足 す る こ と を 資 料 検 討 、 検 査 、 工 程 管 理 等

に よ り 確 認 の 上 、 承 認 す る 。  

(4) 検 査 及 び 承 認 を 必 要 と す る 項 目 に つ い て は 、 事 前 に 施 設 の 設 計 者 及 び

製 作 者 と 協 議 ・ 決 定 し 、 確 実 に 実 施 さ れ る こ と を 確 認 す る 。  

(5) 文 書 、 図 面 、 仕 様 書 、 図 書 、 資 料 、 品 質 管 理 記 録 等 に つ い て は 、 処 理

手 順 及 び 管 理 方 法 を 明 確 に し 、 確 実 に 保 管 す る 。  

 

1.10.3 準 拠 規 格 及 び 基 準  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検 査 は 、 以 下 に 示 す 法

令 、 審 査 指 針 、 規 格 、 基 準 等 に よ る 。  

(1)  法 令  

a. 原 子 力 基 本 法  

b. 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律  

c. 放 射 性 同 位 元 素 等 に よ る 放 射 線 障 害 の 防 止 に 関 す る 法 律  

d. 労 働 安 全 衛 生 法  

 

準 に 関 す る 規 則 」 に 基 づ く と と も に 、 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検

査 の 各 段 階 に お い て 、 以 下 の 方 針 で 適 切 な 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 活 動 を 実 施

す る 。  

(1)  品 質 マ ネ ジ メ ン ト 活 動 に 参 画 す る 組 織 、 業 務 分 担 及 び 責 任 を 明 確 に

し 、 確 実 に 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 活 動 を 遂 行 す る 。  

(2) 施 設 の 設 計 者 及 び 製 作 者 の 分 担 す る 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 活 動 が 正 し く 遂

行 さ れ る こ と を 確 認 す る た め 、 こ れ に 関 す る 設 計 者 及 び 製 作 者 の 体 制 、

要 領 及 び 能 力 を 事 前 に 確 認 す る と と も に 、 実 施 状 況 に つ い て も 必 要 に 応

じ て 検 査 等 に よ り 確 認 す る 。  

ま た 、 施 設 の 設 計 者 及 び 製 作 者 の 外 注 品 に つ い て も 、 上 記 と 同 様 の 確

認 を 行 う 。  

(3) 仕 様 決 定 、 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検 査 の 各 段 階 で は 、 こ れ ら に

適 用 す る 法 令 、 規 格 及 び 基 準 の 要 求 並 び に 廃 棄 物 管 理 施 設 の 機 能 及 び 安

全 に 係 る 基 本 的 設 計 条 件 を 満 足 す る こ と を 資 料 検 討 、 検 査 、 工 程 管 理 等

に よ り 確 認 の 上 、 承 認 す る 。  

(4) 検 査 及 び 承 認 を 必 要 と す る 項 目 に つ い て は 、 事 前 に 施 設 の 設 計 者 及 び

製 作 者 と 協 議 ・ 決 定 し 、 確 実 に 実 施 さ れ る こ と を 確 認 す る 。  

(5) 文 書 、 図 面 、 仕 様 書 、 図 書 、 資 料 、 品 質 管 理 記 録 等 に つ い て は 、 処 理

手 順 及 び 管 理 方 法 を 明 確 に し 、 確 実 に 保 管 す る 。  

 

1.10.3 準 拠 規 格 及 び 基 準  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 設 計 、 製 作 、 建 設 、 試 験 及 び 検 査 は 、 以 下 に 示 す 法

令 、 審 査 指 針 、 規 格 、 基 準 等 に よ る 。  

(1)  法 令  

a. 原 子 力 基 本 法  

b. 核 原 料 物 質 、 核 燃 料 物 質 及 び 原 子 炉 の 規 制 に 関 す る 法 律  

c. 放 射 性 同 位 元 素 等 に よ る 放 射 線 障 害 の 防 止 に 関 す る 法 律  

d. 労 働 安 全 衛 生 法  

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直 し  

記 載 の 適 正 化  

 

記 載 の 適 正 化  

記 載 の 適 正 化  

記 載 の 適 正 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-１-２５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

e. 労 働 基 準 法  

f. 高 圧 ガ ス 保 安 法  

g. 消 防 法  

h. 電 気 事 業 法  

i. 建 築 基 準 法  

j. そ の 他  

(2)  審 査 指 針  

a. 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 の 評 価 の 考 え 方  

b. 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に 関 す る 安 全 設 計 審 査 指 針  

c. 核 燃 料 施 設 安 全 審 査 基 本 指 針  

d. 放 射 性 液 体 廃 棄 物 処 理 施 設 の 安 全 審 査 に 当 た り 考 慮 す べ き 事 項 な い

し は 基 本 的 な 考 え 方  

e. そ の 他 関 連 安 全 審 査 指 針 等  

(3)  規 格 、 基 準 等  

a. 日 本 工 業 規 格 （ JIS) 

b. 日 本 建 築 学 会 各 種 構 造 設 計 及 び 計 算 規 準 (AIJ) 

c. 日 本 電 機 工 業 会 標 準 規 格 (JEM) 

d. そ の 他  

 

e. 労 働 基 準 法  

f. 高 圧 ガ ス 保 安 法  

g. 消 防 法  

h. 電 気 事 業 法  

i. 建 築 基 準 法  

j. そ の 他  

(2)  審 査 指 針  

a. 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 性 の 評 価 の 考 え 方  

b. 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 に 関 す る 安 全 設 計 審 査 指 針  

c. 核 燃 料 施 設 安 全 審 査 基 本 指 針  

d. 放 射 性 液 体 廃 棄 物 処 理 施 設 の 安 全 審 査 に 当 た り 考 慮 す べ き 事 項 な い

し は 基 本 的 な 考 え 方  

e. そ の 他 関 連 安 全 審 査 指 針 等  

(3)  規 格 、 基 準 等  

a. 日 本 産 業 規 格 （ JIS) 

b. 日 本 建 築 学 会 各 種 構 造 設 計 及 び 計 算 規 準 (AIJ) 

c. 日 本 電 機 工 業 会 標 準 規 格 (JEM) 

d. そ の 他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-２-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

2. 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物  

2.1  概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 は 、 国 立 研 究 開

発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 所  (北 地 区 )及 び 大 洗 研 究 所  (南 地

区 )並 び に 国 立 大 学 法 人 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 附 属 量 子 エ ネ ル ギ ー 材 料 科

学 国 際 研 究 セ ン タ ー 及 び 日 本 核 燃 料 開 発 株 式 会 社 に お け る 原 子 炉 の 運 転 、

核 燃 料 物 質 の 使 用 及 び こ れ ら の 施 設 の 廃 止 に 伴 っ て 発 生 し 、 そ の 処 理 を 行

う た め に 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 及 び 固 体 廃 棄 物 並 び に 放 射 線 障 害 防 止 の た

め に 、 こ れ ら を 処 理 し て 容 器 に 封 入 又 は 固 型 化 し 、 廃 棄 体 で 管 理 を 行 う も

の で あ る 。  

処 理 を 行 う 液 体 廃 棄 物 及 び 固 体 廃 棄 物 は 、 強 酸 性 、 強 ア ル カ リ 性 等 の 特

殊 な も の で な い も の 、 機 械 油 、 ス ラ ッ ジ 、 異 物 等 が 混 入 し て な い も の 、 容

器 又 は 包 装 の 健 全 性 等 に 異 常 の な い も の 、 発 火 、 爆 発 性 等 の な い 安 全 性 の

確 認 さ れ た も の 、 中 性 子 モ ニ タ リ ン グ を 必 要 と し な い も の を 廃 棄 物 管 理 施

設 に 受 け 入 れ る 。 な お 、 受 け 入 れ は 、 最 大 受 入 れ 数 量 を 超 え な い よ う に 管

理 す る 。  

廃 棄 物 管 理 の 手 順 を 示 す 工 程 概 要 図 を 、 第 2.1.1 図 に 示 す 。  

 

2.2 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の 分 類  

2.2.1 受 け 入 れ る 放 射 性 廃 棄 物 の 区 分  

廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 は 、 そ れ ぞ れ 最 も 適 切 と 思 わ れ る 方 法

で 処 理 し 、 管 理 す る た め に 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 種 類 及 び

量 、 容 器 表 面 の 線 量 率 に よ っ て 以 下 の よ う に 区 分 し て 受 け 入 れ る 。  

(1) 液 体 廃 棄 物  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く ア ル フ ァ 線 を 放 出 し な い 放 射 性 物 質 *1  

  ；   3.7×10 4  Bq／ cm 3 

ト リ チ ウ ム  ；   3.7×10 5  Bq／ cm 3  

 

2. 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物  

2.1  概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お い て 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 は 、 国 立 研 究 開

発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 所  (北 地 区 )及 び 大 洗 研 究 所  (南 地

区 )並 び に 国 立 大 学 法 人 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 附 属 量 子 エ ネ ル ギ ー 材 料 科

学 国 際 研 究 セ ン タ ー 及 び 日 本 核 燃 料 開 発 株 式 会 社 に お け る 原 子 炉 の 運 転 、

核 燃 料 物 質 の 使 用 及 び こ れ ら の 施 設 の 廃 止 に 伴 っ て 発 生 し 、 そ の 処 理 を 行

う た め に 受 け 入 れ る 液 体 廃 棄 物 及 び 固 体 廃 棄 物 並 び に 放 射 線 障 害 防 止 の た

め に 、 こ れ ら を 処 理 し て 容 器 に 封 入 又 は 固 型 化 し 、 廃 棄 体 で 管 理 を 行 う も

の で あ る 。  

処 理 を 行 う 液 体 廃 棄 物 及 び 固 体 廃 棄 物 は 、 強 酸 性 、 強 ア ル カ リ 性 等 の 特

殊 な も の で な い も の 、 機 械 油 、 ス ラ ッ ジ 、 異 物 等 が 混 入 し て な い も の 、 容

器 又 は 包 装 の 健 全 性 等 に 異 常 の な い も の 、 発 火 、 爆 発 性 等 の な い 安 全 性 の

確 認 さ れ た も の 、 中 性 子 モ ニ タ リ ン グ を 必 要 と し な い も の を 廃 棄 物 管 理 施

設 に 受 け 入 れ る 。 な お 、 受 け 入 れ は 、 最 大 受 入 れ 数 量 を 超 え な い よ う に 管

理 す る 。  

廃 棄 物 管 理 の 手 順 を 示 す 工 程 概 要 図 を 、 第 2.1.1 図 に 示 す 。  

 

2.2 廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 の 分 類  

2.2.1 受 け 入 れ る 放 射 性 廃 棄 物 の 区 分  

廃 棄 物 管 理 を 行 う 放 射 性 廃 棄 物 は 、 そ れ ぞ れ 最 も 適 切 と 思 わ れ る 方 法

で 処 理 し 、 管 理 す る た め に 、 そ の 性 状 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 種 類 及 び

量 、 容 器 表 面 の 線 量 率 に よ っ て 以 下 の よ う に 区 分 し て 受 け 入 れ る 。  

(1) 液 体 廃 棄 物  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く ア ル フ ァ 線 を 放 出 し な い 放 射 性 物 質 *1  

  ；   3.7×10 4  Bq／ cm 3 

ト リ チ ウ ム  ；   3.7×10 3  Bq／ cm 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Cの 削 除 に

伴 う 見 直 し  

 



〔添付書類五〕 

（５-２-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 *2 ；     1×10 - 2 Bq／ cm 3 

注 )  *1： ア ル フ ァ 線 を 放 出 し な い 放 射 性 物 質 と は 、 *2に 示 す も の 以 外 の

も の を い う 。  

*2： ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 と は 、 超 ウ ラ ン 元 素 で あ っ て

ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 核 種 を い う 。  

以 下 、 ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 を 「 α 放 射 性 物 質 」 、 そ れ 以

外 の 放 射 性 物 質 を 「 β ・ γ 放 射 性 物 質 」 と い う ｡ 

a.  液 体 廃 棄 物 Ａ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 1  Bq／ cm 3 未 満  

（ た だ し 、 主 な 放 射 性 物 質 が 短 半 減 期 で あ っ て 、 100 時 間 以 内 に 当 該 濃

度 未 満 に な る こ と が 明 ら か な も の を 含 む 。 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

b.  液 体 廃 棄 物 Ｂ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 4  Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

c.  液 体 廃 棄 物 Ｃ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 5  Bq／ cm 3 未 満  

d.  放 出 前 廃 液  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 - 1 Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

(2)  固 体 廃 棄 物  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

β ・ γ 放 射 性 物 質  ；  3.7×10 1 3  Bq／ 容 器 *3 

 

ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 *2 ；     1×10 - 2 Bq／ cm 3 

注 )  *1： ア ル フ ァ 線 を 放 出 し な い 放 射 性 物 質 と は 、 *2に 示 す も の 以 外 の

も の を い う 。  

*2： ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 と は 、 超 ウ ラ ン 元 素 で あ っ て

ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 核 種 を い う 。  

以 下 、 ア ル フ ァ 線 を 放 出 す る 放 射 性 物 質 を 「 α 放 射 性 物 質 」 、 そ れ 以

外 の 放 射 性 物 質 を 「 β ・ γ 放 射 性 物 質 」 と い う ｡ 

a.  液 体 廃 棄 物 Ａ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 1  Bq／ cm 3 未 満  

（ た だ し 、 主 な 放 射 性 物 質 が 短 半 減 期 で あ っ て 、 100 時 間 以 内 に 当 該 濃

度 未 満 に な る こ と が 明 ら か な も の を 含 む 。 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

b.  液 体 廃 棄 物 Ｂ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 4  Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

 

 

c.  放 出 前 廃 液  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  

 ；  3.7×10 - 1 Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ；  3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

(2)  固 体 廃 棄 物  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

β ・ γ 放 射 性 物 質  ；  3.7×10 1 3  Bq／ 容 器 *3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Cの 削 除  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-２-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

α 放 射 性 物 質    ；  3.7×10 1 2  Bq／ 容 器 *3  

注 ) *3： 容 器 の 基 準 容 積 ； 20 ﾘｯﾄﾙ（ 以 下 本 項 に お い て 同 じ 。 ）  

a.  ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

b.  ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

c.  角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

(2) 保 管 体  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

β ・ γ 放 射 性 物 質  ；  3.7×10 1 3  Bq／ 容 器 *3 

α 放 射 性 物 質    ；  3.7×10 1 2  Bq／ 容 器 *3 

た だ し 、 プ ル ト ニ ウ ム 1g／ 容 器 *3、 核 分 裂 性 物 質 4g／ 容 器 *3 

 

2.3 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 形 態  

(1) 液 体 廃 棄 物  

液 体 廃 棄 物 は 、 以 下 の 形 態 に よ り 受 け 入 れ る 。 な お 、 液 体 廃 棄 物 Ａ 及

び 液 体 廃 棄 物 Ｂ の う ち 有 機 性 の も の に つ い て は 、 容 器 に 密 閉 し た も の 少

量 を 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 に 受 け 入 れ る 。  

液 体 廃 棄 物 の 配 管 に よ る 受 入 れ 系 統 図 を 第 2.3.1 図 に 示 す 。  

a.  放 出 前 廃 液  

配 管 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 受 け 入 れ る 。  

b.  液 体 廃 棄 物 Ａ  

配 管 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 受 け 入 れ る 。  

c.  液 体 廃 棄 物 Ｂ  

 

α 放 射 性 物 質    ；  3.7×10 1 2  Bq／ 容 器 *3  

注 ) *3： 容 器 の 基 準 容 積 ； 20 ﾘｯﾄﾙ（ 以 下 本 項 に お い て 同 じ 。 ）  

a.  ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

b.  ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

c.  角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

容 器 表 面 の 線 量 率  ；  2  mSv／ h 

(2) 保 管 体  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

β ・ γ 放 射 性 物 質  ；  3.7×10 1 3  Bq／ 容 器 *3 

α 放 射 性 物 質    ；  3.7×10 1 2  Bq／ 容 器 *3 

た だ し 、 プ ル ト ニ ウ ム 1g／ 容 器 *3、 核 分 裂 性 物 質 4g／ 容 器 *3 

 

2.3 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 形 態  

(1) 液 体 廃 棄 物  

液 体 廃 棄 物 は 、 以 下 の 形 態 に よ り 受 け 入 れ る 。 な お 、 液 体 廃 棄 物 Ａ 及

び 液 体 廃 棄 物 Ｂ の う ち 有 機 性 の も の に つ い て は 、 容 器 に 密 閉 し た も の 少

量 を 有 機 溶 媒 貯 槽 に 受 け 入 れ る 。  

液 体 廃 棄 物 の 配 管 に よ る 受 入 れ 系 統 図 を 第 2.3.1 図 に 示 す 。  

a.  放 出 前 廃 液  

配 管 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 受 け 入 れ る 。  

b.  液 体 廃 棄 物 Ａ  

配 管 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 受 け 入 れ る 。  

c.  液 体 廃 棄 物 Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 見 直 し  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-２-５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

タ ン ク ロ ー リ 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅱ に 受 け 入 れ る 。  

d.  液 体 廃 棄 物 Ｃ  

容 器 に 封 入 さ れ た 液 体 廃 棄 物 Ｃ を 廃 液 貯 槽 Ⅱ に 受 け 入 れ る 。  

(2) 固 体 廃 棄 物  

固 体 廃 棄 物 は 、 以 下 の 形 態 に よ り 受 け 入 れ る 。  

a.  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ  

ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 後 容 積 約 20 ﾘｯﾄﾙの 容 器 に 収 納 し 、 さ ら に 、

ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 し た も の 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 梱 包 し た も の

な ど を β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 又 は β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ に 受 け 入 れ る 。 ま

た 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理 す る こ と

の で き る 廃 樹 脂 は 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施

設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

b.  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ  

主 に 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 、 閉 じ 込 め の 能 力 及 び 遮 蔽 能 力 を 有

す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ の β ・ γ 貯 蔵 セ ル に 受 け 入

れ る 。 ま た 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理

す る こ と の で き る 廃 樹 脂 は 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減

容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

c.  α 固 体 廃 棄 物 Ａ  

プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 の 上 、 容 積 約 20 ﾘｯﾄﾙの 容 器 に 収 納 し 、 さ

ら に 、 ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 し た も の 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後

ダ ン ボ ー ル 箱 又 は 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の な ど を α 一 時 格 納 庫 に 受 け

入 れ る 。 ま た 、 α 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理 す

る こ と の で き る チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ は 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後 ダ

ン ボ ー ル 箱 に 収 納 し 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理

施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

d.  α 固 体 廃 棄 物 Ｂ  

金 属 容 器 に 収 納 し プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後 、 さ ら に 、 緩 衝 材 を 内 面

に 張 付 け た 金 属 製 容 器 に 封 入 し た も の を 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を

使 用 し て α 固 体 処 理 棟 の 封 入 セ ル 又 は 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 減  

タ ン ク ロ ー リ 等 に よ り 廃 液 貯 槽 Ⅱ に 受 け 入 れ る 。  

 

 

(2) 固 体 廃 棄 物  

固 体 廃 棄 物 は 、 以 下 の 形 態 に よ り 受 け 入 れ る 。  

a.  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ  

ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 後 容 積 約 20 ﾘｯﾄﾙの 容 器 に 収 納 し 、 さ ら に 、

ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 し た も の 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 梱 包 し た も の

な ど を β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 又 は β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ に 受 け 入 れ る 。 ま

た 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理 す る こ と

の で き る 廃 樹 脂 は 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施

設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

b.  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ  

主 に 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 、 閉 じ 込 め の 能 力 及 び 遮 蔽 能 力 を 有

す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ の β ・ γ 貯 蔵 セ ル に 受 け 入

れ る 。 ま た 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理

す る こ と の で き る 廃 樹 脂 は 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減

容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

c.  α 固 体 廃 棄 物 Ａ  

プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 の 上 、 容 積 約 20 ﾘｯﾄﾙの 容 器 に 収 納 し 、 さ

ら に 、 ポ リ エ チ レ ン 袋 等 で 梱 包 し た も の 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後

ダ ン ボ ー ル 箱 又 は 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の な ど を α 一 時 格 納 庫 に 受 け

入 れ る 。 ま た 、 α 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 で 処 理 す

る こ と の で き る チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ は 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後 ダ

ン ボ ー ル 箱 に 収 納 し 、 金 属 製 容 器 に 収 納 し た も の を 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理

施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

d.  α 固 体 廃 棄 物 Ｂ  

金 属 容 器 に 収 納 し プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 溶 封 後 、 さ ら に 、 緩 衝 材 を 内 面

に 張 付 け た 金 属 製 容 器 に 封 入 し た も の を 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を

使 用 し て α 固 体 処 理 棟 の 封 入 セ ル 又 は 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 減  

 

液 体 廃 棄 物 Ｃ の 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-２-６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

 

2.4 放 射 性 廃 棄 物 の 移 動 形 態  

(1) 処 理 工 程 に お け る 移 動  

a. 液 体 廃 棄 物  

放 出 前 廃 液 、 液 体 廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 主 に 漏 え い 拡 大 防 止

を 考 慮 し た 配 管 又 は 廃 液 移 送 容 器 に よ り 移 送 す る 。 ま た 、 有 機 性 の 液 体

廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄 物 Ｂ 並 び に 液 体 廃 棄 物 Ｃ は 、 容 器 に 密 閉 し て 運 搬

す る 。  

b. 固 体 廃 棄 物  

容 器 等 に 封 入 さ れ た β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 及 び α 固 体 廃 棄 物 Ａ は 、 そ の

状 態 で 運 搬 す る 。  

容 器 に 収 納 さ れ た β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 閉 じ 込 め の 能 力 及 び 遮 蔽 能

力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

な お 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 直 接 処 理 施 設 に 受 け 入 れ 、 α 固 体 処 理 棟 に

お い て は 閉 じ 込 め の 能 力 を 有 す る 容 器 に 封 入 さ れ た 上 で 保 管 体 と す る の

で 、 処 理 工 程 に お け る 移 動 は な い 。  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 処 理 工 程 に お け る 放 射 性 物 質 の 移 動 は 、 必

要 に 応 じ 閉 じ 込 め の 機 能 及 び 十 分 な 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 す

る 。  

(2) 廃 棄 体 の 管 理 施 設 へ の 移 動  

廃 棄 体 に は 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と 保 管 体 が あ り 、 と も に 閉 じ 込 め の 能

力 を 有 す る 。 こ れ ら の う ち 、 容 器 表 面 の 線 量 率 が 500μ Sv／ h 以 上 の 保 管

体 は 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

(3) 保 管 体 の 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 へ の 移 動  

α 固 体 貯 蔵 施 設 か ら 取 り 出 し た 保 管 体 は 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器

を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

 

容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ る 。  

 

2.4 放 射 性 廃 棄 物 の 移 動 形 態  

(1) 処 理 工 程 に お け る 移 動  

a. 液 体 廃 棄 物  

放 出 前 廃 液 、 液 体 廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 主 に 漏 え い 拡 大 防 止

を 考 慮 し た 配 管 又 は 廃 液 移 送 容 器 に よ り 移 送 す る 。 ま た 、 有 機 性 の 液 体

廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 容 器 に 密 閉 し て 運 搬 す る 。  

 

b. 固 体 廃 棄 物  

容 器 等 に 封 入 さ れ た β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 及 び α 固 体 廃 棄 物 Ａ は 、 そ の

状 態 で 運 搬 す る 。  

容 器 に 収 納 さ れ た β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 閉 じ 込 め の 能 力 及 び 遮 蔽 能

力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

な お 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 直 接 処 理 施 設 に 受 け 入 れ 、 α 固 体 処 理 棟 に

お い て は 閉 じ 込 め の 能 力 を 有 す る 容 器 に 封 入 さ れ た 上 で 保 管 体 と す る の

で 、 処 理 工 程 に お け る 移 動 は な い 。  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 処 理 工 程 に お け る 放 射 性 物 質 の 移 動 は 、 必

要 に 応 じ 閉 じ 込 め の 機 能 及 び 十 分 な 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 す

る 。  

(2) 廃 棄 体 の 管 理 施 設 へ の 移 動  

廃 棄 体 に は 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と 保 管 体 が あ り 、 と も に 閉 じ 込 め の 能

力 を 有 す る 。 こ れ ら の う ち 、 容 器 表 面 の 線 量 率 が 500μ Sv／ h 以 上 の 保 管

体 は 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器 を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

(3) 保 管 体 の 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 へ の 移 動  

α 固 体 貯 蔵 施 設 か ら 取 り 出 し た 保 管 体 は 、 遮 蔽 能 力 を 有 す る 運 搬 容 器

を 使 用 し て 運 搬 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Cに 係 る 記

載 の 削 除  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-２-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

2.5 放 射 性 廃 棄 物 の 管 理 形 態  

放 射 性 廃 棄 物 は 、 容 器 に 封 入 又 は 固 型 化 し 廃 棄 体 と し て 、 最 終 処 分 が 行

わ れ る ま で の 間 、 管 理 施 設 に お い て 管 理 す る 。 管 理 を 行 う 廃 棄 体 は 、 放 射

性 物 質 が 容 易 に 飛 散 し 漏 え い す る こ と の な い 十 分 な 強 度 を 有 す る も の で あ

る 。 廃 棄 体 に は 、 以 下 に 示 す 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と 保 管 体 の 2 種 類 が あ る 。  

 

(1) 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

放 射 性 廃 棄 物 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ を 除 き 、 処 理 の 後 、 コ ン ク リ ー ト ブ

ロ ッ ク 又 は ド ラ ム 缶 若 し く は 角 型 容 器 を 容 器 と し て 固 型 化 し 、 又 は 封 入

し て 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 、 角

型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 、 直 径 約 1.3m、 高 さ 約

1.4m の も の と 、 直 径 約 1.1m、 高 さ 約 1.2m の も の が あ る 。 ま た 、 ド ラ ム

缶 は 、 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 と 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 に 厚 さ 約 2～ 5cm 程 度 の 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 等 の ラ イ ニ ン グ を 施 し た も の が あ る ｡角 型 容 器 は 鋼 製 で 、 幅

約 1.2m、 長 さ 約 1.3m、 高 さ 約 1.1m の 容 器 で あ る 。  

こ れ ら に は 、 封 入 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 線 量 率 に 応 じ て 、 遮 蔽 効 果 を 高

め る た め の 補 助 容 器 を 使 用 す る こ と が で き る よ う に す る 。  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は そ れ 自 体 で 放 射 性 物 質 の 閉 じ 込 め の 能 力 を 有 す る

も の と す る 。 ま た 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 通 常 時 に 取 り 扱 う 最 大 高 さ か ら

の 落 下 に 対 し て も 、 破 損 に よ り 内 容 物 が 漏 出 し 難 い 強 度 を 有 す る 構 造 の

容 器 と す る (1 ) ( 2 ) ( 3 )。  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 取 扱 い は 、 落 下 防 止 を 考 慮 し た 専 用 の 吊 り 具 及 び

パ レ ッ ト に よ っ て 行 う と と も に 、 使 用 す る ク レ ー ン 、 フ ォ ー ク リ フ ト 及

び エ レ ベ ー タ の 荷 役 荷 重 は 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 重 量 に 対 し て 十 分 な 余

裕 を 有 す る も の と す る 。 こ れ ら 荷 役 設 備 に つ い て は 、 健 全 な 状 態 を 維 持

す る た め に 定 期 的 に 点 検 を 行 う 。  

(2) 保 管 体  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 受 け 入 れ た 後 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 容 器 に 封 入 し 、 保  

2.5 放 射 性 廃 棄 物 の 管 理 形 態  

放 射 性 廃 棄 物 は 、 容 器 に 封 入 又 は 固 型 化 し 廃 棄 体 と し て 、 最 終 処 分 が

行 わ れ る ま で の 間 、 管 理 施 設 に お い て 管 理 す る 。 管 理 を 行 う 廃 棄 体 は 、

放 射 性 物 質 が 容 易 に 飛 散 し 漏 え い す る こ と の な い 十 分 な 強 度 を 有 す る も

の で あ る 。 廃 棄 体 に は 、 以 下 に 示 す 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と 保 管 体 の 2 種 類 が

あ る 。  

(1) 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ  

放 射 性 廃 棄 物 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ を 除 き 、 処 理 の 後 、 コ ン ク リ ー ト ブ

ロ ッ ク 又 は ド ラ ム 缶 若 し く は 角 型 鋼 製 容 器 を 容 器 と し て 固 型 化 し 、 又 は

封 入 し て 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 、 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 、 直 径 約 1.3m、 高 さ 約

1.4m の も の と 、 直 径 約 1.1m、 高 さ 約 1.2m の も の が あ る 。 ま た 、 ド ラ ム

缶 は 、 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 と 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 に 厚 さ 約 2～ 5cm 程 度 の 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 等 の ラ イ ニ ン グ を 施 し た も の が あ る ｡角 型 鋼 製 容 器 は 鋼 製

で 、 幅 約 1.2m、 長 さ 約 1.3m、 高 さ 約 1.1m の 容 器 で あ る 。  

こ れ ら に は 、 封 入 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 線 量 率 に 応 じ て 、 遮 蔽 効 果 を 高

め る た め の 補 助 容 器 を 使 用 す る こ と が で き る よ う に す る 。  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は そ れ 自 体 で 放 射 性 物 質 の 閉 じ 込 め の 能 力 を 有 す る

も の と す る 。 ま た 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 通 常 時 に 取 り 扱 う 最 大 高 さ か ら

の 落 下 に 対 し て も 、 破 損 に よ り 内 容 物 が 漏 出 し 難 い 強 度 を 有 す る 構 造 の

容 器 と す る (1 ) ( 2 ) ( 3 )。  

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 取 扱 い は 、 落 下 防 止 を 考 慮 し た 専 用 の 吊 り 具 及 び

パ レ ッ ト に よ っ て 行 う と と も に 、 使 用 す る ク レ ー ン 、 フ ォ ー ク リ フ ト 及

び エ レ ベ ー タ の 荷 役 荷 重 は 、 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 重 量 に 対 し て 十 分 な 余

裕 を 有 す る も の と す る 。 こ れ ら 荷 役 設 備 に つ い て は 、 健 全 な 状 態 を 維 持

す る た め に 定 期 的 に 点 検 を 行 う 。  

(2) 保 管 体  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 受 け 入 れ た 後 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 容 器 に 封 入 し 、 保  

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-３-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

3. 建   家  

3.1  概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 主 要 な 建 家 に は 、 以 下 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家 、 管

理 施 設 を 収 容 す る 建 家 及 び 受 入 れ 施 設 を 収 容 す る 建 家 が あ る 。  

(1) 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 廃 液 処 理 棟  

b. 排 水 監 視 施 設  

c. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ  

d. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

e. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

f. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  

g. α 固 体 処 理 棟  

h. 管 理 機 械 棟  

i. 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  

(2) 管 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  

b. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ  

c. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  

d. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ  

e. α 固 体 貯 蔵 施 設  

(3) 受 入 れ 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

b. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

c. 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  

d. β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

e. α 一 時 格 納 庫  

管 理 機 械 棟 に は 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 計 測 制 御 系 統 施 設 の 集

中 監 視 設 備 及 び 放 射 線 管 理 施 設 の 放 射 線 モ ニ タ 盤 も 収 容 す る 。  

 

3. 建   家  

3.1  概   要  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 主 要 な 建 家 に は 、 以 下 の 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家 、 管

理 施 設 を 収 容 す る 建 家 及 び 受 入 れ 施 設 を 収 容 す る 建 家 が あ る 。  

(1) 処 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 廃 液 処 理 棟  

b. 排 水 監 視 施 設  

c. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ  

d. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

e. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

f. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  

g. α 固 体 処 理 棟  

h. 管 理 機 械 棟  

i. 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  

(2) 管 理 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  

b. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ  

c. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  

d. 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ  

e. α 固 体 貯 蔵 施 設  

(3) 受 入 れ 施 設 を 収 容 す る 建 家  

a. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

b. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

c. β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

d. β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

e. α 一 時 格 納 庫  

管 理 機 械 棟 に は 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 計 測 制 御 系 統 施 設 の 集

中 監 視 設 備 及 び 放 射 線 管 理 施 設 の 放 射 線 モ ニ タ 盤 も 収 容 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-３-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ン テ ナ ン ス エ リ ア 等 を 考 慮 し て 機 器 を 配 置 す る と と も に 、 建 築 基 準 法 及

び 消 防 法 に 基 づ き 、 電 源 内 蔵 型 の 非 常 灯 、 表 示 灯 又 は 標 識 を 備 え た 避 難 通

路 を 設 け る 設 計 と す る 。 主 要 な 建 家 の 概 要 及 び 機 器 配 置 図 を 第 3.3.1 図 (1)

か ら 第 3.3.19 図 (2)に 、 主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 及 び 設 備 を 第

3.3.1 表 (1)か ら 第 3.3.1 表 (4)に 示 す 。  

ま た 、 主 要 な 建 家 の 構 造 を 以 下 に 示 す 。  

(1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 に は 、 建 家 本 体 で あ る 廃 液 処 理 棟 と 廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液

貯 槽 の 建 家 が あ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト 造 ） で 、 地 上 1 階 （ 一 部 2 階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2 で あ る 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発

装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 計 測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気

体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 廃 液 処 理 棟 排 気 設 備 を 収 容 す る 。 建 家 内 部 の 床 面

等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 そ の 床 面 、

建 家 外 に 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の 建 家 外 へ の 漏 え い

を 防 止 す る た め の 傾 斜 、 ピ ッ ト 又 は 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液 体

廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を 設

け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の な

い 設 計 と す る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 の 建 家 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 30m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 計 測 制

御 系 統 施 設 及 び 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 を 収

容 す る 。 建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す

る と と も に 、 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地 下 1

階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 排  

ン テ ナ ン ス エ リ ア 等 を 考 慮 し て 機 器 を 配 置 す る と と も に 、 建 築 基 準 法 及

び 消 防 法 に 基 づ き 、 電 源 内 蔵 型 の 非 常 灯 、 表 示 灯 又 は 標 識 を 備 え た 避 難 通

路 を 設 け る 設 計 と す る 。 主 要 な 建 家 の 概 要 及 び 機 器 配 置 図 を 第 3.3.1 図 (1)

か ら 第 3.3.19 図 (2)に 、 主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 及 び 設 備 を 第

3.3.1 表 (1)か ら 第 3.3.1 表 (4)に 示 す 。  

ま た 、 主 要 な 建 家 の 構 造 を 以 下 に 示 す 。  

(1) 廃 液 処 理 棟  

廃 液 処 理 棟 に は 、 建 家 本 体 で あ る 廃 液 処 理 棟 と 廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液

貯 槽 の 建 家 が あ る 。  

建 家 本 体 で あ る 廃 液 処 理 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 一 部 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト 造 ） で 、 地 上 1 階 （ 一 部 2 階 ） 、 建 築 面 積 約 660m 2 で あ る 。 建 家 内 に

は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン

ト 固 化 装 置 、 計 測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄

施 設 の 廃 液 処 理 棟 排 気 設 備 を 収 容 す る 。 建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄

物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 そ の 床 面 、 建 家 外 に 通 じ る

出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の 建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る た め

の 傾 斜 、 ピ ッ ト 又 は 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す

る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を 設 け な い な ど 、 管

理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の な い 設 計 と す る 。  

 

廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 の 建 家 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 30m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 計 測 制

御 系 統 施 設 及 び 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯 槽 を 収

容 す る 。 建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す

る と と も に 、 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2) 排 水 監 視 施 設  

排 水 監 視 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地 下 1

階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 排  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-３-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

水 監 視 設 備 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 建 家 外 へ 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の 建 家 外 へ の

漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(3) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 )

で 、 地 上 1 階 (一 部 半 地 下 )、 建 築 面 積 約 550m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体

廃 棄 物 の 処 理 施 設 の β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物

の 廃 棄 施 設 の β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(4) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 )で 、 地 上 1 階 (一 部 地 下 1 階 )、 建 築 面 積 約 400m 2 で あ る 。 建 家 内 に

は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ 、 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施

設 の β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(5) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2

階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 1,000m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物 の 処

理 施 設 の β ・ γ 焼 却 装 置 、 計 測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 、 気 体 廃

棄 物 の 廃 棄 施 設 の β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 設 備 及 び 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設 の β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽 を 収 容 す る 。  

 

 

 

水 監 視 設 備 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 建 家 外 へ 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の 建 家 外 へ の

漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(3) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (一 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 )

で 、 地 上 1 階 (一 部 半 地 下 )、 建 築 面 積 約 550m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体

廃 棄 物 の 処 理 施 設 の β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物

の 廃 棄 施 設 の β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(4) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 )で 、 地 上 1 階 (一 部 地 下 1 階 )、 建 築 面 積 約 400m 2 で あ る 。 建 家 内 に

は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ 、 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施

設 の β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(5) β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 2

階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 1,000m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物 の 処

理 施 設 の β ・ γ 焼 却 装 置 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 有 機 溶 媒 貯 槽 、 計

測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅲ 排 気 設 備 及 び 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液

貯 槽 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 そ の 床 面 、 建 家 外 に 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の

建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 等 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液

体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を

設 け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の

な い 設 計 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 追 加  

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 追 加  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-３-６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

積 保 管 場 Ⅳ を 収 容 す る 。  

(12) α 固 体 貯 蔵 施 設  

α 固 体 貯 蔵 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ）

で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 700m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 管 理 施

設 の α 固 体 貯 蔵 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の α 固

体 貯 蔵 施 設 排 気 設 備 を 収 容 す る ｡ 

(13) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 ） で 、 地 上 1 階 、 建 築 面 積 約 900m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の

処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 計

測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 廃 液 貯 留

施 設 Ⅰ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 そ の 床 面 、 建 家 外 に 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の

建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 等 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液

体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を

設 け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の

な い 設 計 と す る 。  

(14) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地

下 1 階 、 建 築 面 積 約 250m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設

の 廃 液 貯 槽 Ⅱ 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 そ の 床 面 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 漏 え い を 防 止 す る た め の ピ ッ ト を 設

け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る

床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を 設 け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷

地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の な い 設 計 と す る 。  

(15) 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ 一 部 鉄 骨

造 ） で 、 地 上 1 階 、 建 築 面 積 約 50m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の

受 入 れ 施 設 の 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 、 建 家 外 に 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物

の 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 を

内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を 設 け な い な

ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の な い 設 計 と

す る 。  

(16) β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

積 保 管 場 Ⅳ を 収 容 す る 。  

(12) α 固 体 貯 蔵 施 設  

α 固 体 貯 蔵 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ）

で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 700m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 管 理 施

設 の α 固 体 貯 蔵 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の α 固

体 貯 蔵 施 設 排 気 設 備 を 収 容 す る ｡ 

(13) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 （ 地 下 貯 槽 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 ） で 、 地 上 1 階 、 建 築 面 積 約 900m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の

処 理 施 設 の 処 理 済 廃 液 貯 槽 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 計

測 制 御 系 統 施 設 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 廃 液 貯 留

施 設 Ⅰ 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 そ の 床 面 、 建 家 外 に 通 じ る 出 入 口 又 は そ の 周 辺 に は 液 体 廃 棄 物 の

建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る た め の 堰 等 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液

体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る 床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を

設 け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷 地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の

な い 設 計 と す る 。  

(14) 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 、 地 上 1 階 、 地

下 1 階 、 建 築 面 積 約 250m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設

の 廃 液 貯 槽 Ⅱ 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容 す る 。  

建 家 内 部 の 床 面 等 は 、 液 体 廃 棄 物 が 漏 え い し 難 い 材 料 を 使 用 す る と と

も に 、 そ の 床 面 に は 、 液 体 廃 棄 物 の 漏 え い を 防 止 す る た め の ピ ッ ト を 設

け る 設 計 と す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 を 内 蔵 す る 設 備 ・ 機 器 が 設 置 さ れ る

床 面 の 下 に は 一 般 排 水 路 を 設 け な い な ど 、 管 理 さ れ な い 液 体 廃 棄 物 が 敷

地 外 へ 放 出 さ れ る お そ れ の な い 設 計 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15) β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 削 除  

 

 

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  



〔添付書類五〕 

（５-３-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 )で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固

体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容

し 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 の た め に 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 排 気 設 備 に 接 続 す

る ダ ク ト を 設 け る 設 計 と す る 。  

(17) α 一 時 格 納 庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 )で 、

地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 150m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物

の 受 入 れ 施 設 の α 一 時 格 納 庫 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設 の α 一 時 格 納 庫 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(18) 管 理 機 械 棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨 造 )

で 、 地 上 1 階 (一 部 2 階 )、 建 築 面 積 約 760m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃

棄 物 の 処 理 施 設 の 化 学 処 理 装 置 の 分 析 フ ー ド 、 計 測 制 御 系 統 施 設 の 集 中

監 視 設 備 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 管 理 機 械 棟 排 気

設 備 を 収 容 す る 。  

(19) 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ 一 部 鉄

骨 造 ） で 、 地 上 2 階 （ 一 部 3 階 ） 、 地 下 １ 階 、 平 面 が 約 45.5m（ 南 北 方

向 ） ×約 32m（ 東 西 方 向 ） 、 地 上 高 さ 約 20m、 建 築 面 積 約 1,600 ㎡ の 建 家

で あ り 、 建 家 、 設 備 の 基 礎 を 杭 基 礎 と し 、 JIS に 基 づ く 標 準 貫 入 試 験 に よ

る Ｎ 値 が 50 以 上 の 地 層 に 支 持 さ せ る 。 本 建 家 の 耐 震 上 の 重 要 度 は 、 Ｂ ク

ラ ス で 設 計 す る 。  

建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 、 計 測 制 御 系 統 施

設 、 放 射 線 管 理 施 設 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 、 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液 貯 槽 、 予 備 電 源 設 備 、 消 防 設 備 、 電 気 設 備

及 び 通 信 連 絡 設 備 を 収 容 す る 。  

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 )で 、 地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 190m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固

体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 及 び 放 射 線 管 理 施 設 を 収 容

し 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 の た め に 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 排 気 設 備 に 接 続 す

る ダ ク ト を 設 け る 設 計 と す る 。  

(16) α 一 時 格 納 庫  

α 一 時 格 納 庫 の 主 要 構 造 は 、 鉄 骨 造 (地 下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 )で 、

地 上 1 階 、 地 下 1 階 、 建 築 面 積 約 150m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物

の 受 入 れ 施 設 の α 一 時 格 納 庫 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施

設 の α 一 時 格 納 庫 排 気 設 備 を 収 容 す る 。  

(17) 管 理 機 械 棟  

管 理 機 械 棟 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 、 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 造 (一 部 鉄 骨 造 )

で 、 地 上 1 階 (一 部 2 階 )、 建 築 面 積 約 760m 2 で あ る 。 建 家 内 に は 、 液 体 廃

棄 物 の 処 理 施 設 の 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の 分 析 フ ー ド 、 計 測 制 御 系 統 施 設 の 集

中 監 視 設 備 、 放 射 線 管 理 施 設 及 び 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 管 理 機 械 棟 排

気 設 備 を 収 容 す る 。  

(18) 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 主 要 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ 一 部 鉄 骨

造 ） で 、 地 上 2 階 （ 一 部 3 階 ） 、 地 下 １ 階 、 平 面 が 約 45.5m（ 南 北 方 向 ）

×約 32m（ 東 西 方 向 ） 、 地 上 高 さ 約 20m、 建 築 面 積 約 1,600 ㎡ の 建 家 で あ

り 、 建 家 、 設 備 の 基 礎 を 杭 基 礎 と し 、 JIS に 基 づ く 標 準 貫 入 試 験 に よ る Ｎ

値 が 50 以 上 の 地 層 に 支 持 さ せ る 。 本 建 家 の 耐 震 上 の 重 要 度 は 、 Ｂ ク ラ ス

で 設 計 す る 。  

建 家 内 に は 、 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 、 計 測 制 御 系 統 施

設 、 放 射 線 管 理 施 設 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 、 液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液 貯 槽 、 予 備 電 源 設 備 、 消 防 設 備 、 電 気 設 備

及 び 通 信 連 絡 設 備 を 収 容 す る 。  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

4. 廃 棄 物 管 理 設 備 本 体  

4.1 概   要  

廃 棄 物 管 理 設 備 本 体 は 、 処 理 施 設 と 管 理 施 設 で 構 成 す る 。  

 

4.2 処 理 施 設  

4.2.1 概     要  

処 理 施 設 は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 と 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 で 構 成 す

る 。  

 

4.2.2 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

4.2.2.1  概   要  

液 体 廃 棄 物 は 液 体 廃 棄 物 Ａ と 液 体 廃 棄 物 Ｂ に 区 分 し 、 次 の よ う に 処 理

す る 。  

液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 一 定 し た 液 体 廃 棄 物 は 、 主

に 化 学 処 理 を 行 い 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な 液 体 廃 棄 物 は 、 主 に 蒸 発

処 理 を 行 う 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 主 と し て 蒸 発 処 理 を 行 う 。  

こ れ ら の 処 理 に よ り 発 生 す る ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 は セ メ ン ト を 用 い

て 、 容 器 に 固 型 化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

化 学 処 理 又 は 蒸 発 処 理 に よ り 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯 槽

又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 希 釈 を 行 っ た 後 、 放 射 性 物 質

濃 度 を 測 定 し 、 放 出 す る 。  

液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 他 の 施 設 か ら 受 け 入 れ る 放 出 前 廃 液 は 、 処 理 済

廃 液 と し て 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 必 要 に 応 じ て

希 釈 を 行 っ た 後 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し 、 放 出 す る 。  

こ れ ら の 処 理 を 行 う 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 以 下 の 主 要 設 備 で 構 成

す る 。  

 

 

(1) 化 学 処 理 装 置 （ 廃 液 処 理 棟 ）  

(2) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ （ 廃 液 処 理 棟 ）  

(3) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 廃 液 処 理 棟 ）  

4. 廃 棄 物 管 理 設 備 本 体  

4.1 概   要  

廃 棄 物 管 理 設 備 本 体 は 、 処 理 施 設 と 管 理 施 設 で 構 成 す る 。  

 

4.2 処 理 施 設  

4.2.1 概     要  

処 理 施 設 は 、 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 と 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 で 構 成 す

る 。  

 

4.2.2 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

4.2.2.1  概   要  

液 体 廃 棄 物 は 液 体 廃 棄 物 Ａ と 液 体 廃 棄 物 Ｂ に 区 分 し 、 次 の よ う に 処 理

す る 。  

液 体 廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 主 と し て 蒸 発 処 理 を 行 う 。  

 

 

こ れ ら の 処 理 に よ り 発 生 す る 濃 縮 液 は セ メ ン ト を 用 い て 、 容 器 に 固 型

化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

蒸 発 処 理 に よ り 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視

設 備 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 希 釈 を 行 っ た 後 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定

し 、 放 出 す る 。  

 

液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 他 の 施 設 か ら 受 け 入 れ る 放 出 前 廃 液 は 、 処 理 済

廃 液 と し て 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 必 要 に 応 じ て

希 釈 を 行 っ た 後 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し 、 放 出 す る 。  

こ れ ら の 処 理 を 行 う 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 以 下 の 主 要 設 備 で 構 成

す る 。  

 

 

 

(1) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ （ 廃 液 処 理 棟 ）  

(2) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ （ 廃 液 処 理 棟 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更 及 び 号

番 号 の 繰 下 げ  



〔添付書類五〕 

（５-４-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(4) セ メ ン ト 固 化 装 置 （ 廃 液 処 理 棟 ）  
(5) 処 理 済 廃 液 貯 槽 （ 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ ）  
(6) 排 水 監 視 設 備 （ 排 水 監 視 施 設 ）  

 
4.2.2.2  設 計 方 針  

(1)  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 化 学 処 理 、 蒸 発 処 理 及 び 管 理 を 行
い 、 周 辺 環 境 に 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ
た 濃 度 限 度 を 超 え な い よ う に す る こ と は も と よ り 、 そ の 濃 度 及 び 量 を
合 理 的 に 達 成 で き る 限 り 低 減 で き る 設 計 と す る 。  

(2)  液 体 廃 棄 物 を 処 理 し 、 固 型 化 す る 設 備 は 、 漏 え い の 防 止 の た め に そ
の 使 用 条 件 に 応 じ て 適 切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  貯 槽 、 タ ン ク 等 を 有 す る 設 備 は 、 万 一 、 液 体 廃 棄 物 の 漏 え い が 生 じ
た と し て も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(4)  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 平 常 時 に お い て 、 放 射 線 業 務 従 事 者 が 受
け る 線 量 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 値 を 超 え な い よ う に す る こ と は
も と よ り 、 不 要 な 放 射 線 被 ば く を 防 止 す る 設 計 と す る 。  

(5)  液 体 廃 棄 物 を 処 理 し 、 固 型 化 す る 設 備 は 、 放 射 性 物 質 を 限 定 さ れ た
区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 
4.2.2.3  主 要 設 備 の 仕 様  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 4.2.1 表 に 示 す 。  
 

4.2.2.4  主 要 設 備  
(1) 化 学 処 理 装 置  

化 学 処 理 装 置 は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 一 定 し
た 、 主 に Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次 冷 却 水 を 処 理 す る た め
の も の で あ る 。  

本 装 置 は 、 主 に 凝 集 沈 澱 槽 、 排 泥 槽 、 ス ラ ッ ジ 貯 槽 、 砂 ろ 過 塔 で 構
成 し 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理 能 力 は 10m 3／ h と す
る 。  

液 体 廃 棄 物 Ａ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ か ら ポ ン プ に よ っ て 凝 集 沈 澱 槽 に 供 給
し 、 凝 集 沈 澱 剤 を 添 加 し て ス ラ ッ ジ 中 に 放 射 性 物 質 を 捕 集 す る 。 発 生
す る ス ラ ッ ジ は 、 排 泥 槽 を 経 由 し て 密 閉 型 の ス ラ ッ ジ 貯 槽 に 一 旦 貯 留
し た 後 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 に 送 る 。 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度
が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃 度 限 度 を 下 回 る こ と が 明 ら か な 場 合 に は 処
理 済 廃 液 貯 槽 又 は 廃 液 貯 槽 Ⅰ に ､ま た 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 放 射 性 物 質
濃 度 が 、 3.7×10 1Bq／ cm 3 未 満 で あ る こ と を 確 認 し た 後 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ に
移 す 。 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 移 し た 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し
た 後 、 あ ら か じ め 必 要 に 応 じ て 希 釈 水 を 貯 留 し た 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は
排 水 監 視 設 備 に 移 送 す る 。  

本 装 置 の タ ン ク 等 は 、 漏 え い の 防 止 の た め に そ の 内 面 に 合 成 樹 脂 、
ゴ ム 又 は 鋼 板 ラ イ ニ ン グ を 施 す と と も に 、 万 一 の 漏 え い に 備 え て そ の
周 囲 に は ピ ッ ト 又 は 堰 を 設 け る 。 ピ ッ ト 及 び 堰 に は 漏 え い を 早 期 に 検
出 す る た め の 検 知 器 を 備 え る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 ス ラ ッ ジ 貯 槽 内 の 排 気 を 行 う 。 そ の 排 気 は 、 排
気 浄 化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

化 学 処 理 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.1 図 に 示 す 。  
(2) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様
な も の を 処 理 す る た め の も の で あ る 。  

本 装 置 は 、 主 に 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン プ 、 蒸 気 圧 縮
機 、 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 し 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理
能 力 は 3m3／ h と す る 。  

 

(3) セ メ ン ト 固 化 装 置 （ 廃 液 処 理 棟 ）  
(4) 処 理 済 廃 液 貯 槽 （ 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ ）  
(5) 排 水 監 視 設 備 （ 排 水 監 視 施 設 ）  

 
4.2.2.2  設 計 方 針  

(1)  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 蒸 発 処 理 及 び 管 理 を 行 い 、 周 辺 環
境 に 放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 濃 度 限 度
を 超 え な い よ う に す る こ と は も と よ り 、 そ の 濃 度 及 び 量 を 合 理 的 に 達
成 で き る 限 り 低 減 で き る 設 計 と す る 。  

(2)  液 体 廃 棄 物 を 処 理 し 、 固 型 化 す る 設 備 は 、 漏 え い の 防 止 の た め に そ
の 使 用 条 件 に 応 じ て 適 切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  貯 槽 、 タ ン ク 等 を 有 す る 設 備 は 、 万 一 、 液 体 廃 棄 物 の 漏 え い が 生 じ
た と し て も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(4)  液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 平 常 時 に お い て 、 放 射 線 業 務 従 事 者 が 受
け る 線 量 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 値 を 超 え な い よ う に す る こ と は
も と よ り 、 不 要 な 放 射 線 被 ば く を 防 止 す る 設 計 と す る 。  

(5)  液 体 廃 棄 物 を 処 理 し 、 固 型 化 す る 設 備 は 、 放 射 性 物 質 を 限 定 さ れ た
区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 
4.2.2.3  主 要 設 備 の 仕 様  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 4.2.1 表 に 示 す 。  
 

4.2.2.4  主 要 設 備  
 

（ 削 る ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ を 処 理 す る た め の も の で あ る 。  
 
本 装 置 は 、 主 に 蒸 気 室 、 カ ラ ン ド リ ア 、 強 制 循 環 ポ ン プ 、 蒸 気 圧 縮

機 、 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 し 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理
能 力 は 3m3／ h と す る 。  

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の
停 止 に 伴 う 変 更 及 び 号
番 号 の 繰 下 げ  
 
 
化 学 処 置 装 置 の 廃 止 に
伴 う 削 除  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
化 学 処 理 装 置 の 使 用 の
停 止 に 伴 う 削 除  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号 番 号 の 繰 上 げ  
 



〔添付書類五〕 

（５-４-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

液 体 廃 棄 物 Ａ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ か ら ポ ン プ に よ っ て 強 制 循 環 ポ ン プ 、

カ ラ ン ド リ ア 、 蒸 気 室 で 構 成 す る 系 内 に 供 給 し 、 蒸 気 室 で 分 離 し 蒸 気

圧 縮 機 で 圧 縮 し た 蒸 気 を 加 熱 源 と し て 放 射 性 物 質 を 濃 縮 す る 。 発 生 す

る 濃 縮 液 は 、 濃 縮 液 受 槽 に 排 出 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 が ､3.7×10 4Bq／ cm 3

未 満 で あ る こ と を 確 認 し た 後 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ に 送 り 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で

処 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る

濃 度 限 度 を 下 回 る こ と が 明 ら か な 場 合 に は 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 廃 液 貯

槽 Ⅰ に 、 ま た 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 移 す 。 廃 液 貯 槽 Ⅰ に

移 し た 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し た 後 、 あ ら か じ め 必

要 に 応 じ て 希 釈 水 を 貯 留 し た 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に 移 送

す る 。  

本 装 置 の う ち 、 濃 縮 液 が 滞 留 す る 機 器 に つ い て は 、 漏 え い の 防 止 の

た め に 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 万 一 の 漏 え い に 備

え て 機 器 の 周 囲 に は ピ ッ ト を 設 け る 。 ピ ッ ト に は 漏 え い を 早 期 に 検 出

す る た め の 検 知 器 を 備 え る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.2 図 に 示 す 。  

(3) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る 濃 縮

液 等 を 処 理 す る た め の も の で あ る 。  

本 装 置 は 、 主 に 蒸 発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 、 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 し 、 廃

液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 蒸 発 缶 、 濃 縮 液 受 槽 等 は 、 遮 蔽 を 考 慮 し た コ ン

ク リ ー ト 壁 内 に 収 容 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理 能 力 は 1m3／ h と す る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の 濃 縮 液 等 は 、 ポ ン プ に よ っ て 蒸 発 缶 内 に

供 給 し 、 加 熱 用 蒸 気 に よ り 放 射 性 物 質 を 濃 縮 す る 。 濃 縮 操 作 に お い て

は 、 蒸 発 缶 内 へ 供 給 す る 廃 液 の 総 量 が 、 あ ら か じ め 求 め た 濃 縮 度 に 蒸 発

缶 内 に 滞 留 す る 廃 液 の 容 量 を 乗 じ た 値 を 超 え な い よ う に 調 整 す  

液 体 廃 棄 物 Ａ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ か ら ポ ン プ に よ っ て 強 制 循 環 ポ ン プ 、

カ ラ ン ド リ ア 、 蒸 気 室 で 構 成 す る 系 内 に 供 給 し 、 蒸 気 室 で 分 離 し 蒸 気

圧 縮 機 で 圧 縮 し た 蒸 気 を 加 熱 源 と し て 放 射 性 物 質 を 濃 縮 す る 。 発 生 す

る 濃 縮 液 は 、 濃 縮 液 受 槽 に 排 出 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 が ､3.7×10 4Bq／ cm 3

未 満 で あ る こ と を 確 認 し た 後 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ に 送 り 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で

処 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る

濃 度 限 度 を 下 回 る こ と が 明 ら か な 場 合 に は 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 廃 液 貯

槽 Ⅰ に 、 ま た 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 移 す 。 廃 液 貯 槽 Ⅰ に

移 し た 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し た 後 、 あ ら か じ め 必

要 に 応 じ て 希 釈 水 を 貯 留 し た 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に 移 送

す る 。  

本 装 置 の う ち 、 濃 縮 液 が 滞 留 す る 機 器 に つ い て は 、 漏 え い の 防 止 の

た め に 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 万 一 の 漏 え い に 備

え て 機 器 の 周 囲 に は ピ ッ ト を 設 け る 。 ピ ッ ト に は 漏 え い を 早 期 に 検 出

す る た め の 検 知 器 を 備 え る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.1 図 に 示 す 。  

(2) 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 液 体 廃 棄 物 Ｂ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る 濃 縮

液 等 を 処 理 す る た め の も の で あ る 。  

本 装 置 は 、 主 に 蒸 発 缶 、 充 填 塔 、 凝 縮 器 、 濃 縮 液 受 槽 で 構 成 し 、 廃

液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 蒸 発 缶 、 濃 縮 液 受 槽 等 は 、 遮 蔽 を 考 慮 し た コ ン

ク リ ー ト 壁 内 に 収 容 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理 能 力 は 1m3／ h と す る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ 、 液 体 廃 棄 物 Ａ の 濃 縮 液 等 は 、 ポ ン プ に よ っ て 蒸 発 缶 内 に

供 給 し 、 加 熱 用 蒸 気 に よ り 放 射 性 物 質 を 濃 縮 す る 。 濃 縮 操 作 に お い て

は 、 蒸 発 缶 内 へ 供 給 す る 廃 液 の 総 量 が 、 あ ら か じ め 求 め た 濃 縮 度 に 蒸 発

缶 内 に 滞 留 す る 廃 液 の 容 量 を 乗 じ た 値 を 超 え な い よ う に 調 整 す  
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 変  更  前  変  更  後  備  考  

る こ と に よ り 、 発 生 す る 濃 縮 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 、 3.7×104Bq／ cm 3

未 満 と な る よ う に す る 。 発 生 し た 濃 縮 液 は 、 濃 縮 液 受 槽 に 排 出 し 、 セ

メ ン ト 固 化 装 置 に 送 る 。 蒸 発 し た 蒸 気 は 、 充 填 塔 で 精 製 し た の ち 凝 縮

器 で 復 水 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定

め る 濃 度 限 度 を 下 回 る こ と が 明 ら か な 場 合 に は 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 廃

液 貯 槽 Ⅰ に 、 ま た 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 移 す 。 廃 液 貯 槽

Ⅰ に 移 し た 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し た 後 、 あ ら か じ

め 必 要 に 応 じ て 希 釈 水 を 貯 留 し た 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に

移 送 す る 。  

本 装 置 の う ち 、 濃 縮 液 が 滞 留 す る 機 器 に つ い て は 、 漏 え い の 防 止 の

た め に 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。 ま た 、 蒸 発 缶 、 濃 縮 液 受 槽

等 を 収 容 す る コ ン ク リ ー ト 壁 は 、 漏 え い 拡 大 防 止 機 能 を 有 す る と と も

に 、 壁 内 に は 漏 え い 検 知 器 を 備 え る 設 計 と す る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

コ ン ク リ ー ト 壁 内 の 排 気 は 、 本 装 置 の 設 置 建 家 の 管 理 区 域 系 排 気 設

備 を 通 し た 後 、 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.3 図 に 示 す 。  

(4)  セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 主 と し て 化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ

及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 を 固 型 化 す る た め の も の で あ

る 。  

本 装 置 は 、 主 に 凍 結 再 融 解 槽 、 ス ラ ッ ジ 槽 、 濃 縮 液 槽 及 び 混 練 機 で

構 成 し 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 の 最 大 処 理 能 力 は 、 濃 縮 液 に

つ い て は 200 ﾘｯﾄﾙ／ 日 と し 、 ス ラ ッ ジ に つ い て は 、 1m3／ 5 日 と す る 。  

ス ラ ッ ジ は 、 化 学 処 理 装 置 の ス ラ ッ ジ 貯 槽 よ り 凍 結 再 融 解 槽 へ 供 給

し 、 水 分 除 去 を 容 易 と す る た め の 凍 結 ・ 融 解 の 処 理 を 行 う 。 凍 結 ・ 融

解 の 処 理 を 行 っ た ス ラ ッ ジ は 、 ス ラ ッ ジ 槽 に 供 給 し 、 水 分 除 去 を 行 う

こ と に よ り 、 ス ラ ッ ジ 濃 度 を 混 練 に 適 し た 濃 度 に 調 整 す る 。 ス ラ ッ ジ

濃 度 を 調 整 し た ス ラ ッ ジ は 、 あ ら か じ め ド ラ ム 缶 を 設 置 し た 混 練 機 に

供 給 し 、 セ メ ン ト と 混 練 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

濃 縮 液 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 濃 縮 液 受 槽 よ り 、 計 量 槽 で あ る 濃 縮 液

槽 へ 供 給 し た 後 、 あ ら か じ め ド ラ ム 缶 を 設 置 し た 混 練 機 へ 供 給 し 、 セ

メ ン ト と 混 練 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

使 用 す る ド ラ ム 缶 は 、 ス ラ ッ ジ 又 は 濃 縮 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 に 応 じ

て 、 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 又 は 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 に 厚 さ 約 5cm の 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト の ラ  

る こ と に よ り 、 発 生 す る 濃 縮 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 、 3.7×104Bq／ cm 3

未 満 と な る よ う に す る 。 発 生 し た 濃 縮 液 は 、 濃 縮 液 受 槽 に 排 出 し 、 セ

メ ン ト 固 化 装 置 に 送 る 。 蒸 発 し た 蒸 気 は 、 充 填 塔 で 精 製 し た の ち 凝 縮

器 で 復 水 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定

め る 濃 度 限 度 を 下 回 る こ と が 明 ら か な 場 合 に は 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 廃

液 貯 槽 Ⅰ に 、 ま た 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 移 す 。 廃 液 貯 槽

Ⅰ に 移 し た 処 理 済 廃 液 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し た 後 、 あ ら か じ

め 必 要 に 応 じ て 希 釈 水 を 貯 留 し た 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に

移 送 す る 。  

本 装 置 の う ち 、 濃 縮 液 が 滞 留 す る 機 器 に つ い て は 、 漏 え い の 防 止 の

た め に 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。 ま た 、 蒸 発 缶 、 濃 縮 液 受 槽

等 を 収 容 す る コ ン ク リ ー ト 壁 は 、 漏 え い 拡 大 防 止 機 能 を 有 す る と と も

に 、 壁 内 に は 漏 え い 検 知 器 を 備 え る 設 計 と す る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

コ ン ク リ ー ト 壁 内 の 排 気 は 、 本 装 置 の 設 置 建 家 の 管 理 区 域 系 排 気 設

備 を 通 し た 後 、 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.2 図 に 示 す 。  

(3)  セ メ ン ト 固 化 装 置  

セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 主 と し て 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液

を 固 型 化 す る た め の も の で あ る 。  

本 装 置 は 、 主 に 濃 縮 液 槽 及 び 混 練 機 で 構 成 し 、 廃 液 処 理 棟 に 設 置 す

る 。 本 装 置 の 最 大 処 理 能 力 は 、 濃 縮 液 に つ い て は 200 ﾘ ｯ ﾄ ﾙ／ 日 と す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

濃 縮 液 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 濃 縮 液 受 槽 よ り 、 計 量 槽 で あ る 濃 縮 液

槽 へ 供 給 し た 後 、 あ ら か じ め ド ラ ム 缶 を 設 置 し た 混 練 機 へ 供 給 し 、 セ

メ ン ト と 混 練 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

使 用 す る ド ラ ム 缶 は 、 濃 縮 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 に 応 じ て 、 200 ﾘｯﾄﾙ

ド ラ ム 缶 又 は 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 に 厚 さ 約 5cm の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ラ  
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化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 及 び セ メ ン ト 固 化

装 置 （ 一 部 ） の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  
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イ ニ ン グ を 施 し た も の 、 若 し く は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ラ イ ニ ン グ を

施 し た ド ラ ム 缶 内 に 補 助 容 器 を 使 用 し た も の と す る 。  

ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 を 使 用 す る 場 合 に

1 日 あ た り 最 大 2 体 製 作 で き る も の と す る 。  

本 装 置 は 、 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃 性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す

る 。 電 気 系 統 は 、 地 絡 、 短 絡 等 に 起 因 す る 過 電 流 を 防 止 す る 設 計 と す

る 。  

ま た 、 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 が 滞 留 す る 凍 結 再 融 解 槽 、 ス ラ ッ ジ 槽 、

濃 縮 液 槽 及 び 配 管 に つ い て は 、 漏 え い の 防 止 の た め に 耐 食 性 を 考 慮 し

た 材 料 を 使 用 す る 。 万 一 の 漏 え い に 備 え て 、 凍 結 再 融 解 槽 、 ス ラ ッ ジ

槽 の 周 囲 に は 堰 を 設 け る 。 線 量 率 の 高 い 濃 縮 液 槽 に つ い て は 、 放 射 線

業 務 従 事 者 に 対 す る 不 要 な 被 ば く を 防 止 す る た め ピ ッ ト 内 に 設 け る 。

堰 及 び ピ ッ ト に は 漏 え い を 早 期 に 検 出 す る た め の 検 知 器 を 備 え 、 漏 え

い を 検 知 し た 場 合 は 、 本 装 置 近 傍 の セ メ ン ト 固 化 装 置 制 御 室 に 設 け る

運 転 制 御 盤 に 警 報 を 発 す る 設 計 と す る 。  

濃 縮 液 槽 及 び ス ラ ッ ジ 槽 に は 、 液 位 計 を 設 け 、 本 装 置 近 傍 の セ メ ン

ト 固 化 装 置 制 御 室 に 設 け る 運 転 制 御 盤 で 液 位 を 監 視 及 び 記 録 で き る よ

う に す る と と も に 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 は 、 警 報 を 発 す る 設 計

と す る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.4 図 に 示 す 。  

(5)  処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃 度 限 度 を 下

回 る こ と が 明 ら か な 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定

し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 本 貯 槽 は 、

濃 度 限 度 を 上 回 る 処 理 済 廃 液 を 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た

後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め に も 使 用 す る 。 こ の 場 合 、 あ ら か じ め

処 理 済 廃 液 貯 槽 に 、 希 釈 後 の 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 濃 度 限 度 を 下 回

る た め に 必 要 な 希 釈 水 を 貯 留 し て お き 、 そ の 後 、 処 理 済 廃 液 を 移 送 す

る 。  

貯 槽 は 、 半 地 下 式 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 容 量 約 200m 3 の も の １ 基 で

構 成 し 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 内 に 設 置 す る 。  

イ ニ ン グ を 施 し た も の 、 若 し く は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ラ イ ニ ン グ を

施 し た ド ラ ム 缶 内 に 補 助 容 器 を 使 用 し た も の と す る 。  

ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 を 使 用 す る 場 合 に

1 日 あ た り 最 大 2 体 製 作 で き る も の と す る 。  

本 装 置 は 、 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃 性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す

る 。 電 気 系 統 は 、 地 絡 、 短 絡 等 に 起 因 す る 過 電 流 を 防 止 す る 設 計 と す

る 。  

ま た 、 濃 縮 液 が 滞 留 す る 濃 縮 液 槽 及 び 配 管 に つ い て は 、 漏 え い の 防

止 の た め に 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。 線 量 率 の 高 い 濃 縮 液 槽

に つ い て は 、 放 射 線 業 務 従 事 者 に 対 す る 不 要 な 被 ば く を 防 止 す る た め

ピ ッ ト 内 に 設 け る 。 ピ ッ ト に は 漏 え い を 早 期 に 検 出 す る た め の 検 知 器

を 備 え 、 漏 え い を 検 知 し た 場 合 は 、 本 装 置 近 傍 の セ メ ン ト 固 化 装 置 制

御 室 に 設 け る 運 転 制 御 盤 に 警 報 を 発 す る 設 計 と す る 。  

濃 縮 液 槽 に は 、 液 位 計 を 設 け 、 本 装 置 近 傍 の セ メ ン ト 固 化 装 置 制 御

室 に 設 け る 運 転 制 御 盤 で 液 位 を 監 視 及 び 記 録 で き る よ う に す る と と も

に 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 は 、 警 報 を 発 す る 設 計 と す る 。  

本 装 置 の 運 転 中 は 、 密 閉 型 の 装 置 系 内 を 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄

化 装 置 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.3 図 に 示 す 。  

 

 

 

(4)  処 理 済 廃 液 貯 槽  

本 貯 槽 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃 度 限 度 を 下

回 る こ と が 明 ら か な 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定

し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 本 貯 槽 は 、

濃 度 限 度 を 上 回 る 処 理 済 廃 液 を 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た

後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め に も 使 用 す る 。 こ の 場 合 、 あ ら か じ め

処 理 済 廃 液 貯 槽 に 、 希 釈 後 の 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 濃 度 限 度 を 下 回

る た め に 必 要 な 希 釈 水 を 貯 留 し て お き 、 そ の 後 、 処 理 済 廃 液 を 移 送 す

る 。  

貯 槽 は 、 半 地 下 式 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 容 量 約 200m 3 の も の １ 基 で

構 成 し 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 内 に 設 置 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 及 び セ メ ン ト 固 化

装 置 （ 一 部 ） の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  
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〔添付書類五〕 

（５-４-６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

貯 槽 は 、 半 地 下 式 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 容 量 約 200m 3 の も の １ 基 で

構 成 し 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 内 に 設 置 す る 。  

貯 槽 は 、 内 面 に 漏 え い 防 止 の た め の 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ を 施 す と と

も に 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速 や か に 排 水

ポ ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、 漏 え い が 生

じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.5 図 に 示 す 。  

(6)  排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃 度 限 度 を 下

回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た 後 、 一 般 排

水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 本 設 備 は 、 濃 度 限 度 を 上 回

る 処 理 済 廃 液 を 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ

放 出 す る た め に も 使 用 す る 。 こ の 場 合 、 あ ら か じ め 排 水 監 視 設 備 に 、

希 釈 後 の 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 濃 度 限 度 を 下 回 る た め に 必 要 な 希 釈

水 を 貯 留 し て お き 、 そ の 後 、 処 理 済 廃 液 を 移 送 す る 。  

本 設 備 は 、 500m 3 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 １ 基 で 構 成 す る 。  

貯 槽 は 、 内 面 に 漏 え い 防 止 の た め の 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ を 施 す と と

も に 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速 や か に 排 水

ポ ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、 漏 え い が 生

じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

排 水 監 視 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.5 図 に 示 す 。  

 

4.2.2.5  試 験 検 査  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 定 期 的 に 試 験 又 は 検 査 を 実 施 す る 。  

 

4.2.2.6 評   価  

(1) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 液 体 廃 棄 物 を 化 学 処 理 装 置 、

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 し 、 処 理 済 廃 液 を 処 理

済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 で 管 理 す る こ と に よ り 、 周 辺 環 境 に

放 出 す る 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 濃 度 限 度

を 超 え な い よ う に す る こ と は も と  

貯 槽 は 、 半 地 下 式 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 容 量 約 200m 3 の も の １ 基 で

構 成 し 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 内 に 設 置 す る 。  

貯 槽 は 、 内 面 に 漏 え い 防 止 の た め の 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ を 施 す と と

も に 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速 や か に 排 水

ポ ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、 漏 え い が 生

じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.4 図 に 示 す 。  

(5)  排 水 監 視 設 備  

本 設 備 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め る 濃 度 限 度 を 下

回 る 処 理 済 廃 液 を 一 時 貯 留 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た 後 、 一 般 排

水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 本 設 備 は 、 濃 度 限 度 を 上 回

る 処 理 済 廃 液 を 希 釈 し 、 放 射 性 物 質 濃 度 を 測 定 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ

放 出 す る た め に も 使 用 す る 。 こ の 場 合 、 あ ら か じ め 排 水 監 視 設 備 に 、

希 釈 後 の 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 濃 度 限 度 を 下 回 る た め に 必 要 な 希 釈

水 を 貯 留 し て お き 、 そ の 後 、 処 理 済 廃 液 を 移 送 す る 。  

本 設 備 は 、 500m 3 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 １ 基 で 構 成 す る 。  

貯 槽 は 、 内 面 に 漏 え い 防 止 の た め の 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ を 施 す と と

も に 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速 や か に 排 水

ポ ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、 漏 え い が 生

じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

排 水 監 視 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.4 図 に 示 す 。  

 

4.2.2.5  試 験 検 査  

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 定 期 的 に 試 験 又 は 検 査 を 実 施 す る 。  

 

4.2.2.6 評   価  

(1) 液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 は 、 適 切 に 液 体 廃 棄 物 を 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ

及 び 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 し 、 処 理 済 廃 液 を 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び

排 水 監 視 設 備 で 管 理 す る こ と に よ り 、 周 辺 環 境 に 放 出 す る 放 射 性

物 質 の 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 濃 度 限 度 を 超 え な い よ う

に す る こ と は も と  

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  
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〔添付書類五〕 

（５-４-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

よ り 、 そ の 濃 度 及 び 量 を 合 理 的 に 達 成 で き る 限 り 低 減 で き る 設 計 と す る 。  

(2)  化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装

置 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 漏 え い の 防 止 の た め に そ の

使 用 条 件 に 応 じ て 適 切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 及 び セ メ ン ト 固 化

装 置 の 塔 槽 類 、 タ ン ク 等 の 周 囲 に は 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る た め に ピ

ッ ト 又 は 堰 を 設 け る と と も に 、 ピ ッ ト 及 び 堰 に は 漏 え い を 早 期 に 検 出

す る た め に 検 知 器 を 備 え る 設 計 と す る 。 ま た 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排

水 監 視 設 備 に は 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速

や か に 排 水 ポ ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、

漏 え い が 生 じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

(4)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 線 量 率 が 高 く な る 機 器 は 、 平 常 時 に お い て 、 放 射

線 業 務 従 事 者 が 受 け る 線 量 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 値 を 超 え な い

よ う に す る こ と は も と よ り 、 不 要 な 放 射 線 被 ば く を 防 止 す る 設 計 と す

る 。  

(5)  化 学 処 理 装 置 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 及 び セ メ ン ト 固 化

装 置 は 、 密 閉 型 の 貯 槽 及 び 装 置 系 内 を 排 気 し 、 排 気 浄 化 装 置 を 通 す こ

と に よ り 放 射 性 物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計

と す る 。  

 

4.2.3 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

4.2.3.1 概     要  

固 体 廃 棄 物 を β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ 、 α 固 体 廃 棄

物 Ａ 及 び α 固 体 廃 棄 物 Ｂ に 区 分 し 、 本 処 理 施 設 で は 次 の よ う に 処 理 す

る 。  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 不 燃 性 の も の は 主 に 圧 縮 し 、 容 器 に 封 入 し

て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 又 は 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。

可 燃 性 の も の は 主 に 焼 却 し 、 焼 却 灰 は 専 用 の 焼 却 灰 固 化 装 置 に よ り 固 型

化 の 後 、 容 器 に 封 入 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 一 部 の 合

板 製 外 枠 の  

よ り 、 そ の 濃 度 及 び 量 を 合 理 的 に 達 成 で き る 限 り 低 減 で き る 設 計 と す る 。  

(2)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 、 処 理 済 廃 液

貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 漏 え い の 防 止 の た め に そ の 使 用 条 件 に 応 じ

て 適 切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 及 び セ メ ン ト 固 化 装 置 の 塔 槽 類 、

タ ン ク 等 の 周 囲 に は 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る た め に ピ ッ ト 又 は 堰 を 設

け る と と も に 、 ピ ッ ト 及 び 堰 に は 漏 え い を 早 期 に 検 出 す る た め に 検 知

器 を 備 え る 設 計 と す る 。 ま た 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に

は 、 漏 え い を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 速 や か に 排 水 ポ

ン プ 等 に よ り 他 の 貯 槽 に 移 し 替 え る こ と に よ り 、 万 一 、 漏 え い が 生 じ

た と し て も 漏 え い の 拡 大 の 防 止 を 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

(4)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 線 量 率 が 高 く な る 機 器 は 、 平 常 時 に お い て 、 放 射

線 業 務 従 事 者 が 受 け る 線 量 が 「 線 量 告 示 」 に 定 め ら れ た 値 を 超 え な い

よ う に す る こ と は も と よ り 、 不 要 な 放 射 線 被 ば く を 防 止 す る 設 計 と す

る 。  

(5)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ 及 び セ メ ン ト 固 化 装 置 は 、 密 閉 型

の 貯 槽 及 び 装 置 系 内 を 排 気 し 、 排 気 浄 化 装 置 を 通 す こ と に よ り 放 射 性

物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 

 

4.2.3 固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

4.2.3.1 概     要  

固 体 廃 棄 物 を β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ 、 α 固 体 廃 棄

物 Ａ 及 び α 固 体 廃 棄 物 Ｂ に 区 分 し 、 本 処 理 施 設 で は 次 の よ う に 処 理 す

る 。  

β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の う ち 不 燃 性 の も の は 主 に 圧 縮 し 、 容 器 に 封 入 し

て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 又 は 角 型 鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。

可 燃 性 の も の は 主 に 焼 却 し 、 焼 却 灰 は 専 用 の 焼 却 灰 固 化 装 置 に よ り 固 型

化 の 後 、 容 器 に 封 入 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 一 部 の 合

板 製 外 枠 の  
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〔添付書類五〕 

（５-４-９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

性 物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2)  高 温 雰 囲 気 等 特 殊 な 条 件 下 で 運 転 す る 設 備 は 、 そ の 条 件 に 応 じ て 適

切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  線 量 率 の 高 い 固 体 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 設 備 は 、 外 部 放 射 線 に よ る 放 射

線 業 務 従 事 者 の 線 量 を 十 分 低 く で き る 設 計 と す る 。 ま た 、 放 射 性 廃 棄

物 を 非 密 封 で 取 り 扱 う 設 備 は 、 エ ア ラ イ ン ス ー ツ を 使 用 す る 。  

 

4.2.3.3 主 要 設 備 の 仕 様  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 4.2.2 表 に 示 す 。  

 

4.2.3.4 主 要 設 備  

(1) β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ は 、 主 に 不 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ を 圧 縮 し 、

容 器 に 封 入 す る た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ に 設 置 す る 。  

本 装 置 は 、 主 に 竪 型 二 軸 圧 縮 方 式 の 圧 縮 機 、 分 類 用 ボ ッ ク ス で 構 成

し 、 最 大 処 理 能 力 は 2m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 分 類 用 ボ ッ ク ス で 分 類 を 行 い 、 圧 縮 機 内 に 投 入 し て 圧 縮

し 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 装 置 は 、 放 射 性 物 質 の 飛 散 を 防 止 す る た め 、 圧 縮 機 は 密 閉 型 と

し 、 分 類 用 ボ ッ ク ス と 圧 縮 機 と の 間 は 二 重 に 仕 切 る こ と が で き る 構 造

と す る 。 ま た 、 吸 ・ 排 気 口 を 分 類 用 ボ ッ ク ス に 設 け 、 運 転 中 は 内 部 の

排 気 を 行 え る 設 計 と す る 。 分 類 用 ボ ッ ク ス は 、 圧 縮 機 の 廃 棄 物 投 入 口

の 上 部 に あ り 、 廃 棄 物 を 圧 縮 機 内 に 投 入 で き る 構 造 と す る 。 本 装 置 か

ら の 排 気 は 、 本 装 置 の 設 置 建 家 の 管 理 区 域 系 排 気 設 備 を 通 し て 建 家 の

排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.6 図 に 示 す 。  

(2) β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ は 、 主 に 不 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ を 圧 縮 し 、  

性 物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2)  高 温 雰 囲 気 等 特 殊 な 条 件 下 で 運 転 す る 設 備 は 、 そ の 条 件 に 応 じ て 適

切 な 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(3)  線 量 率 の 高 い 固 体 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 設 備 は 、 外 部 放 射 線 に よ る 放 射

線 業 務 従 事 者 の 線 量 を 十 分 低 く で き る 設 計 と す る 。 ま た 、 放 射 性 廃 棄

物 を 非 密 封 で 取 り 扱 う 設 備 は 、 エ ア ラ イ ン ス ー ツ を 使 用 す る 。  

 

4.2.3.3 主 要 設 備 の 仕 様  

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 4.2.2 表 に 示 す 。  

 

4.2.3.4 主 要 設 備  

(1) β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ は 、 主 に 不 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ を 圧 縮 し 、

容 器 に 封 入 す る た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ に 設 置 す る 。  

本 装 置 は 、 主 に 竪 型 二 軸 圧 縮 方 式 の 圧 縮 機 、 分 類 用 ボ ッ ク ス で 構 成

し 、 最 大 処 理 能 力 は 2m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 分 類 用 ボ ッ ク ス で 分 類 を 行 い 、 圧 縮 機 内 に 投 入 し て 圧 縮

し 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 装 置 は 、 放 射 性 物 質 の 飛 散 を 防 止 す る た め 、 圧 縮 機 は 密 閉 型 と

し 、 分 類 用 ボ ッ ク ス と 圧 縮 機 と の 間 は 二 重 に 仕 切 る こ と が で き る 構 造

と す る 。 ま た 、 吸 ・ 排 気 口 を 分 類 用 ボ ッ ク ス に 設 け 、 運 転 中 は 内 部 の

排 気 を 行 え る 設 計 と す る 。 分 類 用 ボ ッ ク ス は 、 圧 縮 機 の 廃 棄 物 投 入 口

の 上 部 に あ り 、 廃 棄 物 を 圧 縮 機 内 に 投 入 で き る 構 造 と す る 。 本 装 置 か

ら の 排 気 は 、 本 装 置 の 設 置 建 家 の 管 理 区 域 系 排 気 設 備 を 通 し て 建 家 の

排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.5 図 に 示 す 。  

(2) β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ は 、 主 に 不 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ を 圧 縮 し 、  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

容 器 に 封 入 す る た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ に 設 置 す る 。  

本 装 置 は 、 主 に 竪 型 三 軸 圧 縮 方 式 の 圧 縮 機 、 分 類 用 ボ ッ ク ス 、 フ ィ

ル タ 破 砕 機 で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 2m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 必 要 に 応 じ 分 類 用 ボ ッ ク ス で 分 類 を 行 い 、 圧 縮 機 内 に 投

入 し て 圧 縮 す る 。 ま た 、 比 較 的 容 積 の 大 き な 廃 棄 物 及 び 長 尺 廃 棄 物

は 、 専 用 の 投 入 口 か ら 直 接 圧 縮 機 内 に 投 入 す る 。 一 部 の 合 板 製 外 枠 の

使 用 済 排 気 フ ィ ル タ は 、 フ ィ ル タ 破 砕 機 で ろ 材 と 外 枠 と に 分 離 し て ろ

材 は 圧 縮 し 、 外 枠 は β ・ γ 焼 却 装 置 で 焼 却 す る 。  

圧 縮 し た 廃 棄 物 は 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 装 置 は 、 放 射 性 物 質 の 飛 散 を 防 止 す る た め 、 圧 縮 機 は 密 閉 型 と

し 、 分 類 用 ボ ッ ク ス と 圧 縮 機 と の 間 は 二 重 に 仕 切 る こ と が で き る 構 造

と す る 。 ま た 、 吸 ・ 排 気 口 を 分 類 用 ボ ッ ク ス に 設 け 、 運 転 中 は 内 部 の

排 気 を 行 え る 設 計 と す る 。 分 類 用 ボ ッ ク ス は 、 圧 縮 機 の 廃 棄 物 投 入 口

の 上 部 に あ り 、 廃 棄 物 を 圧 縮 機 内 に 投 入 で き る 構 造 と す る 。 フ ィ ル タ

破 砕 機 は 、 分 類 用 ボ ッ ク ス に 接 続 し て 設 置 し 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の

う ち 合 板 製 外 枠 の 使 用 済 フ ィ ル タ か ら メ デ ィ ア と 外 枠 を 分 離 し 、 分 離

し た 外 枠 を 焼 却 の た め 破 砕 で き る 構 造 と す る 。 本 装 置 か ら の 排 気 は 、

排 気 浄 化 装 置 を 通 し て 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.7 図 に 示 す 。  

(3) β ・ γ 焼 却 装 置  

β ・ γ 焼 却 装 置 は 、 主 に 可 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄

物 の う ち 有 機 性 の も の を 焼 却 、 固 型 化 し 、 容 器 に 封 入 す る た め の 設 備

で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ に 設 置 す る 。 本 装 置 は 、 主 に 焼 却 炉 、 排 ガ ス

処 理 設 備 、 廃 棄 物 投 入 設 備 、 焼 却 灰 回 収 装 置 、 焼 却 灰 固 化 装 置 で 構 成

し 、 処 理 能 力 は 約 3m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 投 入 設 備 に よ り 焼 却 炉 内 に 投 入 し て 焼 却 す る 。 焼

却 灰 は 、 焼 却 灰 回 収 装 置 で 回 収 し 、 専 用 の 焼 却 灰 固 化 装 置 で 固 型 化 し

た 後 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 一 方 、 燃 焼 ガ ス は 、  

容 器 に 封 入 す る た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ に 設 置 す る 。  

本 装 置 は 、 主 に 竪 型 三 軸 圧 縮 方 式 の 圧 縮 機 、 分 類 用 ボ ッ ク ス 、 フ ィ

ル タ 破 砕 機 で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 2m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 必 要 に 応 じ 分 類 用 ボ ッ ク ス で 分 類 を 行 い 、 圧 縮 機 内 に 投

入 し て 圧 縮 す る 。 ま た 、 比 較 的 容 積 の 大 き な 廃 棄 物 及 び 長 尺 廃 棄 物

は 、 専 用 の 投 入 口 か ら 直 接 圧 縮 機 内 に 投 入 す る 。 一 部 の 合 板 製 外 枠 の

使 用 済 排 気 フ ィ ル タ は 、 フ ィ ル タ 破 砕 機 で ろ 材 と 外 枠 と に 分 離 し て ろ

材 は 圧 縮 し 、 外 枠 は β ・ γ 焼 却 装 置 で 焼 却 す る 。  

圧 縮 し た 廃 棄 物 は 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 装 置 は 、 放 射 性 物 質 の 飛 散 を 防 止 す る た め 、 圧 縮 機 は 密 閉 型 と

し 、 分 類 用 ボ ッ ク ス と 圧 縮 機 と の 間 は 二 重 に 仕 切 る こ と が で き る 構 造

と す る 。 ま た 、 吸 ・ 排 気 口 を 分 類 用 ボ ッ ク ス に 設 け 、 運 転 中 は 内 部 の

排 気 を 行 え る 設 計 と す る 。 分 類 用 ボ ッ ク ス は 、 圧 縮 機 の 廃 棄 物 投 入 口

の 上 部 に あ り 、 廃 棄 物 を 圧 縮 機 内 に 投 入 で き る 構 造 と す る 。 フ ィ ル タ

破 砕 機 は 、 分 類 用 ボ ッ ク ス に 接 続 し て 設 置 し 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ の

う ち 合 板 製 外 枠 の 使 用 済 フ ィ ル タ か ら メ デ ィ ア と 外 枠 を 分 離 し 、 分 離

し た 外 枠 を 焼 却 の た め 破 砕 で き る 構 造 と す る 。 本 装 置 か ら の 排 気 は 、

排 気 浄 化 装 置 を 通 し て 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.6 図 に 示 す 。  

(3) β ・ γ 焼 却 装 置  

β ・ γ 焼 却 装 置 は 、 主 に 可 燃 性 の β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ａ 及 び 液 体 廃 棄

物 の う ち 有 機 性 の も の を 焼 却 、 固 型 化 し 、 容 器 に 封 入 す る た め の 設 備

で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ に 設 置 す る 。 本 装 置 は 、 主 に 焼 却 炉 、 排 ガ ス

処 理 設 備 、 廃 棄 物 投 入 設 備 、 焼 却 灰 回 収 装 置 、 焼 却 灰 固 化 装 置 で 構 成

し 、 処 理 能 力 は 約 3m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 投 入 設 備 に よ り 焼 却 炉 内 に 投 入 し て 焼 却 す る 。 焼

却 灰 は 、 焼 却 灰 回 収 装 置 で 回 収 し 、 専 用 の 焼 却 灰 固 化 装 置 で 固 型 化 し

た 後 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 一 方 、 燃 焼 ガ ス は 、  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ 、 粗 塵 用 フ ィ ル タ 、 高 性 能 フ ィ ル タ 、 洗 浄 塔 等

か ら な る 排 ガ ス 処 理 設 備 を 通 し た 後 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 か ら

放 出 す る 。  

本 装 置 は 、 全 系 統 の 除 染 係 数 が 不 揮 発 性 の 放 射 性 物 質 に 対 し て 1×

106 以 上 と な る よ う に 設 計 す る 。  

焼 却 炉 は 密 閉 型 と す る と と も に 、 運 転 中 は 系 内 を 負 圧 に 維 持 し 、 放

射 性 物 質 の 系 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る 。  

焼 却 や 溶 融 処 理 す る 装 置 で は 負 圧 に 維 持 す る と と も に 密 閉 ま た は 気

密 構 造 と す る 。 ま た 、 急 速 な 炉 内 圧 力 上 昇 に 対 し て は 、 圧 力 逃 が し 機

構 に よ り 炉 内 の 空 気 が 設 備 の 外 部 に 漏 え い し 難 い 構 造 と す る 。 圧 縮 処

理 装 置 で は 圧 縮 時 に 密 閉 構 造 と な る よ う に す る 。  

本 装 置 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。  

β ・ γ 焼 却 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.8 図 に 示 す 。  

(4) β ・ γ 封 入 設 備  

β ・ γ 封 入 設 備 は 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ を 処 理 し 、 容 器 に 封 入 す る

た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 遮 蔽 の た め の 分 類 セ ル 、 圧 縮 機 等 の セ ル 内 機 器 、 パ ッ ケ

ー ジ 取 扱 設 備 等 の セ ル 周 辺 機 器 で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 0.15m 3／

日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 分 類 セ ル 内 に 搬 入 の 後 、 必 要 に 応 じ て 分 類 、 圧 縮 を 行

い 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 設 備 の 運 転 及 び 廃 棄 物 の 取 扱 い は 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う 設 計 と す

る 。 ま た 、 分 類 セ ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 運 転

中 は 分 類 セ ル 内 の 負 圧 を 維 持 し 、 そ の 排 気 は 予 備 系 統 を 有 す る セ ル 系

排 気 設 備 を 通 し た 後 、 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 封 入 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.9 図 に 示 す 。  

(5) α 焼 却 装 置  

α 焼 却 装 置 は 、 主 に 可 燃 性 の α 固 体 廃 棄 物 Ａ を 焼 却 す る た め の 設 備

で 、 α 固 体 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 は 、 主 に 焼 却 炉 、 排 ガ ス 処 理 設  

セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ 、 粗 塵 用 フ ィ ル タ 、 高 性 能 フ ィ ル タ 、 洗 浄 塔 等

か ら な る 排 ガ ス 処 理 設 備 を 通 し た 後 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 か ら

放 出 す る 。  

本 装 置 は 、 全 系 統 の 除 染 係 数 が 不 揮 発 性 の 放 射 性 物 質 に 対 し て 1×

106 以 上 と な る よ う に 設 計 す る 。  

焼 却 炉 は 密 閉 型 と す る と と も に 、 運 転 中 は 系 内 を 負 圧 に 維 持 し 、 放

射 性 物 質 の 系 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る 。  

焼 却 や 溶 融 処 理 す る 装 置 で は 負 圧 に 維 持 す る と と も に 密 閉 ま た は 気

密 構 造 と す る 。 ま た 、 急 速 な 炉 内 圧 力 上 昇 に 対 し て は 、 圧 力 逃 が し 機

構 に よ り 炉 内 の 空 気 が 設 備 の 外 部 に 漏 え い し 難 い 構 造 と す る 。  

 

本 装 置 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。  

β ・ γ 焼 却 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.7 図 に 示 す 。  

(4) β ・ γ 封 入 設 備  

β ・ γ 封 入 設 備 は 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 Ｂ を 処 理 し 、 容 器 に 封 入 す る

た め の 設 備 で 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 遮 蔽 の た め の 分 類 セ ル 、 圧 縮 機 等 の セ ル 内 機 器 、 パ ッ ケ

ー ジ 取 扱 設 備 等 の セ ル 周 辺 機 器 で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 0.15m 3／

日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 分 類 セ ル 内 に 搬 入 の 後 、 必 要 に 応 じ て 分 類 、 圧 縮 を 行

い 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

本 設 備 の 運 転 及 び 廃 棄 物 の 取 扱 い は 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う 設 計 と す

る 。 ま た 、 分 類 セ ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 運 転

中 は 分 類 セ ル 内 の 負 圧 を 維 持 し 、 そ の 排 気 は 予 備 系 統 を 有 す る セ ル 系

排 気 設 備 を 通 し た 後 、 建 家 の 排 気 口 か ら 放 出 す る 。  

β ・ γ 封 入 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.8 図 に 示 す 。  

(5) α 焼 却 装 置  

α 焼 却 装 置 は 、 主 に 可 燃 性 の α 固 体 廃 棄 物 Ａ を 焼 却 す る た め の 設 備

で 、 α 固 体 処 理 棟 に 設 置 す る 。 本 装 置 は 、 主 に 焼 却 炉 、 排 ガ ス 処 理 設  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

備 、 廃 棄 物 分 類 用 ボ ッ ク ス 、 灰 出 し ボ ッ ク ス で 構 成 し 、 最 大 処 理 能

力 は  0.5m 3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 分 類 用 ボ ッ ク ス 内 に 搬 入 し 、 必 要 に 応 じ て 分 類 を

行 っ た 後 、 焼 却 炉 内 に 投 入 し て 焼 却 す る 。  

焼 却 灰 は 、 灰 出 し ボ ッ ク ス か ら バ グ ア ウ ト 方 式 で 取 り 出 し 、 α ホ ー

ル 設 備 に 搬 出 す る 。 一 方 、 燃 焼 ガ ス は 、 主 に 高 温 フ ィ ル タ 、 フ ィ ル タ

ユ ニ ッ ト か ら な る 排 ガ ス 処 理 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か

ら 放 出 す る 。  

本 装 置 は 、 全 系 統 の 除 染 係 数 が 不 揮 発 性 の 放 射 性 物 質 に 対 し て 1×

106 以 上 と な る よ う に 設 計 す る 。  

焼 却 炉 は 密 閉 型 と す る と と も に 、 2 系 統 4 基 (常 時 1 基 使 用 )の 排 風 機

に よ り 系 内 を 負 圧 に 維 持 し 、 放 射 性 物 質 の 系 統 外 へ の 漏 え い を 防 止 す

る 。  

焼 却 や 溶 融 処 理 す る 装 置 で は 負 圧 に 維 持 す る と と も に 密 閉 ま た は 気

密 構 造 と す る 。 ま た 、 急 速 な 炉 内 圧 力 上 昇 に 対 し て は 、 圧 力 逃 が し 機

構 に よ り 炉 内 の 空 気 が 設 備 の 外 部 に 漏 え い し 難 い 構 造 と す る 。 圧 縮 処

理 装 置 で は 圧 縮 時 に 密 閉 構 造 と な る よ う に す る 。  

本 装 置 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。  

α 焼 却 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.10 図 に 示 す 。  

(6) α ホ ー ル 設 備  

α ホ ー ル 設 備 は 、 主 に 不 燃 性 の α 固 体 廃 棄 物 Ａ を 分 別 、 圧 縮 又 は 細

断 し 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る た め の 設 備 で 、 α 固 体

処 理 棟 に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 気 密 室 で あ る α ホ ー ル 、 そ の 内 部 に 設 置 す る 細 断 機 、 圧

縮 機 等 、 α ホ ー ル の 周 辺 に 設 置 す る エ ア ラ イ ン ス ー ツ 設 備 等 で 構 成

し 、 最 大 処 理 能 力 は １ m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 搬 入 ポ ー ト を 介 し て α ホ ー ル に 搬 入 し 、 細 断 、 圧

縮 等 の 減 容 処 理 を 行 っ た 後 、 容 器 に 封 入 し 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

備 、 廃 棄 物 分 類 用 ボ ッ ク ス 、 灰 出 し ボ ッ ク ス で 構 成 し 、 最 大 処 理 能

力 は  0.5m 3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 分 類 用 ボ ッ ク ス 内 に 搬 入 し 、 必 要 に 応 じ て 分 類 を

行 っ た 後 、 焼 却 炉 内 に 投 入 し て 焼 却 す る 。  

焼 却 灰 は 、 灰 出 し ボ ッ ク ス か ら バ グ ア ウ ト 方 式 で 取 り 出 し 、 α ホ ー

ル 設 備 に 搬 出 す る 。 一 方 、 燃 焼 ガ ス は 、 主 に 高 温 フ ィ ル タ 、 フ ィ ル タ

ユ ニ ッ ト か ら な る 排 ガ ス 処 理 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か

ら 放 出 す る 。  

本 装 置 は 、 全 系 統 の 除 染 係 数 が 不 揮 発 性 の 放 射 性 物 質 に 対 し て 1×

106 以 上 と な る よ う に 設 計 す る 。  

焼 却 炉 は 密 閉 型 と す る と と も に 、 2 系 統 4 基 (常 時 1 基 使 用 )の 排 風 機

に よ り 系 内 を 負 圧 に 維 持 し 、 放 射 性 物 質 の 系 統 外 へ の 漏 え い を 防 止 す

る 。  

焼 却 や 溶 融 処 理 す る 装 置 で は 負 圧 に 維 持 す る と と も に 密 閉 ま た は 気

密 構 造 と す る 。 ま た 、 急 速 な 炉 内 圧 力 上 昇 に 対 し て は 、 圧 力 逃 が し 機

構 に よ り 炉 内 の 空 気 が 設 備 の 外 部 に 漏 え い し 難 い 構 造 と す る 。 圧 縮 処

理 装 置 で は 圧 縮 時 に 密 閉 構 造 と な る よ う に す る 。  

本 装 置 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 を 考 慮 し た 材 料 を 使 用 す る 。  

α 焼 却 装 置 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.9 図 に 示 す 。  

(6) α ホ ー ル 設 備  

α ホ ー ル 設 備 は 、 主 に 不 燃 性 の α 固 体 廃 棄 物 Ａ を 分 別 、 圧 縮 又 は 細

断 し 、 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る た め の 設 備 で 、 α 固 体

処 理 棟 に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 気 密 室 で あ る α ホ ー ル 、 そ の 内 部 に 設 置 す る 細 断 機 、 圧

縮 機 等 、 α ホ ー ル の 周 辺 に 設 置 す る エ ア ラ イ ン ス ー ツ 設 備 等 で 構 成

し 、 最 大 処 理 能 力 は １ m3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 廃 棄 物 搬 入 ポ ー ト を 介 し て α ホ ー ル に 搬 入 し 、 細 断 、 圧

縮 等 の 減 容 処 理 を 行 っ た 後 、 容 器 に 封 入 し 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ま た 、 焼 却 灰 は 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

α ホ ー ル 内 に お け る 作 業 は 、 エ ア ラ イ ン ス ー ツ を 着 用 し た 放 射 線 業

務 従 事 者 が 行 う 。  

α ホ ー ル は 、 気 密 構 造 と す る と と も に 、 3 系 統 6 基 （ 常 時 1 基 使 用 ）

の 排 風 機 に よ り 負 圧 に 維 持 し 、 放 射 性 物 質 の 系 統 外 へ の 飛 散 を 防 止 す

る 。  

α ホ ー ル の 排 気 は 、 セ ル 系 排 気 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気

筒 か ら 放 出 す る 。  

α ホ ー ル 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.11 図 に 示 す 。  

(7) α 封 入 設 備  

α 封 入 設 備 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ を ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て

保 管 体 と す る た め の 設 備 で 、 α 固 体 処 理 棟 に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 主 に 遮 蔽 の た め の 封 入 セ ル と セ ル 内 に 設 置 す る 封 入 装 置

で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 0.15m 3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 発 生 元 で Ｐ Ｖ Ｃ バ ッ ク を 溶 封 し た 状 態 で 封 入 セ ル 内 に 搬

入 し 、 封 入 装 置 に よ り ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て 保 管 体 と す

る 。  

本 装 置 の 運 転 及 び 廃 棄 物 の 取 扱 い は 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う 設 計 と す

る 。 ま た 、 封 入 セ ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 運 転

中 は 封 入 セ ル 内 の 負 圧 を 維 持 し 、 そ の 排 気 は 予 備 系 統 を 有 す る セ ル 系

排 気 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

α 封 入 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.12 図 に 示 す 。  

(8) 減 容 処 理 設 備  

本 設 備 は 、 発 火 、 爆 発 性 等 の 無 い 安 全 性 が 確 認 さ れ た α 固 体 廃 棄 物

Ｂ （ 発 生 元 で 金 属 製 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） 、 保 管 体 （ 閉 じ 込 め の 能 力

を 有 す る 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） 、 廃 樹 脂 及 び チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ （ 発

生 元 で 金 属 製 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） を 受 け 入 れ 、 主 に 分 別 、 開 梱 、 切

断 を 行 っ た 後 、 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 を 行 い 減 容 す る た め の も の で 、

処 理 後 の 廃 棄 物 は 金 属 製 容 器 に 封 入 し 搬 出 す る 。  

 

ま た 、 焼 却 灰 は 容 器 に 封 入 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

α ホ ー ル 内 に お け る 作 業 は 、 エ ア ラ イ ン ス ー ツ を 着 用 し た 放 射 線 業

務 従 事 者 が 行 う 。  

α ホ ー ル は 、 気 密 構 造 と す る と と も に 、 3 系 統 6 基 （ 常 時 1 基 使 用 ）

の 排 風 機 に よ り 負 圧 に 維 持 し 、 放 射 性 物 質 の 系 統 外 へ の 飛 散 を 防 止 す

る 。  

α ホ ー ル の 排 気 は 、 セ ル 系 排 気 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気

筒 か ら 放 出 す る 。  

α ホ ー ル 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.10 図 に 示 す 。  

(7) α 封 入 設 備  

α 封 入 設 備 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ を ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て

保 管 体 と す る た め の 設 備 で 、 α 固 体 処 理 棟 に 設 置 す る 。  

本 設 備 は 、 主 に 遮 蔽 の た め の 封 入 セ ル と セ ル 内 に 設 置 す る 封 入 装 置

で 構 成 し 、 最 大 処 理 能 力 は 0.15m 3／ 日 と す る 。  

廃 棄 物 は 、 発 生 元 で Ｐ Ｖ Ｃ バ ッ ク を 溶 封 し た 状 態 で 封 入 セ ル 内 に 搬

入 し 、 封 入 装 置 に よ り ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て 保 管 体 と す

る 。  

本 装 置 の 運 転 及 び 廃 棄 物 の 取 扱 い は 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う 設 計 と す

る 。 ま た 、 封 入 セ ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適 切 に 区 画 し 、 運 転

中 は 封 入 セ ル 内 の 負 圧 を 維 持 し 、 そ の 排 気 は 予 備 系 統 を 有 す る セ ル 系

排 気 設 備 を 通 し た 後 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

α 封 入 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.11 図 に 示 す 。  

(8) 減 容 処 理 設 備  

本 設 備 は 、 発 火 、 爆 発 性 等 の 無 い 安 全 性 が 確 認 さ れ た α 固 体 廃 棄 物

Ｂ （ 発 生 元 で 金 属 製 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） 、 保 管 体 （ 閉 じ 込 め の 能 力

を 有 す る 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） 、 廃 樹 脂 及 び チ ャ コ ー ル フ ィ ル タ （ 発

生 元 で 金 属 製 容 器 に 封 入 し た 状 態 ） を 受 け 入 れ 、 主 に 分 別 、 開 梱 、 切

断 を 行 っ た 後 、 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 を 行 い 減 容 す る た め の も の で 、

処 理 後 の 廃 棄 物 は 金 属 製 容 器 に 封 入 し 搬 出 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  
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〔添付書類五〕 

（５-４-１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

本 設 備 は 、 主 に 搬 出 入 室 、 前 処 理 セ ル 、 焼 却 溶 融 セ ル 、 保 守 ホ ー

ル 、 廃 樹 脂 乾 燥 室 、 洗 浄 水 処 理 室 、 排 ガ ス 処 理 室 、 サ ン プ リ ン グ 室 、

サ ン プ ル 調 整 室 、 廃 棄 物 受 払 室 及 び サ ー ビ ス エ リ ア で 構 成 す る 。  

本設備の最大処理能力は、焼却処理時 0.1m3／日、溶融処理時 1 体／ 日

と す る 。  

本 設 備 の 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 部 屋 、 セ ル 及 び ホ ー ル で は 、 取 り 扱 う 廃

棄 物 の 搬 送 前 に 行 う 線 量 率 測 定 結 果 に 基 づ き 、 第 4.2.3 表 に 示 す 最 大

取 扱 い 量 を 超 え な い よ う に 管 理 す る 。  

本 設 備 は 、 各 部 屋 、 セ ル 及 び ホ ー ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適

切 に 区 画 し 、 排 気 設 備 に よ っ て 区 画 内 の 負 圧 を 維 持 す る こ と に よ り 、

放 射 性 物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 内 に 閉 じ 込 め る 設 計 と す る 。  

本 設 備 は 、 火 災 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃

性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。 ま た 、 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 を 行 う 設

備 及 び 機 器 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す

る 。 さ ら に 、 潤 滑 油 の 使 用 は 、 保 守 ・ 修 理 時 に 持 ち 込 ま れ る も の も 含

め て 、 運 転 上 の 要 求 に 見 合 う 最 低 量 と す る 。 本 設 備 の 電 気 系 統 は 、 地

絡 、 短 絡 等 に 起 因 す る 過 電 流 を 防 止 す る 設 計 と す る 。  

な お 、 設 備 の 長 期 的 な 運 転 停 止 が 生 じ た 場 合 は 、 受 け 入 れ た 廃 棄 物

は 設 備 が 復 旧 す る ま で の 間 、 必 要 に 応 じ て 管 理 施 設 で 管 理 す る 。  

減 容 処 理 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.13 図 に 示 す 。  

a. 搬 出 入 室  

搬 出 入 室 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 保 管 体 の 搬 入 及 び 減 容 処 理 後 の 廃

棄 物 の 搬 出 を 行 う た め の コ ン ク リ ー ト 壁 で 遮 蔽 し た 部 屋 で 、 金 属 製 容

器 又 は 閉 じ 込 め 能 力 を 有 す る 容 器 に 封 入 し た 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 。  

搬 出 入 室 に は 、 遮 蔽 窓 、 遮 蔽 扉 及 び 廃 棄 物 の 搬 出 入 の た め の 天 井 ポ

ー ト 、 主 に 廃 棄 物 を 搬 送 す る た め の ク レ ー ン 、 マ ニ プ レ ー タ 、 コ ン ベ

ア 及 び 廃 棄 物 の 受 入 れ 、 処 理 及 び 処 理 後 の 払 出 し な ど を 調 整 す る た め

の 廃 棄 物 搬 出 入 ピ ッ ト （ 最 大 受 入 れ 能 力 40 個 ） を 設 け る 。 な お 、 廃  

本 設 備 は 、 主 に 搬 出 入 室 、 前 処 理 セ ル 、 焼 却 溶 融 セ ル 、 保 守 ホ ー

ル 、 廃 樹 脂 乾 燥 室 、 洗 浄 水 処 理 室 、 排 ガ ス 処 理 室 、 サ ン プ リ ン グ 室 、

サ ン プ ル 調 整 室 、 廃 棄 物 受 払 室 及 び サ ー ビ ス エ リ ア で 構 成 す る 。  

本設備の最大処理能力は、焼却処理時 0.1m3／日、溶融処理時 1 体／ 日

と す る 。  

本 設 備 の 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 部 屋 、 セ ル 及 び ホ ー ル で は 、 取 り 扱 う 廃

棄 物 の 搬 送 前 に 行 う 線 量 率 測 定 結 果 に 基 づ き 、 第 4.2.3 表 に 示 す 最 大

取 扱 い 量 を 超 え な い よ う に 管 理 す る 。  

本 設 備 は 、 各 部 屋 、 セ ル 及 び ホ ー ル を 壁 等 に よ り 気 密 に す る な ど 適

切 に 区 画 し 、 排 気 設 備 に よ っ て 区 画 内 の 負 圧 を 維 持 す る こ と に よ り 、

放 射 性 物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 内 に 閉 じ 込 め る 設 計 と す る 。  

本 設 備 は 、 火 災 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃

性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。 ま た 、 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 を 行 う 設

備 及 び 機 器 は 、 耐 火 性 、 耐 熱 性 及 び 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す

る 。 さ ら に 、 潤 滑 油 の 使 用 は 、 保 守 ・ 修 理 時 に 持 ち 込 ま れ る も の も 含

め て 、 運 転 上 の 要 求 に 見 合 う 最 低 量 と す る 。 本 設 備 の 電 気 系 統 は 、 地

絡 、 短 絡 等 に 起 因 す る 過 電 流 を 防 止 す る 設 計 と す る 。  

な お 、 設 備 の 長 期 的 な 運 転 停 止 が 生 じ た 場 合 は 、 受 け 入 れ た 廃 棄 物

は 設 備 が 復 旧 す る ま で の 間 、 必 要 に 応 じ て 管 理 施 設 で 管 理 す る 。  

減 容 処 理 設 備 の 系 統 概 要 図 を 第 4.2.12 図 に 示 す 。  

a. 搬 出 入 室  

搬 出 入 室 は 、 α 固 体 廃 棄 物 Ｂ 及 び 保 管 体 の 搬 入 及 び 減 容 処 理 後 の 廃

棄 物 の 搬 出 を 行 う た め の コ ン ク リ ー ト 壁 で 遮 蔽 し た 部 屋 で 、 金 属 製 容

器 又 は 閉 じ 込 め 能 力 を 有 す る 容 器 に 封 入 し た 廃 棄 物 を 取 り 扱 う 。  

搬 出 入 室 に は 、 遮 蔽 窓 、 遮 蔽 扉 及 び 廃 棄 物 の 搬 出 入 の た め の 天 井 ポ

ー ト 、 主 に 廃 棄 物 を 搬 送 す る た め の ク レ ー ン 、 マ ニ プ レ ー タ 、 コ ン ベ

ア 及 び 廃 棄 物 の 受 入 れ 、 処 理 及 び 処 理 後 の 払 出 し な ど を 調 整 す る た め

の 廃 棄 物 搬 出 入 ピ ッ ト （ 最 大 受 入 れ 能 力 40 個 ） を 設 け る 。 な お 、 廃  
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〔添付書類五〕 

（５-５-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

5. 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.1 概   要  

本 施 設 は 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 及 び 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 で 構 成

す る 。  

 

5.2 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.2.1 概     要  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 廃 液 一

時 格 納 庫 で 構 成 す る 。  

 

5.2.2 設 計 方 針  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 は 、 液 体 廃 棄 物 の 漏

え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 は 、 万 一 、 液 体 廃 棄

物 の 漏 え い が 生 じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計

と す る 。  

(3) 液 体 廃 棄 物 を 受 け 入 れ る た め の 配 管 が 接 続 さ れ て い る 廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、

液 位 の 変 化 を 監 視 し 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に 警 報 を 発 す る 設 備 を

設 け る 設 計 と す る 。  

 

5.2.3 主 要 設 備 の 仕 様  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 5.2.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 の 概 要 及 び 機

器 配 置 図 を 第 3.3.13 図 (1)か ら 第 3.3.15 図 に 示 す 。  

 

5.2.4 主 要 設 備  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ  

廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、 主 に 貯 槽 及 び 常 陽 系 統 配 管 で 構 成 す る 。 貯 槽 は 、 放 出  

5. 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.1 概   要  

本 施 設 は 、 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 及 び 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 で 構 成

す る 。  

 

5.2 液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.2.1 概     要  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 溶 媒 貯

槽 で 構 成 す る 。  

 

5.2.2 設 計 方 針  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 溶 媒 貯 槽 は 、 液 体 廃 棄 物 の 漏 え い を

防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 溶 媒 貯 槽 は 、 万 一 、 液 体 廃 棄 物 の 漏

え い が 生 じ た と し て も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す

る 。  

(3) 液 体 廃 棄 物 を 受 け 入 れ る た め の 配 管 が 接 続 さ れ て い る 廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、

液 位 の 変 化 を 監 視 し 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に 警 報 を 発 す る 設 備 を

設 け る 設 計 と す る 。  

 

5.2.3 主 要 設 備 の 仕 様  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 5.2.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 及 び 有 機 溶 媒 貯 槽 の 概 要 及 び 機 器 配 置

図 を 第 3.3.13 図 (1)か ら 第 3.3.15 図 に 示 す 。  

 

5.2.4 主 要 設 備  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ  

廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、 主 に 貯 槽 及 び 常 陽 系 統 配 管 で 構 成 す る 。 貯 槽 は 、 放 出  
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〔添付書類五〕 

（５-５-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

は 液 位 を 監 視 す る 設 備 を 設 け 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に は 、 警 報

を 発 す る 設 計 と す る 。 貯 槽 間 に は 連 通 管 を 設 け 、 液 位 が 警 報 レ ベ ル を 超

え 、 さ ら に 異 常 に 上 昇 し た 場 合 で も 、 他 の 貯 槽 に 流 入 し 、 貯 槽 外 へ の 漏

え い を 防 止 す る こ と が で き る 構 造 と す る 。  

な お 、 本 設 備 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る 濃 縮 液 を 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ

で 処 理 す る ま で の 間 、 一 時 貯 留 す る た め の 中 継 槽 と し て も 使 用 す る 。  

密 閉 型 の 貯 槽 内 は 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄 化 装 置 を 通 し て α 固 体 処

理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

(3) 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 は 、 有 機 廃 液 を 受 け 入 れ 、 焼 却 処 理 す る ま で の

間 、 一 時 保 管 す る も の で あ る 。 有 機 廃 液 は 、 発 生 元 か ら 容 器 を 使 用 し て

受 け 入 れ る 。  

本 設 備 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ 一 部 鉄 骨 造 ） で 、 受 入 れ 能 力 は

1.2m 3 と す る 。  

有 機 廃 液 は 、 保 管 容 器 （ 200 ﾘｯﾄﾙス テ ン レ ス 鋼 製 ド ラ ム 缶 ） に 保 管 す

る が 、 万 一 の 漏 え い に 備 え て 床 及 び そ の 周 囲 に は ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ

ン グ を 施 し 、 建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 

 

5.2.5 試 験 検 査  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 定 期 的 に 試 験 又 は 検 査 を 実 施 す る 。  

 

5.2.6 評   価  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 及 び 廃 液 貯 槽 Ⅱ は 、 内 面 に ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ 等 を

施 し 、 有 機 廃 液 は ス テ ン レ ス 鋼 製 ド ラ ム 缶 に 保 管 す る こ と に よ り 、 漏 え

い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、 漏 え い 検 知 器 を 備 え 、 又 は 漏 え い  

は 液 位 を 監 視 す る 設 備 を 設 け 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に は 、 警 報

を 発 す る 設 計 と す る 。 貯 槽 間 に は 連 通 管 を 設 け 、 液 位 が 警 報 レ ベ ル を 超

え 、 さ ら に 異 常 に 上 昇 し た 場 合 で も 、 他 の 貯 槽 に 流 入 し 、 貯 槽 外 へ の 漏

え い を 防 止 す る こ と が で き る 構 造 と す る 。  

な お 、 本 設 備 は 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ で 発 生 す る 濃 縮 液 を 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ

で 処 理 す る ま で の 間 、 一 時 貯 留 す る た め の 中 継 槽 と し て も 使 用 す る 。  

密 閉 型 の 貯 槽 内 は 排 気 し 、 そ の 排 気 は 排 気 浄 化 装 置 を 通 し て α 固 体 処

理 棟 排 気 筒 か ら 放 出 す る 。  

(3) 有 機 溶 媒 貯 槽  

有 機 溶 媒 貯 槽 は 、 有 機 廃 液 を 受 け 入 れ 、 焼 却 処 理 す る ま で の 間 、 一 時

保 管 す る も の で あ る 。 有 機 廃 液 は 、 発 生 元 か ら 容 器 を 使 用 し て 受 け 入 れ

る 。  

本 設 備 は 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の 焼 却 装 置 の 一 部 で 、 受 入 れ 能 力 は

0.096m 3 と す る 。  

有 機 廃 液 は 、 廃 油 タ ン ク に 保 管 す る が 、 万 一 の 漏 え い に 備 え て 堰 を 設

け 、 建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

ま た 、 漏 え い 検 知 器 を 設 け 、 早 期 に 検 出 す る こ と に よ り 、 漏 え い の 拡

大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 

5.2.5 試 験 検 査  

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 定 期 的 に 試 験 又 は 検 査 を 実 施 す る 。  

 

5.2.6 評   価  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 及 び 廃 液 貯 槽 Ⅱ は 、 内 面 に ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ 等 を

施 す こ と に よ り 、 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

有 機 溶 媒 貯 槽 は 、 廃 油 タ ン ク に 保 管 し 、 万 一 の 漏 え い に 備 え て 堰 を 設

け 、 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 及 び 有 機 溶 媒 貯 槽 は 、 漏 え い 検 知 器 を 備 え 、 又 は 漏 え い  
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〔添付書類五〕 

（５-５-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 万 一 、 漏 え い が 生 じ た と し て

も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。 ま た 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ

は 、 漏 え い 検 知 器 を 備 え 、 早 期 に 検 出 す る と と も に 、 万 一 の 漏 え い に 備

え て 下 部 に 受 槽 を 設 け た 二 重 構 造 と す る こ と に よ り 、 漏 え い の 拡 大 を 防

止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(3) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 及 び Ⅱ は 、 貯 槽 間 に 連 通 管 を 設 け 、 液 位 が 警 報 レ ベ ル を 超

え 、 さ ら に 異 常 に 上 昇 し た 場 合 で も 他 の 貯 槽 へ 流 入 す る こ と に よ り 、 有

機 廃 液 一 時 格 納 庫 は 、 床 及 び そ の 周 囲 に ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ を 施

す こ と に よ り 、 建 家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(4) 廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、 液 位 を 監 視 す る 設 備 を 設 け 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場

合 は 警 報 を 発 す る 設 計 と す る 。  

 

5.3 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.3.1 概     要  

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫

Ⅱ 、 β ・ γ 貯 蔵 セ ル 及 び α 一 時 格 納 庫 で 構 成 す る 。  

 

5.3.2 設 計 方 針  

(1) 金 属 製 容 器 に 収 容 し た 廃 棄 物 を 受 け 入 れ る β ・ γ 貯 蔵 セ ル は 、 放 射 性

物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 線 量 率 の 高 い 廃 棄 物 を 収 容 す る β ・ γ 貯 蔵 セ ル は 、 外 部 放 射 線 に よ る

放 射 線 業 務 従 事 者 の 線 量 を 十 分 低 く で き る 設 計 と す る 。  

 

5.3.3 主 要 設 備 の 仕 様  

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第  5.3.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ 、 β ・ γ 貯 蔵 セ ル 及

び α 一 時 格 納 庫 の 概 要 及 び 機 器 配 置 図 を 第 3.3.16 図 、 第 3.3.4 図 、 第

3.3.6 図 及 び 第 3.3.17 図 に そ れ ぞ れ 示 す 。  

 

を 早 期 に 検 出 し 警 報 を 発 す る 設 備 を 設 け 、 万 一 、 漏 え い が 生 じ た と し て

も 漏 え い の 拡 大 を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。 ま た 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ

は 、 漏 え い 検 知 器 を 備 え 、 早 期 に 検 出 す る と と も に 、 万 一 の 漏 え い に 備

え て 下 部 に 受 槽 を 設 け た 二 重 構 造 と す る こ と に よ り 、 漏 え い の 拡 大 を 防

止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(3) 廃 液 貯 槽 Ⅰ 及 び Ⅱ は 、 貯 槽 間 に 連 通 管 を 設 け 、 液 位 が 警 報 レ ベ ル を 超

え 、 さ ら に 異 常 に 上 昇 し た 場 合 で も 他 の 貯 槽 へ 流 入 す る こ と に よ り 、 建

家 外 へ の 漏 え い を 防 止 す る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

 

(4) 廃 液 貯 槽 Ⅰ は 、 液 位 を 監 視 す る 設 備 を 設 け 、 液 位 が 異 常 に 上 昇 し た 場

合 は 警 報 を 発 す る 設 計 と す る 。  

 

5.3 固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

5.3.1 概     要  

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 は 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫

Ⅱ 、 β ・ γ 貯 蔵 セ ル 及 び α 一 時 格 納 庫 で 構 成 す る 。  

 

5.3.2 設 計 方 針  

(1) 金 属 製 容 器 に 収 容 し た 廃 棄 物 を 受 け 入 れ る β ・ γ 貯 蔵 セ ル は 、 放 射 性

物 質 を 限 定 さ れ た 区 域 に 閉 じ 込 め る こ と が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 線 量 率 の 高 い 廃 棄 物 を 収 容 す る β ・ γ 貯 蔵 セ ル は 、 外 部 放 射 線 に よ る

放 射 線 業 務 従 事 者 の 線 量 を 十 分 低 く で き る 設 計 と す る 。  

 

5.3.3 主 要 設 備 の 仕 様  

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第  5.3.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ 、 β ・ γ 貯 蔵 セ ル 及

び α 一 時 格 納 庫 の 概 要 及 び 機 器 配 置 図 を 第 3.3.16 図 、 第 3.3.4 図 、 第

3.3.6 図 及 び 第 3.3.17 図 に そ れ ぞ れ 示 す 。  
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〔添付書類五〕 

（５-７-３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

視 室 に 設 け た 放 射 線 監 視 盤 に 接 続 し 、 集 中 的 に 監 視 又 は 記 録 す る と と

も に 、 線 量 率 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 検 知 し た 場 所

及 び 放 射 線 監 視 盤 に 警 報 を 発 す る 。 ま た 、 室 内 空 気 モ ニ タ は 、 空 気 中 の

放 射 性 物 質 の 濃 度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 必 要 に 応

じ 検 知 し た 場 所 及 び 放 射 線 監 視 盤 に 警 報 を 発 す る 。  

放 射 線 監 視 設 備 の 主 な 仕 様 を 、 第 7.1.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 上 記 の ほ か 、 外 部 放 射 線 に 係 る 線 量 率 及 び 表 面 の 放 射 性 物 質 の

密 度 を 測 定 し 、 監 視 す る た め の 放 射 線 サ ー ベ イ 用 機 器 を 備 え る 。  

(3) 個 人 管 理 用 設 備  

放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 線 量 管 理 の た め 、 外 部 被 ば く に よ る 線 量 を 測 定

す る 個 人 線 量 計 を 備 え る 。  

ま た 、 放 射 性 物 質 の 体 内 摂 取 の お そ れ が あ る 場 合 は 、 ホ ー ル ボ デ ィ カ

ウ ン タ に よ り 測 定 し 、 評 価 す る 。 な お 、 ホ ー ル ボ デ ィ カ ウ ン タ は 、 大 洗

研 究 所 に 設 置 し て あ る も の を 使 用 す る 。  

(4) 放 射 能 測 定 装 置  

放 射 性 廃 棄 物 の 放 出 管 理 試 料 、 作 業 環 境 の 放 射 線 管 理 用 試 料 等 の 放 射

能 測 定 を 行 う た め の 測 定 機 器 を 備 え る 。  

 

7.4.2 屋 外 管 理 用 の 設 備  

(1) 放 射 線 監 視 設 備  

廃 棄 物 管 理 施 設 外 へ 放 出 す る 気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 並 び に 廃 棄 物 管 理 施 設 周 辺 の 放 射 線 を 測 定 、 監 視 す る た め の 放 射

線 監 視 設 備 と し て 、 周 辺 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 を 設 け る 。  

本 設 備 は 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 固 定 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 及 び 移 動 モ ニ タ リ ン グ 設 備 で 構 成 す る 。  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管 理 施 設 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設

備 は 、 排 気 口 か ら 放 出 さ れ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 連 続 的 に 測 定

し 管 理 機 械 棟 の 放 射 線 モ ニ タ 盤 に お い て 集 中 的 に 指 示 及 び 記 録 を 行  

視 室 に 設 け た 放 射 線 監 視 盤 に 接 続 し 、 集 中 的 に 監 視 又 は 記 録 す る と と

も に 、 線 量 率 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 検 知 し た 場 所

及 び 放 射 線 監 視 盤 に 警 報 を 発 す る 。 ま た 、 室 内 空 気 モ ニ タ は 、 空 気 中 の
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(4) 放 射 能 測 定 装 置  

放 射 性 廃 棄 物 の 放 出 管 理 試 料 、 作 業 環 境 の 放 射 線 管 理 用 試 料 等 の 放 射

能 測 定 を 行 う た め の 測 定 機 器 を 備 え る 。  
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本 設 備 は 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 、 排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 固 定 モ
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備 は 、 排 気 口 か ら 放 出 さ れ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 連 続 的 に 測 定
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い 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 管

理 機 械 棟 に お い て 警 報 を 発 す る 。  

ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 排 気 筒 か

ら 放 出 さ れ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 連 続 的 に 測 定 し 、 運 転 監 視 室

の 放 射 線 監 視 盤 に お い て 集 中 的 に 指 示 及 び 記 録 を 行 い 、 放 射 性 物 質 の 濃

度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 放 射 線 監 視 盤 に 警 報 を 発

す る 。  

排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 排 水 に 係 る 放 出 管 理 試 料 を 得 る た め に 、 処

理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 採 水 を 行 う 。  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 吸 引 部 は 排 気 口 の 近 傍 に 、 ま た 、 排 水 モ ニ タ

リ ン グ 設 備 の 採 水 部 は 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に そ れ ぞ れ 設 け

る 。  

固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 周 辺 監 視 区 域 境 界 付 近 及 び 周 辺 地 域 に モ ニ

タ リ ン グ ポ ス ト を 設 置 し 、 連 続 測 定 を 行 う 。  

移 動 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 周 辺 地 域 の 放 射 線 状 況 を 測 定 す る た め に 、

モ ニ タ リ ン グ カ ー を 備 え 、 適 宜 測 定 を 行 う 。  

 (2) 気 象 観 測 設 備  

風 向 、 風 速 等 の 気 象 デ ー タ を 得 る た め に 気 象 観 測 設 備 を 設 け る 。  

上 記 (1)の う ち の 固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 移 動 モ ニ タ リ ン グ 設 備 並 び

に 上 記 (2)は 、 大 洗 研 究 所 に 設 置 し て あ る も の を 、 原 子 炉 施 設 等 と 共 用 す

る 。  

 

7.5 試 験 検 査  

出 入 管 理 関 係 設 備 、 放 射 線 監 視 設 備 等 は 、 定 期 的 に 検 査 及 び 校 正 を 行

う 。  

 

7.6 評   価  

(1)  管 理 区 域 へ の 放 射 線 業 務 従 事 者 等 の 出 入 り 及 び 物 品 の 搬 出 入 に 対 し

て 、 汚 染 管 理 及 び 各 個 人 の 被 ば く 管 理 が で き る 設 計 と す る 。  

(2) 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 主 要 な 箇 所 に お け る 線 量 率 、 空 気 中 の 放 射 性 物

質 の 濃 度 を 測 定 、 監 視 で き る 設 計 と す る 。  

(3) 放 射 線 監 視 設 備 か ら の 主 要 な 情 報 は 、 管 理 機 械 棟 又 は 固 体 廃 棄 物 減  

い 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 管

理 機 械 棟 に お い て 警 報 を 発 す る 。  

ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 排 気 筒 か

ら 放 出 さ れ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 連 続 的 に 測 定 し 、 運 転 監 視 室

の 放 射 線 監 視 盤 に お い て 集 中 的 に 指 示 及 び 記 録 を 行 い 、 放 射 性 物 質 の 濃

度 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 値 を 超 え た と き は 、 放 射 線 監 視 盤 に 警 報 を 発

す る 。  

排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 排 水 に 係 る 放 出 管 理 試 料 を 得 る た め に 、 処

理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 採 水 を 行 う 。  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 吸 引 部 は 排 気 口 の 近 傍 に 、 ま た 、 排 水 モ ニ タ

リ ン グ 設 備 の 採 水 部 は 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に そ れ ぞ れ 設 け

る 。  

固 定 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 周 辺 監 視 区 域 境 界 付 近 及 び 周 辺 地 域 に モ ニ

タ リ ン グ ポ ス ト を 設 置 し 、 連 続 測 定 を 行 う 。  
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（５-８-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

(5) 本 施 設 は 、 空 気 が 、 汚 染 の 可 能 性 の あ る 区 域 か ら そ の 外 部 へ 流 れ 難 い

設 計 と す る 。  

(6) 本 施 設 の う ち 、 分 類 セ ル 、 β ・ γ 貯 蔵 セ ル 、 α ホ ー ル 、 封 入 セ ル 及 び

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 排 気 設 備 の 排 風 機 に は 、 予 備 機 を 備 え る 設 計

と す る 。  

 

8.2.3 主 要 設 備 の 仕 様  

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 8.2.1 表 に 示 す 。  

ま た 、 気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設 の 系 統 概 要 図 を 第 8.2.1 図 に 示 す 。  

 

8.2.4 主 要 設 備  

8.2.4.1 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管 理 施 設  

(1) 管 理 区 域 系 排 気 設 備   

本 設 備 は 、 管 理 区 域 を 換 気 す る た め 、 廃 液 処 理 棟 排 気 設 備 、 β ・ γ

固 体 処 理 棟 Ⅰ 排 気 設 備 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 排 気 設 備 、 β ・ γ 固 体 処

理 棟 Ⅲ 排 気 設 備 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ 排 気 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 設

備 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 排 気 設 備 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 排 気 設 備 、 廃 液 貯 留 施

設 Ⅱ 排 気 設 備 、 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 排 気 設 備 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 排

気 設 備 、 α 一 時 格 納 庫 排 気 設 備 及 び 管 理 機 械 棟 排 気 設 備 で 構 成 す る 。  

本 設 備 は 、 主 に 排 気 浄 化 装 置 、 排 風 機 及 び ダ ク ト を 有 す る 設 計 と す

る 。  

排 気 浄 化 装 置 に は 、 高 性 能 フ ィ ル タ 1 段 を 用 い る こ と と し 、 系 統 捕

集 効 率 は 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て 99%以 上 と す る 。  

廃 液 処 理 棟 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 、 β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ 、 有 機 廃

液 一 時 格 納 庫 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 α 一 時 格 納 庫 及 び 管 理 機 械 棟 の 排

気 口 に 通 じ る 最 終 ダ ク ト 並 び に α 固 体 処 理 棟 及 び β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の

排 気 筒 に は 、 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 吸 引 部 を 設 け 、 排 気 中 の 放 射 性 物

質 の モ ニ タ リ  
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理 棟 Ⅲ 排 気 設 備 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ 排 気 設 備 、 α 固 体 処 理 棟 排 気 設

備 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 排 気 設 備 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 排 気 設 備 、 廃 液 貯 留 施

設 Ⅱ 排 気 設 備 、 β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ 排 気 設 備 、 α 一 時 格 納 庫 排 気 設 備

及 び 管 理 機 械 棟 排 気 設 備 で 構 成 す る 。  

本 設 備 は 、 主 に 排 気 浄 化 装 置 、 排 風 機 及 び ダ ク ト を 有 す る 設 計 と す

る 。  

排 気 浄 化 装 置 に は 、 高 性 能 フ ィ ル タ 1 段 を 用 い る こ と と し 、 系 統 捕

集 効 率 は 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て 99%以 上 と す る 。  

廃 液 処 理 棟 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅰ 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ 、 β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ 、 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ 、 β ・ γ

一 時 格 納 庫 Ⅰ 、 α 一 時 格 納 庫 及 び 管 理 機 械 棟 の 排 気 口 に 通 じ る 最 終 ダ ク

ト 並 び に α 固 体 処 理 棟 及 び β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ の 排 気 筒 に は 、 排 気 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 の 吸 引 部 を 設 け 、 排 気 中 の 放 射 性 物 質 の モ ニ タ リ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 削 除  

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴 う

記 載 の 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-８-１７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

の 要 部 に は 延 焼 防 止 措 置 を 施 す 。  

ま た 、 落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 先 端 部 、

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 屋 根 部 、 β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 先 端 部 、 α 固 体

貯 蔵 施 設 屋 根 部 及 び 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 排 気 筒 に 避 雷 設 備 を 設 け

る 。  

 

8.5.3.5 試 験 検 査  

予 備 電 源 は 、 定 期 的 に 試 験 及 び 検 査 を 行 う 。  

 

8.5.3.6 評   価  

(1)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 操 作 及 び 保 安 に 必 要 な 電 源 と し て 、 商

用 系 及 び 非 常 系 の 2 系 統 が 供 給 さ れ る 設 計 と す る 。  

(2)  外 部 電 源 喪 失 時 に 安 全 上 必 要 な 監 視 、 警 報 、 通 信 連 絡 に 使 用 す る 設

備 に 予 備 電 源 か ら 給 電 す る 設 計 と す る 。 ま た 、 外 部 電 源 喪 失 時 に も 負

圧 を 維 持 す る α 固 体 処 理 棟 の α ホ ー ル 及 び α 焼 却 装 置 並 び に 固 体 廃 棄

物 減 容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 、 管 理 区 域 系 排 気 設 備 、 セ ル 系 排 気 設

備 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設 備 、 フ ー ド 系 排 気 設 備 、 予 備 系 排 気 設

備 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 に は 、 建 屋 内 に 設 置 す る 予

備 電 源 か ら の 給 電 も 受 け ら れ る 設 計 と す る 。  

(3)  廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 配 電 材 料 は 、 実 用 上 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃

性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(4)  落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に 避 雷 設 備 を 排 気 筒 等 に 設 け る 設 計

と す る 。  

(5)  固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 発 電 装 置 の 燃 料 供 給 槽 及 び 配 管 系 統 は 、

漏 え い 防 止 を 考 慮 し て 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 消 防 法 に 基

づ く 設 計 と す る 。  

 

 

8.5.4 通 信 連 絡 設 備  

8.5.4.1 概   要  

 

の 要 部 に は 延 焼 防 止 措 置 を 施 す 。  

ま た 、 落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に α 固 体 処 理 棟 排 気 筒 先 端 部 、

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 排 気 筒 先 端 部 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 屋 根 部 及 び 固 体 廃 棄

物 減 容 処 理 施 設 排 気 筒 に 避 雷 設 備 を 設 け る 。  

 

 

8.5.3.5 試 験 検 査  

予 備 電 源 は 、 定 期 的 に 試 験 及 び 検 査 を 行 う 。  

 

8.5.3.6 評   価  

(1)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 操 作 及 び 保 安 に 必 要 な 電 源 と し て 、 商

用 系 及 び 非 常 系 の 2 系 統 が 供 給 さ れ る 設 計 と す る 。  

(2)  外 部 電 源 喪 失 時 に 安 全 上 必 要 な 監 視 、 警 報 、 通 信 連 絡 に 使 用 す る 設

備 に 予 備 電 源 か ら 給 電 す る 設 計 と す る 。 ま た 、 外 部 電 源 喪 失 時 に も 負

圧 を 維 持 す る α 固 体 処 理 棟 の α ホ ー ル 及 び α 焼 却 装 置 並 び に 固 体 廃 棄

物 減 容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 、 管 理 区 域 系 排 気 設 備 、 セ ル 系 排 気 設

備 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設 備 、 フ ー ド 系 排 気 設 備 、 予 備 系 排 気 設

備 、 計 測 制 御 系 統 施 設 及 び 放 射 線 管 理 施 設 に は 、 建 屋 内 に 設 置 す る 予

備 電 源 か ら の 給 電 も 受 け ら れ る 設 計 と す る 。  

(3)  廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 配 電 材 料 は 、 実 用 上 可 能 な 限 り 不 燃 性 又 は 難 燃

性 材 料 を 使 用 す る 設 計 と す る 。  

(4)  落 雷 に よ る 火 災 を 防 止 す る た め に 避 雷 設 備 を 排 気 筒 等 に 設 け る 設 計

と す る 。  

(5)  固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 の 発 電 装 置 の 燃 料 供 給 槽 及 び 配 管 系 統 は 、

漏 え い 防 止 を 考 慮 し て 耐 食 性 の 材 料 を 使 用 す る と と も に 、 消 防 法 に 基

づ く 設 計 と す る 。  

 

 

8.5.4 通 信 連 絡 設 備  

8.5.4.1 概   要  

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 の

削 除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-８-１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 に 通 報 又 は 連 絡

を 行 う た め の 多 様 な 通 信 連 絡 設 備 を 設 け る 。  

 

8.5.4.2 設 計 方 針  

(1)  本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管

理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ

う 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い

て は 、 建 家 内 各 所 へ の 通 報 及 び 建 家 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ う

多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。  

 

 

 

 

 

(2)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 と 廃 棄 物 管 理 施 設 外 の 必 要 箇 所 と の 通 報

連 絡 を 行 え る よ う 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。  

 

8.5.4.3 主 要 設 備 の 仕 様  

通 信 連 絡 設 備 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 8.5.3 表 に 示 す 。  

 

8.5.4.4 主 要 設 備  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 管 理 機 械 棟 か ら

施 設 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 施 設 内 で 相 互 に 連 絡 を 行 う た

め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い て

は 、 建 家 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 相 互 に 連 絡 を 行 う た め の

ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。  

ま た 、 施 設 外 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 う た め 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内

線 設 備  

 

 

 

廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 に 通 報 又 は 連 絡

を 行 う た め の 多 様 な 通 信 連 絡 設 備 を 設 け る 。  

 

8.5.4.2 設 計 方 針  

(1)  本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管

理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ

う 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。 ま た 、 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い

て は 、 建 家 内 各 所 へ の 通 報 及 び 建 家 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ う

多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。  

ま た 、 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確 に 指 示 が で き る よ う に 、 事

業 所 内 に 構 内 一 斉 放 送 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 用 （ 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 。 ）

及 び 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 用 の 施 設 外 へ の 通 信 連 絡 設 備 を 備 え た 設

計 と す る 。  

(3)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 と 廃 棄 物 管 理 施 設 外 の 必 要 箇 所 と の 通 報

連 絡 を 行 え る よ う 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す る 。  

 

8.5.4.3 主 要 設 備 の 仕 様  

通 信 連 絡 設 備 の 主 要 設 備 の 仕 様 を 第 8.5.3 表 に 示 す 。  

 

8.5.4.4 主 要 設 備  

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 管 理 機 械 棟 か ら

施 設 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 施 設 内 で 相 互 に 連 絡 を 行 う た

め の ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 。 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い て は 、 建

家 内 各 所 に 通 報 す る た め の 放 送 設 備 及 び 相 互 に 連 絡 を 行 う た め の ペ ー ジ

ン グ 設 備 を 設 け る 。  

ま た 、 施 設 外 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 う た め 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内

線 設 備 並 び に 事 故 時 に 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確 に 指 示 が で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通 信 連 絡 設 備 に 係 る 記

載 の 見 直 し  

記 載 の 見 直 し  

 

 

号 番 号 の 繰 下 げ  

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

記 載 の 明 確 化  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-８-１９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

を 設 け る 。  

 

8.5.4.5 試 験 検 査  

本 設 備 の う ち 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 に つ い て は 、 定 期 的 に 作 動

検 査 を 実 施 す る 。  

 

8.5.4.6 評   価  

(1)  本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管

理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ

う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 固 体 廃

棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い て は 、 建 家 内 各 所 へ の 通 報 及 び 相 互 連 絡 が 行

え る よ う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

 

 

 

 

 

(2)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 え る よ う

に 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内 線 設 備 を 設 け 、 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す

る 。  

 

 

き る よ う に 、 事 業 所 内 に 構 内 一 斉 放 送 設 備 を 設 け る 。  

 

8.5.4.5 試 験 検 査  

本 設 備 の う ち 放 送 設 備 、 ペ ー ジ ン グ 設 備 、 加 入 電 話 設 備 、 所 内 内 線 設

備 及 び 構 内 一 斉 放 送 設 備 に つ い て は 、 定 期 的 に 作 動 検 査 を 実 施 す る 。  

 

8.5.4.6 評   価  

(1)  本 設 備 は 、 管 理 機 械 棟 か ら 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 廃 棄 物 管

理 施 設 の 施 設 内 各 所 へ の 通 報 及 び 施 設 内 各 所 間 の 相 互 連 絡 が 行 え る よ

う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。 ま た 、 固 体 廃

棄 物 減 容 処 理 施 設 に お い て は 、 建 家 内 各 所 へ の 通 報 及 び 相 互 連 絡 が 行

え る よ う 、 放 送 設 備 及 び ペ ー ジ ン グ 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

ま た 、 事 故 時 に 事 業 所 内 に 居 る 全 て の 人 に 対 し 的 確 に 指 示 が で き る

よ う に 、 事 業 所 内 に 構 内 一 斉 放 送 設 備 を 設 け る 設 計 と す る 。  

(2)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 用 （ 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 を 除 く 。 ）

及 び 固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 用 の 施 設 外 へ の 通 信 連 絡 設 備 を 設 け る 設

計 と す る 。  

(3)  本 設 備 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 内 外 の 必 要 箇 所 と の 連 絡 を 行 え る よ う

に 、 加 入 電 話 設 備 及 び 所 内 内 線 設 備 を 設 け 、 多 様 性 を 備 え た 設 計 と す

る 。  

 

 

記 載 の 明 確 化  

 

 

記 載 の 明 確 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 明 確 化  

 

通 信 連 絡 設 備 に 係 る 記

載 の 見 直 し  

 

号 番 号 の 繰 下 げ  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-９-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

9. 運 転 保 守  

9.1 基 本 方 針  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 保 守 の 基 本 方 針 は 、 「 原 子 炉 等 規 制 法 」 第 51 条 の

18 第 1 項 の 規 定 に 基 づ い て 保 安 規 定 を 定 め 、 こ れ に よ る も の と す る 。  

 

9.2 組 織 及 び 職 務  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 組 織 は 、 所 長 、 廃 棄 物 取 扱 主 任 者 、 安 全 管 理 部 及

び 環 境 保 全 部 を も っ て 構 成 す る 。 さ ら に 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 運 営 に 関

す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 委 員 会 を 設 け る 。  

 

 

9.3 運 転 管 理  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 管 理 は 、 保 安 規 定 に 定 め る 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転

上 の 制 限 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 上 の 条 件 及 び 異 常 時 の 措 置 を 遵 守 し 、 廃

棄 物 管 理 施 設 の 運 転 に 習 熟 し た 者 を 確 保 し 、 機 器 の 性 能 及 び 状 態 を 正 し く

把 握 し た 上 で 行 う 。  

新 た に 設 置 す る 設 備 又 は 装 置 に つ い て は 、 試 験 を 段 階 的 に 行 い 、 設 備 又

は 装 置 の 性 能 及 び 特 性 な ど を 把 握 し た 上 で 、 運 転 に 移 行 す る 。  

 

9.4 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 管 理  

放 射 性 廃 棄 物 の 受 け 入 れ は 、 あ ら か じ め 定 め る 受 入 れ 計 画 等 に 従 い 、 受

け 入 れ る 放 射 性 廃 棄 物 が 許 可 条 件 に 適 合 す る こ と を 確 認 す る と と も に 、 運

搬 容 器 及 び 専 用 の 車 両 を 使 用 し 、 保 安 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ て 行 う 。  

 

9.5 放 射 性 廃 棄 物 の 放 出 管 理  

気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 を 廃 棄 物 管 理 施 設 外 に 放 出 す る 場 合 は 、 法

令 に 定 め ら れ た 濃 度 限 度 を 厳 守 す る こ と は も と よ り 、 周 辺 監 視 区 域 外 の

一 般 公 衆 の 線 量 を 合 理 的 に 達 成 で き る 限 り 低 く す る よ う に 努 め る 。  

9. 運 転 保 守  

9.1 基 本 方 針  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 保 守 の 基 本 方 針 は 、 「 原 子 炉 等 規 制 法 」 第 51 条 の

18 第 1 項 の 規 定 に 基 づ い て 保 安 規 定 を 定 め 、 こ れ に よ る も の と す る 。  

 

9.2 組 織 及 び 職 務  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 組 織 は 、 所 長 、 廃 棄 物 取 扱 主 任 者 、 原 子 力 施 設 検

査 室 、 保 安 管 理 部 、 放 射 線 管 理 部 及 び 環 境 保 全 部 を も っ て 構 成 す る 。 さ ら

に 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 委 員 会 を

設 け る 。  

 

9.3 運 転 管 理  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 管 理 は 、 保 安 規 定 に 定 め る 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転

上 の 制 限 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 上 の 条 件 及 び 異 常 時 の 措 置 を 遵 守 し 、 廃

棄 物 管 理 施 設 の 運 転 に 習 熟 し た 者 を 確 保 し 、 機 器 の 性 能 及 び 状 態 を 正 し く

把 握 し た 上 で 行 う 。  

新 た に 設 置 す る 設 備 又 は 装 置 に つ い て は 、 試 験 を 段 階 的 に 行 い 、 設 備 又

は 装 置 の 性 能 及 び 特 性 な ど を 把 握 し た 上 で 、 運 転 に 移 行 す る 。  

 

9.4 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 れ 管 理  

放 射 性 廃 棄 物 の 受 け 入 れ は 、 あ ら か じ め 定 め る 受 入 れ 計 画 等 に 従 い 、 受

け 入 れ る 放 射 性 廃 棄 物 が 許 可 条 件 に 適 合 す る こ と を 確 認 す る と と も に 、 運

搬 容 器 及 び 専 用 の 車 両 を 使 用 し 、 保 安 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ て 行 う 。  

 

9.5 放 射 性 廃 棄 物 の 放 出 管 理  

気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 を 廃 棄 物 管 理 施 設 外 に 放 出 す る 場 合 は 、 法 令

に 定 め ら れ た 濃 度 限 度 を 厳 守 す る こ と は も と よ り 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般

公 衆 の 線 量 を 合 理 的 に 達 成 で き る 限 り 低 く す る よ う に 努 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-９-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

9.6 放 射 線 管 理  

放 射 線 管 理 は 、 ALARA の 考 え 方 の も と 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 線 量 、 周辺監視

区域内に滞在する放射線業務従事者以外の者及 び 放 射 線 業 務 従 事 者 の 線 量 を

法 令 に 定 め ら れ た 限 度 以 下 と す る こ と は も と よ り 、 周 辺 監 視 区 域 内 に 滞 在

する放射線業務従事者以外の者及 び 放 射 線 業 務 従 事 者 に 対 し て は 不 要 な 放 射

線 被 ば く を 防 止 す る 方 針 で 行 う 。 ま た 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 管 理 区 域 及

び 周 辺 監 視 区 域 を 設 け 、 被 ば く 管 理 、 管 理 区 域 内 に お け る 作 業 管 理 、 放 射

線 の 測 定 、 放 射 性 汚 染 物 質 の 移 動 の 管 理 等 を 適 切 に 実 施 す る 。  

 

9.7 保  守  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 守 と し て 、 保 安 規 定 に 定 め る 定 期 的 な 試 験 、 検 査 を

行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ て 補 修 を 行 う 。 こ れ ら に つ い て は 、 所 定 の 計 画

と 適 切 な 手 順 に 従 っ て 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 を 妨 げ る こ と の な い よ う に

行 う 。  

 

9.8 緊 急 時 の 措 置  

地 震 、 火 災 、 そ の 他 の 原 因 に よ っ て 相 当 な 規 模 の 災 害 が 発 生 す る お そ れ

が あ る 場 合 又 は 発 生 し た 場 合 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 通 常 組 織 と は 異 な る

緊 急 時 組 織 を 設 置 し て 、 事 故 原 因 の 除 去 、 災 害 の 拡 大 防 止 等 の た め の 活 動

を 迅 速 か つ 適 切 に 行 う 。  

ま た 、 消 火 性 能 が 著 し く 阻 害 さ れ た 場 合 で も 、 建 家 内 に 設 置 す る 消 火 器

や 大 洗 研 究 所 に 設 置 す る 防 火 資 機 材 と の 組 合 せ な ど に よ り 初 期 消 火 活 動 を

行 う 。  

 

9.9 教 育 及 び 訓 練  

職 員 等 に 対 し て 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 、 保 守 及 び 放 射 線 防 護 に 関 す る

教 育 並 び に 緊 急 事 態 に 対 処 す る た め の 総 合 的 な 訓 練 を 定 期 的 及 び 必 要 に  

9.6 放 射 線 管 理  

放 射 線 管 理 は 、 ALARA の 考 え 方 の も と 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 線 量 、 周辺監視

区域内に滞在する放射線業務従事者以外の者及 び 放 射 線 業 務 従 事 者 の 線 量 を

法 令 に 定 め ら れ た 限 度 以 下 と す る こ と は も と よ り 、 周 辺 監 視 区 域 内 に 滞 在

する放射線業務従事者以外の者及 び 放 射 線 業 務 従 事 者 に 対 し て は 不 要 な 放 射

線 被 ば く を 防 止 す る 方 針 で 行 う 。 ま た 、 廃 棄 物 管 理 施 設 に は 、 管 理 区 域 及

び 周 辺 監 視 区 域 を 設 け 、 被 ば く 管 理 、 管 理 区 域 内 に お け る 作 業 管 理 、 放 射

線 の 測 定 、 放 射 性 汚 染 物 質 の 移 動 の 管 理 等 を 適 切 に 実 施 す る 。  

 

9.7 保  守  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 守 と し て 、 施 設 管 理 実 施 計 画 に 定 め る 定 期 的 な 試

験 、 検 査 を 行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ て 補 修 を 行 う 。 こ れ ら に つ い て は 、

所 定 の 計 画 と 適 切 な 手 順 に 従 っ て 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 安 全 を 妨 げ る こ と の

な い よ う に 行 う 。  

 

9.8 緊 急 時 の 措 置  

地 震 、 火 災 、 そ の 他 の 原 因 に よ っ て 相 当 な 規 模 の 災 害 が 発 生 す る お そ れ

が あ る 場 合 又 は 発 生 し た 場 合 に は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 通 常 組 織 と は 異 な る

緊 急 時 組 織 を 設 置 し て 、 事 故 原 因 の 除 去 、 災 害 の 拡 大 防 止 等 の た め の 活 動

を 迅 速 か つ 適 切 に 行 う 。  

ま た 、 消 火 性 能 が 著 し く 阻 害 さ れ た 場 合 で も 、 建 家 内 に 設 置 す る 消 火 器

や 大 洗 研 究 所 に 設 置 す る 防 火 資 機 材 と の 組 合 せ な ど に よ り 初 期 消 火 活 動 を

行 う 。  

 

9.9 教 育 及 び 訓 練  

職 員 等 に 対 し て 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の 運 転 、 保 守 及 び 放 射 線 防 護 に 関 す る

教 育 並 び に 緊 急 事 態 に 対 処 す る た め の 総 合 的 な 訓 練 を 定 期 的 及 び 必 要 に  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法 令 改 正 に 伴 う 見 直 し  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に

伴 う 記 載 の 追 加  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機廃液一時格納庫

及び化学処理装置の

使用の停止に伴う削

除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 3.3.1 表 (1) 主要な建家に収容される主な施設、設備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 
廃 液 処 理 棟  
（ 廃 液 処 理 棟 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 廃 棄 物 管 理 施 設
用 廃 液 貯 槽 の 建
家 ）  
 
 
 
排 水 監 視 施 設  
 
 
 
 
 
 
β ・ γ 固 体 処 理 棟
Ⅰ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
 
 
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
 
液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
 

 
 
化 学 処 理 装 置  
廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  
廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  
セ メ ン ト 固 化 装 置  
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
エ リ ア モ ニ タ  
排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
管 理 区 域 系 排 気 設 備  
 
 
 
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯
槽  
 
 
排 水 監 視 設 備  
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
 
β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  
 
エ リ ア モ ニ タ  
排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
管 理 区 域 系 排 気 設 備  
 
 
 
 

 

第 3.3.1 表 (1) 主要な建家に収容される主な施設、設備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 
廃 液 処 理 棟  
（ 廃 液 処 理 棟 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 廃 棄 物 管 理 施 設
用 廃 液 貯 槽 の 建
家 ）  
 
 
 
排 水 監 視 施 設  
 
 
 
 
 
 
β ・ γ 固 体 処 理 棟
Ⅰ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
 
 
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
 
液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
計 測 制 御 系 統 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  
 
放 射 線 管 理 施 設  
 
 
気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 
固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  
 

 
 
廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  
廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  
セ メ ン ト 固 化 装 置  
 
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
エ リ ア モ ニ タ  
排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
管 理 区 域 系 排 気 設 備  
 
 
 
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
廃 棄 物 管 理 施 設 用 廃 液 貯
槽  
 
 
排 水 監 視 設 備  
 
液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  
 
排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
 
β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  
 
エ リ ア モ ニ タ  
排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  
 
管 理 区 域 系 排 気 設 備  
 
 
 

 

 

 

 

化学処理装置の使用

の停止に伴う削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 3.3 . 1 表 (2 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

 

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

β ・ γ 焼 却 装 置  

 

 

 

温 度 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

排 気 筒  

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽  

（ 廃 液 移 送 容 器 を 除 く 。 ）  

 

 

 

β ・ γ 封 入 設 備  

 

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  

 

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

セ ル 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

第 3.3 . 1 表 (2 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅳ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

β ・ γ 焼 却 装 置  

 

有 機 溶 媒 貯 槽  

 

温 度 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

排 気 筒  

 

β ・ γ 固 体 処 理 棟 Ⅲ 廃 液 貯 槽  

（ 廃 液 移 送 容 器 を 除 く 。 ）  

 

 

 

β ・ γ 封 入 設 備  

 

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  

 

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

セ ル 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に

伴 う 記 載 の 追 加  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 3.3 . 1 表 (4 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納

庫  

 

 

 

 

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫

Ⅰ  

 

 

α 一 時 格 納 庫  

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

処 理 済 廃 液 貯 槽  

 

廃 液 貯 槽 Ⅰ  

 

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

廃 液 貯 槽 Ⅱ  

 

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  

 

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

 

 

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

 

 

α 一 時 格 納 庫  

 

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

第 3.3 . 1 表 (4 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫

Ⅰ  

 

 

α 一 時 格 納 庫  

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

 

処 理 済 廃 液 貯 槽  

 

廃 液 貯 槽 Ⅰ  

 

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

排 水 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

廃 液 貯 槽 Ⅱ  

 

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

エ リ ア モ ニ タ  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  

 

 

α 一 時 格 納 庫  

 

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の 削 除  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 3.3 . 1 表 (5 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

管 理 機 械 棟  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固 体 廃 棄 物 減 容 処

理 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

 

 

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

 

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

電 気 設 備  

 

 

 

化 学 処 理 装 置  分 析 フ ー ド  

 

集 中 監 視 設 備  

 

放 射 線 モ ニ タ 盤  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

減 容 処 理 設 備  

 

集 中 監 視 設 備  

温 度 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

出 入 管 理 関 係 設 備  

放 射 線 監 視 盤  

エ リ ア モ ニ タ  

ロ ー カ ル サ ン プ リ ン グ 装 置  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

セ ル 系 排 気 設 備  

グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設 備  

フ ー ド 系 排 気 設 備  

予 備 系 排 気 設 備  

排 気 筒  

 

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液

貯 槽  

 

 

 

予 備 電 源 設 備  

 

 

 

第 3.3 . 1 表 (5 )  主 要 な 建 家 に 収 容 さ れ る 主 な 施 設 、 設 備  

収 容 建 家  施 設 区 分  主 な 設 備 、 機 器  

 

管 理 機 械 棟  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固 体 廃 棄 物 減 容 処

理 施 設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設  

 

計 測 制 御 系 統 施 設  

 

 

 

 

放 射 線 管 理 施 設  

 

 

 

 

 

気 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

 

固 体 廃 棄 物 の 廃 棄 施 設  

 

電 気 設 備  

 

 

 

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ 分 析 フ ー ド  

 

集 中 監 視 設 備  

 

放 射 線 モ ニ タ 盤  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

 

 

 

 

減 容 処 理 設 備  

 

集 中 監 視 設 備  

温 度 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

圧 力 に 関 す る 計 測 制 御 設 備  

液 位 等 に 関 す る 計 測 設 備  

 

出 入 管 理 関 係 設 備  

放 射 線 監 視 盤  

エ リ ア モ ニ タ  

ロ ー カ ル サ ン プ リ ン グ 装 置  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

 

管 理 区 域 系 排 気 設 備  

セ ル 系 排 気 設 備  

グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 系 排 気 設 備  

フ ー ド 系 排 気 設 備  

予 備 系 排 気 設 備  

排 気 筒  

 

固 体 廃 棄 物 減 容 処 理 施 設 廃 液

貯 槽  

 

 

 

予 備 電 源 設 備  

 

 

 

 

 

 

 

化学処理装置の使用

の停止に伴う削除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-表-９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 4.2.1 表    液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様  

(1)  化 学 処 理 装 置  

種       類  二 段 凝 集 沈 澱 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  10 m 3／ h 

(2)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

種       類  強 制 循 環 型 蒸 気 圧 縮 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  3 m 3／ h 

(3)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

種       類  単 効 型 自 然 循 環 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  1 m 3／ h 

(4)  セ メ ン ト 固 化 装 置  

種       類  混 練 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  1 m 3／ 5 日 （ ス ラ ッ ジ ）  

 200 ﾘｯﾄﾙ／ 日 （ 濃 縮 液 ）  

機    器  

機  器  名  仕  様  
基  

数  

凍 結 再 融 解 槽  
ス テ ン レ ス 鋼 製  

円 筒 竪 型  
2 

ス ラ ッ ジ 槽  
ス テ ン レ ス 鋼 製  

円 筒 竪 型  
1 

濃 縮 液 槽  
ス テ ン レ ス 鋼 製  

円 筒 竪 型  
1 

混 練 機  攪 拌 式 イ ン ド ラ ム  1 式  

(5)  処 理 済 廃 液 貯 槽  

種       類  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 合 成 樹 脂 ラ イ ニ

 ン グ ）  

容 量 及 び 基 数  約  200m 3×1 基  

最 大 処 理 能 力  貯 留 量  200m 3 

(6)  排 水 監 視 設 備  

種       類  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 合 成 樹 脂 ラ イ ニ

 ン グ ）  

容 量 及 び 基 数  約  500m 3×1 基  

最 大 処 理 能 力  貯 留 量  500m 3 

 

第 4.2.1 表    液 体 廃 棄 物 の 処 理 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様  

 

 

 

 

(1)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ  

種       類  強 制 循 環 型 蒸 気 圧 縮 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  3 m 3／ h 

(2)  廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ  

種       類  単 効 型 自 然 循 環 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力  1 m 3／ h 

(3)  セ メ ン ト 固 化 装 置  

種       類  混 練 方 式  

基       数  1 

最 大 処 理 能 力   200 ﾘｯﾄﾙ／ 日 （ 濃 縮 液 ）  

 

機    器  

機  器  名  仕  様  
基  

数  

濃 縮 液 槽  
ス テ ン レ ス 鋼 製  

円 筒 竪 型  
1 

混 練 機  攪 拌 式 イ ン ド ラ ム  1 式  

 

 

 

 

 

(4)  処 理 済 廃 液 貯 槽  

種       類  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 合 成 樹 脂 ラ イ ニ

 ン グ ）  

容 量 及 び 基 数  約  200m 3×1 基  

最 大 処 理 能 力  貯 留 量  200m 3 

(5)  排 水 監 視 設 備  

種       類  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 合 成 樹 脂 ラ イ ニ

 ン グ ）  

容 量 及 び 基 数  約  500m 3×1 基  

最 大 処 理 能 力  貯 留 量  500m 3 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

化 学 処 理 装 置 削 除 に 伴

う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 



〔添付書類五〕 

（５-表-２１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

第 5.2.1表   液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ  

種      類   半 地 下 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 (内 面 鋼 板

 ラ イ ニ ン グ ）  

容 量 及 び 基 数 約 200m 3×5 基  

  約 400m 3×1 基  

最 大 受 入 れ 能 力  1,400m 3  

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅱ  

種      類   半 地 下 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 内 面 ス テ ン レ

ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ 又 は 鋼 板 張 り 合 成 樹 脂  

              ラ イ ニ ン グ ) 

容 量 及 び 基 数  約 70m 3×3 基 (ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ ）  

  約 70m 3×1 基 （ 鋼 板 張 り 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ ）  

最 大 受 入 れ 能 力   280m 3  

 

(3) 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫  

種      類   格 納 室 （ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 一 部 鉄 骨 造 ）  

最 大 受 入 れ 能 力   1.2m 3（ 保 管 面 積 約 20m 2）  

 

 

第 5.2.1表   液 体 廃 棄 物 の 受 入 れ 施 設 の 主 要 設 備 の 仕 様  

(1) 廃 液 貯 槽 Ⅰ  

種      類   半 地 下 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 (内 面 鋼 板

 ラ イ ニ ン グ ）  

容 量 及 び 基 数 約 200m 3×5 基  

  約 400m 3×1 基  

最 大 受 入 れ 能 力  1,400m 3  

(2) 廃 液 貯 槽 Ⅱ  

種      類   半 地 下 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 貯 槽 （ 内 面 ス テ ン レ

ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ 又 は 鋼 板 張 り 合 成 樹 脂  

              ラ イ ニ ン グ ) 

容 量 及 び 基 数  約 70m 3×3 基 (ス テ ン レ ス 鋼 板 ラ イ ニ ン グ ）  

  約 70m 3×1 基 （ 鋼 板 張 り 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ ）  

最 大 受 入 れ 能 力   280m 3  

 

(3) 有 機 溶 媒 貯 槽  

種      類   廃 油 タ ン ク （ ス テ ン レ ス 鋼 製 ）  

最 大 受 入 れ 能 力   0.096m 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に

伴 う 記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類五〕 

（５-表-２８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

h. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ         2 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  2 

排 風 機  

基   数  2 

 

i. 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫       1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  1 

排 風 機  

基   数  1 

 

j. α 一 時 格 納 庫          1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  1 

排 風 機  

基   数  1 

 

k. α 固 体 貯 蔵 施 設         1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  5 

排 風 機  

基   数  2（ う ち 1 基 は 予 備 ）  

 

l. 管 理 機 械 棟  1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  1 

排 風 機  

基   数  1 

 

 

 

h. 廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ         2 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  2 

排 風 機  

基   数  2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i. α 一 時 格 納 庫          1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  1 

排 風 機  

基   数  1 

 

j. α 固 体 貯 蔵 施 設         1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  5 

排 風 機  

基   数  2（ う ち 1 基 は 予 備 ）  

 

k. 管 理 機 械 棟  1 系 統  

排 気 浄 化 装 置  

種   類  高 性 能 フ ィ ル タ  1 段  

捕 集 効 率  99%以 上 （ 0.3μ m 以 上 DOP 粒 子 に 対 し て ）  

基   数  1 

排 風 機  

基   数  1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に 伴

う 記 載 の 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

 

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削る）  

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に

伴 う 図 の 削 除  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 



〔添付書類五〕 

（５-図-１９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 



〔添付書類五〕 

（５-図-２０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 の 変 更 に

伴 う 記 載 の 見 直 し  

 

 

 

液 体 廃 棄 物 C の 削 除 及

び 化 学 処 理 装 置 の 使 用

の 停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-２１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-２２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 廃 液 一 時 格 納

庫 の 使 用 の 停 止 に

伴う変更  

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-２３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-２４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-３１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

受 入 れ 施 設 変 更 に 伴

う 記 載 の 追 加  

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-４８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

の 削 除  

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-４８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-４９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  
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〔添付書類五〕 

（５-図-５１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削る）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-５９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 番 号 の 繰 上 げ  

 

 



〔添付書類五〕 

（５-図-６０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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〔添付書類五〕 

（５-図-６８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  
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